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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　いつかのある日









　まだ幼かった頃の夢。

「最後に勝つ奴やつってのが、どんな人間か分かるか？」

　普段は獰どう猛もうな獣のように笑っている父が、珍しく柔にゆう和わで人ひと懐なつこい笑みを作りながら問い掛けてくる。

　不ふ貞て腐くされたように首を横に振る自分の様子を見て、父は笑いながら答えを告げる。

「最後に勝つ奴ってのは誰にも曲げられない、強い想おもいを持った奴だ。技術や経験があっても、どれだけ体格に優れていたとしても、原動力である意思や想いが折れちまったら何もできなくなる。俺がこうしてお前に鍛たん錬れんをやらせてんのは、そんな絶対に折れない強い意思を持った男になってもらうためだ」

　たしかこれは、父親の行う鍛錬を続けるのが辛くて、飛び出して行った時だった。

「でも……僕じゃどれだけ頑張っても無理だよ」

　俯うつむいている幼い自分は精一杯の勇気を持って父親へと反論する。

「ほぉ、なんでそう思うのか言ってみろや」

「だって、僕は父さんみたいに強くない。今だって鍛錬から逃げ出したし、女の子のリーネにだって、今まで一度も勝ったことないしさ」

　父親からまったく同じ鍛たん錬れんを受けているにもかかわらず、何度模も擬ぎ戦せんをやっても幼おさな馴な染じみに勝ったことはなかった。

　男である自分が年の変わらない女の子に負けるという羞しゆう恥ち心もあったが、『負ける』ということが何よりも嫌いやだった。

　負けて悔しい思いをするくらいなら、いっそ全てを放り出して逃げてしまえばいい。そう幼い自分は考えて飛び出していった。

　だが……結局逃げたという『負け』を自覚してしまったことで、ずっと一人でうずくまっていた。

　そんな自分の言葉を聞いて、父親は困ったように溜ため息いきをつく。

「まず、お前は一つ大きな勘違いをしてんだよ」

「……勘違いって？」

「お前は俺に似て心底負けず嫌いだ。負けてヘコんじまうのもわかる。だが、別に逃げることは負けじゃねぇよ。場合によっちゃ逃げることが正しいってこともあるんだからよ」

「……でも、逃げてたらカッコ悪いじゃん」

「ああ、かなりカッコ悪いし、背中を見せるなんざ男のすることじゃねぇ。だが、どれだけカッコ悪くても、地べたを這はいずり回ってもいい。それが必要なことで、その選択が正しいことで、何よりお前が『負けていない』と思えるのならそれで構わねぇさ」

　顔を上げて反応を示したのを見てから、父親は笑みを向けて見せる。

「お前が正しいと思って選んだ道を歩き続けろ。その道がたとえどれだけ不ぶ様ざまで情けねぇもんでも構わない。だが……その覚悟を決めたのなら、何があってもそれを貫つらぬき通せ」

　大きな手の平で頭を乱暴に撫なでながら、父親は真剣な表情で自分に向かって告げる。

「それができたとき……お前は絶対に負けない、最高にカッコイイ男になってるからよ」

　頭を撫でられながら、当時の自分は上う手まく理解ができずに結局不ふ貞て腐くされていた気がする。

　だけど、その言葉はいつまでも心に響いていた。






　一章　どうしようもなくダメな魔ま騎き士しの道









　良い天気だった。

　空は雲一つなく晴れ渡っていて、日の出と共に活動を始めた鳥たちも喜びを表すかのようにさえずっている。そんな陽気ということもあってか、近隣の民家から聞こえてくる声にも活気が感じられる。

「あー………………だる」

　そんな清すが々すがしさを全て台無しにする言葉が、丸まった毛布から発せられた。

「朝からバカみたいにピーピー鳴きやがって……鳥に何言っても仕方ねぇけどさぁ……」

　呂ろ律れつの回っていない言葉で木々に止まる鳥たちに悪態をついてから、少年……アルフは気だるそうに毛布から身を起こし、黒髪の中に所々銀の混じった頭をボリボリとかく。

　そして、力尽きたかのように再びベッドへと倒れ込み、毛布を被って陽光を遮さえぎる。

　視界が暗くなって安あん堵どしていた時、不意に清潔な石せつ鹸けんの香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　そして人肌の温ぬくもりを感じたところで、アルフは軽く毛布をめくって暗闇を取り払った。

「おはよ、にーさんっ！」

　アルフの視界にくすんだ銀の髪と、くりくりとした大きな碧へき眼がんが映った。

　ベッドの上でアルフの腕を抱きながら身を寄せている少女。しかし、アルフは特段驚いた様子もなく寝ぼけたまま言葉を掛ける。












「アンリか……今日は天気も良いし、このまま一緒に二度寝しようぜ……」

「二度寝はさすがに私が困っちゃうんだけど。どうしたらにーさんは起きてくれる？」

「どうしても起きないから諦あきらめてくれ……」

「それじゃ私も起きるまで諦めないからね！　ほらほらっ！」

　ぽふぽふと軽く背中を叩たたかれたことで、少しだけ寝ぼけた頭が回り始める。

「そういや……アンリは俺を起こしにきたんだろ。なんでベッドに入ってるんだ？」

「えっと、にーさんの寝顔をじっと見つめてたら、私も毛布に入りたくなっちゃって……」

「そうか……意見が合致したから二度寝で確定だ」

「だ、ダメダメっ！　二度寝なんてしたら怒るよ！　ちゃんとごはんを五十回噛かませたり、野菜たっぷりの健康メニューばっかりにしちゃうからね！」

「えらく健康志向な罰だな……。別にこのまま寝てても、仕事に遅刻するだけだろ」

「にーさん、お仕事って遅刻したらそれだけじゃ済まないんだよ？　普通のお仕事だったらクビにされてもおかしくないからね？」

「クビになったらアンリが俺を養ってくれるだろ……」

「私が、にーさんを養う……うん、なるほど。貯蓄はあるからしばらくは無職でも暮らせる。養うために私が二人分の生活費を稼かせぐ職に就く必要があって、にーさんを介護するための時間が確保できる仕事じゃないといけないから──」

「うぉーい……お前の兄さんはまだそこまで落ちぶれちゃいないって……」

　大きな欠伸あくびを漏もらしつつ、アルフは上体を起こして身体を伸ばす。まだ眠気が抜け切っていないせいか、頭がぼんやりとしている。

　そんな様子を見たアンリもベッドから降り、軽く身だしなみを整えてから脇に置かれているアルフの服を手に取る。

「さてと……それじゃ下に行こっか。にーさん、階段に気を付けてね？」

　アンリの小さな手がアルフの両手をふわりと握り、先導しながらゆっくり階段を下りて洗面場へと向かう。古びているが洗い残された水みず垢あかやカビ一つない綺き麗れいな洗面場。そこからアンリは慣れた手付きで踏み台を用意し、台に乗ってアルフと目線を合わせる。

「よい、しょっと。にーさん、お口開けて、ちょっとだけ待っててね？」

　アルフが口を開けたまま停止したのを確認し、アンリは手に持っていたブラシをアルフの口の中に入れ、小気味の好よい音を立てながらしゃかしゃかと動かし始める。

「わぁ……前に本で読んだから作ってみたけど、この歯ブラシって道具、布とか綿より使いやすくていいかも。どう、にーさんも気持ちいい？」

　口内を傷つけないようにアンリは優しい手付きでブラシを動かす。柔らかな毛先による心地ここち好よい刺激と一定のリズムで響くブラシの音によって軽く眠気が戻ってきそうだ。

「にーさん？　水を入れて口をゆすぐからね。飲み込んじゃダメだよ。ゆっくりと口を動かして……はい、それじゃ目を覚ましてね──ていっ！」

　アルフが口をもごもごと動かしているのを確認してから、アンリはアルフの頭に向かって軽く手刀を入れた。

　衝撃で首が前へと傾かたむき、口にあった水を吐き出してから鏡に映ってる自分に目をやる。

「おー……これぞ朝って感じがする」

「だって朝だもん……。まったく、にーさんは起こすのだけでも大変なんだから」

　水で絞ったタオルでアルフの顔を優しく拭ぬぐいながら、アンリは苦笑する。呆あきれた様子ながらも、その表情はどこか嬉うれしそうだ。

「はい、服に空いてた穴は直しておいたからね。汗かいたなら下着も取り替えようか？」

「あー……そこまで汗はかいてないし、今日は替えなくていいだろ」

「はーい。それじゃにーさん。バンザイして、ゆっくりと足を上げてねー」

　言われるままに両手を上げた瞬間、アンリは手早くアルフの寝巻を脱がし、用意していた服へと着替えさせてからボタンの一つまで丁寧に付けていく。ズボンだけでなく靴下もしっかりと履はかせてから、仕上げと言わんばかりに篭こ手てや脚きやつ甲こう、胸当てをアルフの身体に付ける。アルフの服装に乱れがないかを丁寧に確認し、アンリは満足げに大きく頷うなずく。

「おー、まさしく完璧だ。いつの間にか仕度が全部終わってるし」

「にーさん……まさか本当にボケちゃったんじゃないよね？」

「俺もこの歳としでボケるつもりはないっての。いつもありがとうな、アンリ」

　アンリの頭に手を置き、くしゃくしゃと乱暴に頭を撫なで回す。

　それが心地ここち好よかったらしく、アンリは目を細めながら笑みをこぼす。

「わっ、とと。ほらほら、早く朝ごはん食べないと本当に遅刻しちゃうから！　またガイストさんに怒られちゃうよ？」

「あー、まぁ説教を聞くのも仕事の内ってやつだ」

「にーさん、魔ま騎き士しの仕事に説教は含まれないよ……」

　騎士として剣の腕を磨き、魔術と呼ばれる術を行こう使しすることができる魔ま操そう騎き士し。

　魔騎士と呼ばれ、国を象しよう徴ちようする存在として羨せん望ぼうの眼まな差ざしと敬意を向けられる存在。

　多くの魔騎士は国の象徴であることを誇りとし、たとえ見習いである下級魔騎士であっても、国民の模も範はんであろうとするが──

「働きたくねぇなぁ」

　模範的どころか、アルフには魔騎士の自覚すらなかった。

「……にーさん、働きたくなくても、ちゃんとごはんを食べなきゃダメだからね？」

「へいへい。そして飯を食うためには働かないとな、っと」

　そんな他た愛あいのない会話と共にリビングへと入り、アルフは欠伸あくびを一つしてから、雑に修繕されてガタガタと揺れる椅子に腰掛ける。

　テーブルには既にじゃがいものスープに黒パンやチーズ、そして何種類ものソーセージが用意されており、食欲をそそる匂いが漂っている。

「猫舌のにーさんにちょうどいい温度になってると思うけど……熱かったら言ってね。ちゃんとふーふーして冷ましてあげるから」

「うんにゃ大丈夫、ちゃんと適温でいつも通り最高にうまい」

　端はしの欠けた皿に入っているじゃがいものスープを口に含むと、熱すぎず温ぬるくもない絶妙な温度であり、身体が温まったことで徐々に食欲が湧いてくる。

「あ、ほら口元にパンくずついてる。まだ眠いんだったら食べさせてあげるよ？」

「いや、自分で食うっての。……無理やり飯を流し込まれたら、さすがの俺もビビる」

「にーさんにそんなことしないよ！　パンもスープに浸ひたしてふやかすし、具材も全部すり潰つぶして噛かまずに食べられるようにするもん！」

「食事形態の話じゃないんだよ。無意識の状態で腹に食事を流し込まれたら、違和感もなにもあったもんじゃないってことだ」

「それはそうだけど……にーさんには毎日ごはん食べてもらって、元気でいて欲しいもん」

「遅刻してでも毎日食べてるだろ？　俺の本格的な介護は老後の楽しみにしとけって」

「もう……本当に介護される気満々だから、にーさんは仕方ないなぁ」

　炊事場をパタパタと行き来するアンリをのんびりと眺めていたアルフだが、それが普段とは違う光景であることに気が付いた。

「なんか忙しそうだな。いつもなら一緒に飯食って、孤こ児じ院いんの手伝いに行く頃だろ？」

「えーっと……うん、そう！　今日はお手伝い以外にも出かける用事があるから、今のうちに夕食の下準備もしておこうかなって思ってね」

「下準備って、普段は夕食に火を使った物とか出さないだろ？」

　父親の方針で「朝はたらふく食って、夜はあんま食わずに寝ろ！」というものがあり、夕食はいつも火を使わない簡素な物で済ませることが多い。

　アンリは少し迷った素振りを見せてから、アルフに笑い掛ける。

「今日は特別な日だもん。だから少しだけ豪ごう勢せいな夕食にしたくてね」

「特別な日、ねぇ……なんかあったっけか？」

　アンリは上機嫌のまま下準備に勤いそしんでいるが、その理由に見当がつかないアルフはただ首を傾かしげるしかない。

「それは帰ってからのお楽しみ、ね？　はい。これが今日のお弁当だよ」

「おー、今日もおいしそうな弁当だ」

「……にーさん、中身も見ないでそういうことを言われたら悲しいよ？」

「可愛かわいい妹の作った弁当がマズイわけないし、毎日食ってるからおいしいのもわかりきってるってことだ。婉えん曲きよくな褒ほめ言葉ってことにしといてくれ」

　先ほどと同様にアンリの頭へ手を置き、くしゃくしゃと乱暴に撫なで回す。

　嬉うれしそうに頬ほおを緩ゆるませるアンリに見送られて、欠伸あくび混じりに玄関へと向かう。

「──っとと」

　外へと向かう直前、忘れかけていた日課を思い出す。

　玄関の目立つところに立て掛けられた両親の形見。

　年季の入った大きな篭こ手てと、女性物のペンダント。

「……今日も行ってくるよ、母さん。ついでにバカ親父おやじもな」

　そう小さく言葉を掛けてから、アルフは欠伸あくびをしてのんびりと家を出た。





　◇






　結局、アルフが魔ま騎き士しの詰つめ所しよへと着いたのは普段通りの時間。つまりは遅刻である。

「ふぁ……おはようございまーす」

　自分の木札を出勤者の名札掛けに置いてから、欠伸混じりに詰所の人間へと挨拶の言葉を掛ける。しかし、同僚たちは視線を一度向けただけで返事を寄よ越こさない。

　真面目な同僚たちは各おの々おのに与えられた木製の机の前に座って書類仕事をこなしている。他にも資料の作成や整理を行っていたり、相談の受付をしている人間は朝早くに訪れた人々の対応に追われている。そんな詰所の中で暇ひまそうに談笑している面々もいるが、おそらく夜間巡回を終えて報告を待つ身なのだろう。

　そんな同僚たちの間を無言のまま通り、アルフは掲示板にある出勤を示す札を掛けに向かおうとするが──

「おう、なんだ。今日も『無能』は重役出勤か？」

　同僚から掛けられた言葉には棘とげが含まれていた。

　アルフに向けられた『無能』という言葉は、あらゆる点において的確である。

　毎日遅刻、巡回中に堂々とサボる、訓練における成績は他に並ぶ人間がいないほどの最底辺で、模も擬ぎ戦せんの全敗記録を今もなお更新し続けている。

　そして、『無能』と呼ばれる理由はもう一つある。

「そう言ってやんなよ。英雄様の息子なんだし、きっと朝早くから魔術の練習でもしてたんじゃねぇのか。まぁ……魔力が無いからそもそも魔術が使えねぇんだけどよ！」

　そう先輩にあたる魔騎士が口にした瞬間、下げ卑びた笑い声が耳障ざわりなほど響き渡る。

　魔騎士が戦闘に用いる魔術……正式名称、魔ま操そう感かん術じゆつ。

　人間の血流によって生み出される源……魔力によって特殊な能力を武器に付ふ与よする術だが、アルフにはその魔力が一滴たりとも存在しておらず、それ故に『無能』と呼ばれる。

　そして英雄の息子、それもアルフを示す言葉として正しい。

　アルフの父、アーロン・ハーレックは大陸全土にその名を轟とどろかせた英雄である。

　その英雄の息子こそがアルフレッド・ハーレック……つまりアルフということになる。

「ま、偉大すぎる親を持った息子がダメになるっていうのはよくある話だ。英雄の子し息そくであるなら貴族以上の生活だってできたかもしれないが……無能のこいつは平民程度の生活が精一杯だろうよ。あのみすぼらしいボロ家から出ることは無いだろうさ」

　その言葉に同調して笑ったのは、同じく貴族の出身である魔騎士たちだ。

　魔騎士の序列は等級によって区分されているが、近衛このえ魔騎士と呼ばれる一部の等級を除き、巡回などの業務は等級に関係なく行われる。

　しかし、等級差と家柄で幅を利かせる魔ま騎き士しは少なくない。

　そんな貴族たちにとって、英雄の息子でありながら成績最底辺のアルフは格好のいやがらせの標的であり、普段から絡まれることが多かった。

　もはやその扱いに慣れてしまったアルフも、普段はそういった手合いを適当に流すか無視していた。だが……先ほどの『ボロ家』という言葉だけは少しだけ癇かんに障さわった。

「余計なお節介をどーも、セルタス先輩。俺は貴族特有の無駄にでかくて、虚きよ勢せいを張るためだけに買い集めた調度品だらけの家になんか住みたくないもんで。そんな家に住んでたら、どこぞの誰かみたいに悪趣味が身体の芯まで染み付きそうですし」

「……おい、それはどういう意味だ？」

　セルタスは眉み間けんにシワを作りながら、剣けん呑のんな雰囲気と共に立ち上がる。

「……いつもいつも英雄の息子だからって、でかい顔してんじゃねぇぞ」

「へぇ、知り合いからはよく小顔だと言われるんですけどね」

「そういうことを言ってんじゃねぇんだよ！」

「ああ、そいつはすみませんね。無能なもんで、猿の言葉は理解できないんですよ。先輩と会話するためだけに猿語の勉強でもしておきましょうか？」

「──調子に乗ってんじゃねぇぞッ!!」

　セルタスは声を荒げて自分の座っていた椅子を蹴飛ばし、その衝撃で机に置かれていた羽ペンやインクが床へと散らばっていく。

「貴族の俺が下級魔騎士と一緒に仕事してるだけでも我慢ならねぇってのに、てめぇみたいなロクデナシの相手までしなきゃなんねぇとはなぁッ!?　いっそこの場で黙らせ──」

「……黙るのはお前たち二人共だ」

　朝の静かな魔騎士の詰つめ所しよに、重く圧のし掛かかるような声こわ音ねが響く。

　皆が一斉に視線を向けた先……腕を組んで仁王立ちしている、熊と見み紛まがう大男の姿。

「が、ガイスト隊長……」

　先ほどまでの威勢はどこへいったのか、セルタスは青ざめた表情で大男の名を呟つぶやく。

　ガイストはセルタスを無視し、足の折れた椅子や床に散らばった文房具を見つめる。

「……そこに転がっている物はなんだ？」

「はい隊長、セルタス先輩が睡眠不足でイライラした腹いせに蹴飛ばしましたー」

「おい待てそこの無能ッ!!　元はと言えばてめぇが──」

　反論しようとしたセルタスだったが、ガイストの射抜くような眼光に口をつぐむ。

「つまり貴様が苛いら立だちの発散として、備品を壊したのは間違いないということだな？」

「い、いえ！　そんなつもりではなく──」

　上う手まい言い訳が思いつかなかったのか、セルタスは言葉を続けることなく押し黙る。

　剣呑な雰囲気の中、とりあえず面倒事に巻き込まれそうだと判断したアルフは音を立てないように詰所の出口へ向かっていたが……その襟えり首くびを掴つかまれた。

「お前もだ、アルフレッド下級魔ま騎き士し。騎士たるもの、善良な市民たちの模も範はんであるべきだと常々言っているだろう」

「へいへい、っと。俺も常々言われているのでもちろん理解してますけど、魔騎士全員が模範的だと反面教師がいないってことじゃないですか。だから俺はあえてそんな存在となるためにこうして遅刻をしているわけですよ」

「……まったく、父親に似て減らず口を叩たたきおって」

「そりゃ心外ってもんですよ。俺は親父おやじ以上の減らず口を叩く自信がありますよ？」

　ガイストは呆あきれた様子で額へと手を当て、面倒そうにアルフの襟えり首くびから手を離す。

「……もういい。アルフレッド、お前はとりあえず執しつ務む室へ来い。セルタス特級魔騎士は備品損そん壊かいの始末書と片付けをしておけ」

「……了解しました」

　セルタスが沈ちん痛つうな面持ちで返事をし、ガイストが執務室へ戻ろうと背を向けた瞬間──

「それじゃ……業務が終わった頃合いに執務室へと向かうので、巡回行ってきまーす！」

　そんな言葉と共に、アルフは詰つめ所しよの出口へと一目散に駆け出した。

「おい待てアルフレッドッ!!　巡回より先に説教だッ!!」

　ガイストに言葉を返すこともせず、アルフは詰所を飛び出し往来の人混みへと紛まぎれ込む。

　距離を空けてから何度か背後を確認しつつ、アルフは人々の間を器用に縫ぬいながら思う。

　今日はツイていない日だ、と。
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　活気ある声で賑にぎわい始めてきた市場。

　詰所から遠く離れたところで、アルフはようやく歩調を緩ゆるめた。

「ったく……とっつぁんも毎度説教説教ってよく飽きないもんだな」

　のんびりとした歩調で町中を眺めながらアルフは欠伸あくび混じりにぼやく。

　説教もアルフにとっては日課のようなもの。だが、やる気の出ない朝方に長々とした説教を受けるのは面倒なことこの上ない。

「そんじゃ、お仕事しますかねっと」

　体を伸ばしながらアルフは巡回業務のために周囲を見渡す。巡回業務は町で異常がないか調べる以外にやることもないので、せめて楽しく仕事をすることにしよう。

「おう、アルフじゃねぇか！　今日もサボってんのか!?」

　暇ひま潰つぶし……もとい、市場の巡回に並んでいるリンゴや梨といった品物を眺めていた時、店先にいた店主からそんな言葉を掛けられた。

「おいおいサボってるとか言うなよ。そんなこと言ってると、もう店で果くだ物もの買わねぇぞ」

「真剣な顔して食い物眺めるのがお前さんの仕事じゃねぇだろうさ。それに、そんな奴やつに買ってもらうほど、うちも落ちぶれちゃ──」

「アンリにもこの店で買わないように言っておかないとな」

「──アンリちゃんみたいなお得意様を大事にするのが商売の基本だな！」

　調子の良い店主に苦笑を返してから、アルフはよく熟うれた梨やベリーをいくつか手に取り、懐ふところから取り出した半ニッヒ銅貨を数枚ほど手渡す。

　その直後、今度は後方から声が聞こえてくる。

「あー！　アルフ兄ちゃんがまたサボってるー！」

　振り返ってアルフを指さす兄妹きようだいに視線を向け、アルフは眉み間けんにシワを作る。

「なんだお前らかよ……。というか、孤こ児じ院いんの手伝いはどうしたんだよ？」

「わたしたちはちゃんとお使いで来てるもん」

「孤児院の手伝いもサボったりするアルフ兄ちゃんと一緒にしないでくれよー！」

　生意気なことを言う子供たちにアルフは思わず苦笑する。

「サボってるって連呼するなっての。そんな悪い子供は『法の魔女』に食われちまうぞ？」

「『法の魔女』ってオトナたちが言ってるだけで、実際にはいないんだろー？」

「それに『法の魔女』に食べられるんだったら、サボってるアルフ兄ちゃんだもん！」

「俺はサボってるんじゃねぇよ。これでも立派に国民の安全をだな──」

「詰つめ所しよの人に言い付けちゃうぞ！」

　子供相手だというのに、アルフには魔ま騎き士しとして威い厳げんが欠片かけらもなかった。

「ったく……ほれ、お使いついでにこの梨を孤児院に持ってけ。二個余分にあるからお前らで食っちまって構わないからよ」

「わー！　アルフ兄ちゃんがワイロくれたー！」

「口封じだー口封じー！」

「それ全部意味違うからな。とにかく、詰所に報告だけは勘かん弁べんしてくれよ」

「うん、わかった！　アルフ兄ちゃんありがとー！」

　笑いながら去っていく子供たちに軽く手を振っていると、周囲から笑い声が起こる。

「なんだよアルフ！　魔騎士だってのに子供にすらナメられてんじゃねぇか！」

「そんなんで魔騎士やってられんのかー!?」

　顔かお馴な染じみである市場の人間たちから掛けられる言葉に対してアルフは叫び返す。

「残念なことにこれでも魔騎士だっての！　何か起こって国が危なくなった時には、俺がバッチリ働いてやるからよ!!」

「何か起こってからじゃ遅いだろうが！」

　その言葉によって再び笑い声が起こり、アルフは苦し紛まぎれに「お前らいざとなったら覚えとけよな！」と叫びながら逃げるように市場を抜けた。

「……何も起こらないのが一番なんだけどな、っと」

　そんな言葉を呟つぶやきながら、目的地の一つである見慣れたパン屋に入る。

「おーい、エルゼ姐ねえさーん。いつものやつをよろしくー」

　そう店内へと声を張り上げると、「はーい！」と活力に溢あふれた返事が店の奥側から聞こえ、エプロンを付けた二十代半ばの女性がパタパタと忙せわしい足音と共に姿を現した。

「なんだ、アルフじゃない。今日もサボり？」

「姐ねえさんまで人聞きの悪いこと言わないでくれよ……」

「だってうちの店に来る客は『アルフがまともに仕事をしてるとこなんて見たことない』ってみんな口を揃そろえて言ってるからねぇ」

「それじゃ、『アルフは見えないところで、立派に仕事をしてる』ってそのお客さんたちに言っておいてくれよ。そうすれば俺の評価も上がるしな」

「あははっ！　見えないところでもサボってんだから、それは無理ってもんでしょ！」

　エルゼはアルフの言葉を笑い飛ばしてから、パンを紙袋の中へと放り込んでいく。

「ま、あんたみたいな魔ま騎き士しも悪くはないけどね。他の人らよりお堅くないから親しみやすいし、英雄の息子だからって鼻に掛けた態度を取るわけでもないしさ」

　快活な笑みを寄よ越こすエルゼに、アルフは困ったような笑みを向ける。

「鼻に掛けるも何も、親父おやじと比べたら俺はてんでダメだしな。親父が働きすぎたから、俺はその分まで怠なまけてやろうってだけの話だよ」

「まぁ、あんたのサボりってのはあたしらにとって悪いことじゃないしね。魔騎士の腕章をして堂々と欠伸あくびをしながら歩いてるのを見ると、平和な世の中ってのが実感できるわよ」

　そんなエルゼの言葉に対し、アルフはぽつりと漏もらす。

「……平和、ねぇ」

「うん？　だって平和じゃないの。今後は戦争で小麦畑が焼かれるなんてこともないから、小麦の価格も安定してうちは万々歳。大陸法で一部の品目は関税やらが均一になったし、行商人や他国の人間が訪れるようになって市場も昔以上に活気づいてるしね……っと、黒パンとソーセージ、バターとチーズ、それとミートパイ各二人前ね。ほんと、細い体してんのによく食べるわねー」

「あー……まぁ、育ち盛りだったら飯はしっかり食った方がいいだろ？」

「そりゃたしかにそうだけど……アンリちゃんに身の回りのこと全部やってもらうだけじゃなくて、お弁当まで作ってもらって恥ずかしくないの？」

「俺の介護も弁当も、アンリが好きでやってることなんだからいいじゃねぇか」

「兄妹きようだい仲が良いのは美徳だけど、兄貴が休みの時は市場のド真ん中で仲良さげに腕組みながら歩くとか。あんたらのこと知らない奴やつらは恋人同士って思ってる始末よ？」

　エルゼは額に手を当てながらこれ見よがしに大きな溜ため息いきをつく。

「恋人同士とか大げさな……兄妹ならそれくらい普通だろ？」

「……はいはい、もういいからさっさと行きなさい。このパンもおまけにあげるから」

　辟へき易えきとした様子でエルゼは手元のパンを放って寄越す。軽く普段の自分の行動を振り返ってみたが、やはり何が問題なのかわからない。

　ニッヒ銅貨を数枚取り出してカウンターへと置き、エルゼに見送られ店を後にする。

　温かい紙袋の中からは食欲をそそる香ばしい小麦と、加熱されて肉汁を滲にじませているソーセージの匂いが漂ってきている。朝食を食べた後でも涎よだれが出てきそうだ。

「これで飯は買ったし後は……と？」

　紙袋の中を確認していたアルフが顔を上げた時、一枚の貼り紙が目に留まった。

「……そういやもう『騎士祭典ヘクサフエステイバル』の季節か」

　アルフの住む騎士国家センタリアで行われる大規模な催し──騎士祭典。

　武功や試合の功績によって近衛このえ魔ま騎き士しへと昇進する魔騎士を城へと迎える記念式典だが、それに加えて大きな武闘大会が開かれる。出場資格は魔騎士であること。試合に勝ち進んで優勝すれば、身分や等級は一切関係なく、近衛魔騎士へと昇格することができる。

「興味ないからすっかり忘れてたな……」

　が、アルフは頭をぽりぽりとかきながらノンキに貼り紙を眺めていた。

　騎士国家センタリアは他国と比べて一人一人の魔騎士の質が高い。

　センタリアは剣術と騎士道精神を重んじ、心身共に優秀な魔騎士を輩出する国である。この『騎士祭典』も祭事としてではなく、実力ある魔騎士を登用する意味合いが強い。

　等級に関係なく参加者が集まるということは、実力のある上級、特級魔騎士とも試合をすることになる。つまり、新人や戦せん績せきの悪い下級魔騎士が勝てる見込みはほとんどない。

　そして魔術の使えないアルフが勝てる要素はほとんどない。運良く勝ち進んでも、優勝するのは不可能とすら言っていい。

「……ま、どうでもいいことか」

　アルフが魔騎士として働いているのは自身と妹の生活のためだ。こういった催しに興味を持てというのが無理な話である。

「俺は『騎士祭典』なんかより貿ぼう易えき市いちっと。この時間ならまだ人も少ないだろうし」

　そう呟つぶやいてから、アルフは目的地へと向かう前に寄り道をすることにした。

　センタリア北部に位置する港町ヴィッツ。そこの海商たちは他国から買い付けた貿易品を持って定期的にセンタリアの城下町へとやってくる。

　エトルリア大陸では国名と首都の名前が同一なため、国名の後に特定の地名がつかない場合は首都を訪れたという事を指す。今回、海商たちは出立前に北の大国ヘリリアントに遠征すると公言していたので、あまり目に掛かれない代しろ物ものも多いだろう。

『特別な日』が何かはわからないが、何かの記念日ならアンリへの日頃の感謝を込めて、珍しい物でも買って帰ろうと考えていた。

「可愛かわいい妹と仕事だったら、どっちを優先するかなんて決まってるわな」

　どちらにせよサボるつもりだったとはいえ、理由の有無で大きく変わってくる。主にガイストへの言い訳を考える時には重要だ。少しだけ軽くなった足取りで通りを進んでいく。

　徐々に増えつつある人混みをすり抜けたことで、貿易市の開かれている広場が遠目に見えた。露店商たちの活気ある声と、荷物の搬入に勤いそしむその子弟たち、そして並んでいく他国の特産品などに視線を向ける人々の姿。だが、人の流れが少しばかり滞とどこおっている。

　人々の困惑するどよめきと、商人にはない張りのある声がアルフの耳に入ってくる。

「ただいまこの先の市場で視察を行っております！　視察が終わり次第、封鎖は解除される運びとなっておりますので、しばしお待ちください！」

「どういうことだ！　なんで広場を封鎖しているんだ!?」

「申し訳ありません。人混みの中で要人の安全を確保することが困難であるため、今回の措そ置ちを取らせていただいております。ご理解いただけると助かります！」

　背の高い魔ま騎き士しが集まっている人々に対して、申し訳なさそうに頭を下げている。

　要人ということは、どうやらどこかの物好きな貴族が市場を封鎖しているのだろう。広場の中にも護衛らしき魔騎士の姿が数人ほど見える。

　いつまで封鎖が続くのかはわからないが、こんなところで無駄に時間を浪ろう費ひするのはなんともバカらしい。とりあえずは自分の立場を利用しておくことにしよう。

「はいはい、ご苦労さん。担当区域の魔騎士としてお手伝いに来ましたよ、っと」

　アルフはひらひらと手を振りながら、何食わぬ顔で魔騎士の横を通り過ぎようとする。

　が、背の高い魔騎士は睨にらむような視線と共にアルフの肩を掴つかんで振り返らせた。

「……待て、他区域からの増援という話は聞いていない」

「いや、なんか忙しそうだしさ。ほら、腕章だってちゃんと付けてることだし」

「……今回の封鎖は中央区所属の我々が担当している。助力の申し出は非常にありがたいが、安全面と連携の関係上、他所の魔騎士を入れるわけにはいかない」

「そんな堅苦しいこと言わなくてもいいじゃないか。もっと気楽にやろうぜ」

「気楽にって……お前、本当に魔騎士か？　所属区域と名前を答えてくれ」

　怪け訝げんそうな表情をする背の高い魔騎士を見て、思わずアルフは溜ため息いきを漏もらす。中央区所属ということは実績のある魔騎士なのだろうが、そういった手合いのほとんどはお堅い性格をしているものだ。

　アルフは魔騎士を騙かたっているわけではないので名乗っても構わない。しかし他区域の魔騎士と揉もめたとなれば、多少面倒なことになるかもしれない。

「……名乗れないということは、魔騎士を騙っていたということを認めるのか？」

「あーはいはい、名乗ればいいんだろ。俺は東区所属で名前は──」

「────アルフ？」

　名乗る前に自分の名前を呼ばれ、反射的にアルフは振り返る。

　陽光によって輝く、腰まで伸びた白金色の髪プラチナブロンド。

　人形のように精せい緻ちな顔立ち、透き通る肌き理め細こまやかな白い肌。そして深海にも似た色を湛たたえる蒼あおい瞳は自然と人の目を惹ひき、形の好よい唇によって作られる微笑ほほえみは道行く老若男女たちを魅了して止やまない。そんな美び貌ぼうとは不釣合いなように見える純白で質素な造りのドレスは、まるでその人物の人柄を表しているかのように映る。

　その少女の姿を見た人々から、羨せん望ぼうや畏い敬けいの入り混じった感かん嘆たんの声が生まれていく。

　背の高い魔騎士も周囲の人間と同様に驚きよう愕がくし、片かた膝ひざをついて恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。

「フィ、フィリーネ様……なぜこのような場へと？」

「なぜと言われましても……この騒ぎはどうされたのですか？」

「はッ！　魔ま騎き士しを名乗る不審な人物がいたため、所属の確認を──」

「そちらではありません。私はなぜ広場を封鎖しているのか、と聞いているのです」

　魔騎士たちに止められている民衆に目を向け、フィリーネは額に手を当てながら深々と溜ため息いきをつく。物もの憂うげな表情だというのに、それすらも絵になる姿だ。

「私は護衛や特別な措そ置ちは必要ないと最初に言ったはずです、ヴェイン特級魔騎士。貿ぼう易えき市いちは国民全員の楽しみ。封鎖をして妨げるのはあまりにも横暴というものでしょう？」

「ですが……フィリーネ様の安全を確保するため、封鎖は止やむを得えない措置で──」

「私は国民を信頼していますし、危害を加えるなどとは微み塵じんも考えていません。あなたもセンタリアの魔騎士として、センタリアの民が持つ誇りを信頼してください」

　フィリーネは頭こうべを垂たれるヴェインと呼ばれた魔騎士に対し、厳おごそかな口調でありながらも柔らかい笑みを向けて諭さとす。

「それでは、中央区の皆さんは封鎖の解除と、滞とどこおった人の流れの整理をお願いしますね」

「で、ですが！　それではフィリーネ様を護衛する任務を果たせません！」

「ですから護衛は必要ないと……ああ、それでは皆さんを安心させるために、そこにいる魔騎士を護衛に付けることにしますから」

　フィリーネがアルフの方に笑顔を向ける。思わず首を振って周囲を見回すが、フィリーネの視線の先に自分以外に魔騎士の姿はない。

「はい、そこで辺りを見渡しながら首を振っているあなたです。すみませんが、しばらく私の護衛をしていただけますか？」

「あー……俺としては面倒事を避けたいし、他の魔騎士を護衛にして欲しいんだけどよ」

「おい貴様！　フィリーネ様の前で粗そ野やな言葉を使うだけでなく、ご厚こう意いによって授さずけられた栄はえある任を辞退するとは何事だ！」

　頭をかきながら視線を逸そらしていたアルフの様子を見て、ヴェインは声を荒げて非難する。しかし、そんな様子を見ていたフィリーネは困ったように笑った。

「いえ、彼は私の友人なので別に構いません」

「フィリーネ様の……ご友人、ですか？」

「ええ。彼には今回の視察を手伝ってもらうため、わざわざ時間を割さいてもらったのです」

　アルフに怪け訝げんそうな視線を向けるヴェインを置いて、フィリーネはアルフの手を取り、「行きましょうか」と軽く微笑ほほえんで見せてから足早に広場の奥へと入っていく。

　先ほど言い付けた通り、魔騎士たちが滞っていた人の流れを整理し始めたのを確認したところで……フィリーネは改めてアルフに向き直った。

「さて……な・ん・で、アルフは揉もめていたのですか？」

　先ほど魔騎士へ向けた花の咲くような笑みではなく、咎とがめるように目を細めている。

　何とも言えぬ雰囲気を感じ取り、口ごもりながらも素直に答える。

「その、なんだ。アンリに土産を買ってやろうと思って、ちょっと貿易市に来てたんだ」

　そんなアルフの言葉を聞き、フィリーネは呆あきれたように小さく息を吐いた。

「まったく……私が騒ぎを聞きつけて来たからよかったものの、事が大きくなったらどうするつもりだったんですか？」

「そうなったら適当に誤ご魔ま化かして逃げ出すつもりだった」

「逃げないでください！　そもそも問題を起こそうとしないでください！」

　フィリーネが呆れるように溜ため息いきをついた。アルフは誤魔化すように頭をかく。

「とにかく……助けてくれてありがとな、リーネ。だから俺はこのへんで──」

「このへんで、どこに行くつもりなんでしょうか？」

　振り返って逃げ出そうとした瞬間、フィリーネが笑みと共にアルフの肩をがっしりと掴つかんだ。表情は笑っているというのに、妙な迫力があって怖い。

「言ったでしょう。あなたには護衛として、このまま私と一緒に視察をしてもらいます。しばらく顔も合わせていなかったので、積もる話もたくさんあります」

「いやー、そんな我が国の姫様にご随ずい伴はんするなど恐れ多くて身に余りますゆえ」

「……幼おさな馴な染じみなのに、いまさら恐れ多いとか言うと怒りますからね？」

　そんな言葉と共に、フィリーネは拗すねたように口を尖とがらせる。

　センタリアは代々ヴィルシュタイン家が王家として治政を行っており、前王から息子へと代替わりした現在もそれは続いている。

　そして、目の前で不満そうにしている少女の名はフィリーネ・ヴィルシュタイン。

　現王クライド・ヴィルシュタインの実妹であり、正真正銘センタリアの姫殿下である。

「とにかく、貿ぼう易えき市いちを回っている間だけでいいです。視察の護衛として私と一緒に行動してください。目を離してまた問題を起こされても困りますから」

「へいへい。どうせ俺は問題児ですよ……。それで、視察ってのは何すりゃいいんだ？」

「他国の文化について参考になる物をいくつか見み繕つくろって、資料として城に保管するのが今回の目的……の、つもりだったんですけど」

　フィリーネは露店に並ぶ貿易品たちに視線を向けてから、その表情を曇くもらせる。

「あまりに数が多いので、どれを資料として買い付けるべきか迷っていまして」

「それなら、目ぼしい物を片っ端ぱしから買っとけばいいんじゃないか？」

「国民の皆さんが納めてくれている税金を無む闇やみに使うわけにはいきません。それに、たくさん買い付けてしまったら貿易市を楽しみにしている方々に申し訳ないでしょう？」

「資料集めって目的があるんだから構わないと思うんだがなぁ……」

　反論したところでフィリーネが先ほどの考えを変えるとは思えない。昔から妙に真面目で頑固な彼女は、放っておけば無駄がないように商品を一つずつ吟ぎん味みし始めることだろう。

　面倒事をさっさと済ませるために、アルフは品物を並べている商人へと声を掛ける。

「おっちゃん、悪いが品定めのために見せてもらっても構わないか？」

「ええ、別に構いませんぜ。すべてヘリリアントの首都から取り寄せた逸いつ品ぴんたちでさぁ」

「ありがとよ。逸品かどうかは見てから決めるけどな」

　若干の訛なまりがある商人に軽く礼を告げてから、アルフはしゃがみ込んで並んでいる貿易品を見定めていく。合わせるようにフィリーネもしゃがんで貿易品を一緒に覗のぞき込む。

「……もしかして、アルフって他国の文化に詳しかったりするんですか？」

「いや、別に詳しくないけど」

「だったらなんでそんな思わせぶりな行動を取るんですか！　もしかして……昔みたいに、私をからかってるんじゃないですよね!?」

「俺はさっさと仕事を終わらせたいだけだっての。……とりあえずショールと漆しつ器き、それと小物入れは資料として使えるぞ」

「…………え？」

　目を丸くしているフィリーネに、アルフは品物を手に取って説明する。

「ヘリリアントは雪が多い北国だ。防寒対策には保温性だけじゃなく、雪上で身動きの邪魔にならないようになるべく軽量の素材を使うはずだ。その条件に当てはまるのは北国の主な家畜である雪山や羊ぎ、その産毛で編まれてるショールになる」

「えっと……それじゃこの漆器と小物入れは？」

「漆器に描かれてる花と果くだ物ものは北国にはない植物だから、向こうの美術家が空想で描いたんだろう。ヘリリアントの人間は自分の国からあまり出たがらないから他国の植物を目にする機会はないし、国を渡り歩いてる商人から植物の特徴とかを聞きかじったりしたんだろうな。小物入れに使われている白い樹皮はペンデュラ、家具材で主に使われる寒冷地の植物だ。彫刻が緻密で造りもしっかりしていて、かなり腕の良い職人が作った代しろ物ものだろうよ」

「へぇ……すごいです。昔からアルフは博はく識しきでしたけど、素直に感心しました」

「いや、今言ったのは全部ウソだから。信じられると逆に困るんだけど」

　そう締めくくった瞬間、ペシッという小気味の好よい音と共にアルフの頭が叩たたかれた。

　顔を真っ赤にし、頬ほおを膨らませているフィリーネがぷるぷると身体を震わせていた。

「……怒りますからね？」

「怒るのはいいけど、泣くのだけは勘かん弁べんな」

「よくないですし、泣いてませんっ！　そもそも、私を怒らせるようなことばかりしているアルフが悪いんじゃないですかっ！」

「俺ってそんなに怒らせるようなことしてたか？」

「よくそんなことを平然と言えますね……。普段から仕事をサボったり遅刻ばかりしていると、ガイストさんから報告を受けてます。今回の視察だって、忙しいクライド兄様を手伝うための仕事なのに……このままじゃ、私のせいで余計な仕事を増やしてしまいます」

「あー……わかったから、軽く深呼吸しろ。そもそも、他人の言葉を鵜う呑のみにして確認を怠おこたったお前にも問題があると思うぞ？」

「むぅ……そもそも、アルフが私を騙だますような言動をするのがいけないんです！」

「キラキラした目で騙されてるお前の姿を見るのが面白いから仕方ない」

「もうなんといいますか、最初から私を騙す気満々なのが最悪ですっ！」

　涙目で抗議しながら背中にぺしぺしと手刀を入れてくるフィリーネを軽く手で制し、アルフは商人へと顔を向ける。

「なぁ……商人のおっちゃんだったらよくわかるだろ。真しん贋がんってのは他人の言葉を鵜う呑のみにせず、自分の目と手でしっかり確かめるもんだってよ」

　アルフは笑いながら商人に言葉を掛けるが、その表情は苦虫を噛かみ潰つぶしたように渋い。

　アルフはフィリーネに聞こえないように、声をひそめて商人に告げる。

「……おっちゃんのその訛なまり、ヘリリアントの西部付近で使われてる言葉だ。自分の故郷の品を見誤ったとか、つまらない言い訳はしないでくれよ？」

　アルフの言葉に対して、商人は押し黙り……やがて、大きく溜ため息いきをついた。

「……悪かった、それ以上は言うんじゃねぇって。ちょっと並べる品を間違ったんでさぁ」

「つまり、ちゃんと本物があるってことだよな？　そいつらを今の値段で出してくれるなら、おっちゃんが詐さ欺ぎを働こうとしてたのを黙って──」

「わかったって言ってんだろうが！　チッ……厄介な客に当たっちまったぜ」

　苛いら立だちを隠すことなく、商人は背後にある木箱から別の商品を取り出してフィリーネの前に並べていく。先ほどの品と酷こく似じしているが、編み込み、塗と装そう、彫刻などの細かい点を見比べてみると、その差は歴れき然ぜんとしている。

「……ほれ、嬢ちゃん。こいつらがヘリリアント自慢の郷土品ってやつだ。どれも王都にいる職人たちから買い付けたもんだから一級品ってもんだぜ」












「へ？　は、はい……ありがとうございます？」

　事態が上う手まく呑のみ込めていないフィリーネは不思議そうに首を傾かしげていたが、知らなくても良いことなのでアルフは黙っておくことにした。

「それと、もう一つ気になったのですが……この剣ってヘリリアントの剣ですか？」

「あ、ああ……向こうじゃ儀礼にも使われるから、刀身だけじゃなく鞘さやや金具に細かく彫ちよう金きんしてあんだよ。そいつを客引き用に並べて、他の品を買わせるつもりだったのに……」

　商人が恨うらめしそうにアルフへと視線を向けるが、当人は素知らぬ顔で口笛を吹いている。フィリーネもその言葉を特に気にした様子もなく、目を輝かせて剣を見つめていた。

「あのっ！　ちょっとこの剣を振ってみてもいいですか？」

「ああ？　そりゃ別に構わねぇが……そこにいる御お付つけの兄ちゃんに振らせるにはきついってもんだろうさ。なにせ結構な重量があるから──」

「いえ、剣を振るのは私なので心配いりませんよ」

「…………んん？」

　呆あつ気けに取られている商人を置いて、フィリーネは嬉き々きとした様子で長剣を握り込む。

　そして……軽々しい動作と共に剣を持ち上げ、鞘から抜き放った。

「わぁ……アルフ、アルフっ！　儀礼用だから剣身までしっかりと研けん磨まされています！　見てくださいこの刀身の輝き！　彫刻も精せい緻ちで素晴らしいものですっ！」

　瞳を輝かせて剣身を隅すみ々ずみまで眺めるフィリーネ。そして、周囲の人間や物に注意を払いながら、感触を確かめるように剣を縦横に走らせ、澄んだ風切り音を生み出す。

「すごいですっ！　単純に鋼を用いるのではなく、適度な割合で灰狼鉄ウオルフラムなどの稀き金きん属ぞくを混ぜ込むことで実戦的な硬度と重量にしているなんてっ！　一級品という言葉に相応ふさわしいものです。これならば資料としてだけでなく、武器としても申し分ないですねっ」

「え、あ……待ってくれ嬢ちゃん、そいつは見世物で売り物じゃ──」

　リーネの様子に圧倒されていた商人が口を挟もうとする。だが、フィリーネはほっこりとした笑みと共に懐ふところから金刺し繍しゆうの布袋を取り出し、商人の手に金色の貨か幣へいを三枚乗せた。

「えっと……先ほどの小物なども合わせてルデン金貨三枚、これで足りますか？」

「ルデン金貨!?　ああいや十分すぎるくらいでさぁ！　今釣り銭を用意してきますんで!!」

　商人は近くにいた子弟の少年に店番を任せ、金貨を大事そうに握り締めながら両替商の下へと走り去って行った。

「……このお姫様、剣のために魔ま騎き士しの給金三か月分を惜しげもなく出しやがったよ」

「え、もしかして……ダメでしたか？　あまりにも素晴らしい剣だったので資料としては十二分──いえ、そもそも資料としては高価だったということでしょうか？　皆さんが納めてくださった税金を無駄遣いしてしまったかもしれませんし……。申し訳ないので、微び々びたる額ですが私のお小遣いを納めることにしておきます」

　フィリーネが申し訳なさそうな表情を浮かべる中、その「お小遣い」も決して微々たる額ではないのだろうとアルフは想像する。フィリーネが渡したルデン金貨は大陸で流通している最高額の貨か幣へいであり、一枚の金銭価値は他の職と比べて待遇の良い、下級魔ま騎き士しの給金一ヶ月分以上に相当する。おそらく先ほどのような買い物はアルフには一生できない。

　久しぶりに幼おさな馴な染じみが一国の姫であるということを再認識して溜ため息いきをつきかけた時、ふとフィリーネの視線を追ってみる。

　黒い毛並みの所々に白が混じっている犬のぬいぐるみは、ヘリリアントでは犬ゾリや運搬補助を行う大型犬である。子供向けのようで、可愛かわいらしさに重点を置いた造りだ。

「なんだ、そのぬいぐるみも買うのか？」

「いえ、その……気になっただけですし、私物を買いにきたわけではないので」

　そう言いながらも、フィリーネは犬のぬいぐるみに何度も視線を送っている。

　アルフは少しだけ思案してから、自分の革袋にある貨幣を確認する。

「あー、そこの売り子さんよ、その白フクロウの羽がついた首飾りと……ついでに、その犬のぬいぐるみも売ってくれ。ロイツ銀貨だったら釣り銭もすぐに用意できるだろ？」

　アルフが店番をしている少年に銀貨を手渡したのを見て、フィリーネは目を丸くする。

「えっと……アンリちゃんへのお土産ですか？」

「アンリの土産は首飾りの方だ。ぬいぐるみはお前にくれてやる」

「い、いえいえ！　私は視察という仕事のために貿ぼう易えき市いちへ来ていますから！」

「俺は別に仕事をしてるわけじゃないから何を買っても問題ないし、それを誰に渡しても構わないだろうさ。さっき入口でかばってもらった礼ってことでな」

　フィリーネの返答を待たず、アルフは少年から釣り銭のニッヒ銅貨数枚を受け取る。意外と高価なぬいぐるみだったらしく、しばらく買い食いはできそうにない。

「ほれ、どうしても気になるっていうならそいつも資料にして構わないからよ」

「その……ありがとう、ございます」

　困惑した表情を作りながらも、フィリーネは大事そうにぬいぐるみをぎゅっと抱きしめてから、ようやく笑みを作った。

　壁にもたれながらアルフが笑みを浮かべた時、フィリーネが懐なつかしむような口調で言う。

「こうしていると、子供の頃に戻ったような気がしますね」

　アルフは魔騎士として貴族の次に高い身分にあるとはいえ、本来ならば王族であるフィリーネと会話をするどころか、知り合う機会すら無いはずだった。

　そんな二人が幼馴染となったきっかけはアルフの父親だった。

「昔は一緒にアーロン先生から剣術を教わったり、休みの日は城内や外で遊び回っていたのに……。アルフは顔を出しにすら来てくれなくなってしまいました。私が詰つめ所しよに行ってもいつも巡回に出てばかりですし、休日にお忍びで家に行ったのに誰もいませんし」

「家にまで来てたって……お前はもう少し一国の姫っていう立場を考えて行動しろよ」

「だって、アルフが来てくれないなら私から会いに行くしかないじゃないですか！　最後に会ったのは魔騎士の叙じよ任にん式しきで、世間話すらできませんでしたし……それに、昔は私とそんなに身長が変わらなかったのに、二年間で背もずいぶん大きくなってましたし」

　拗すねたように言うフィリーネから視線を逸そらし、アルフは頭をかきながら誤ご魔ま化かす。

「そりゃ俺は見習い同然の下級魔ま騎き士しだし、仕事で忙しいんでな。姫なのに近衛このえ魔騎士を相手に剣を振り回している『白しろ金がねの剣けん姫き』様とは違うんだよ」

「そ、その呼び名は恥ずかしいのでやめてください……私は一人の魔騎士として、アーロン先生の教えに従って腕が落ちないようにしているだけなんですから！」

「別にサボって身体が鈍っても、お前なら近衛魔騎士を相手にするくらい余裕だろ」

「余裕とかそういう問題ではないです。一日怠おこたければ三日遅れる、自分の力に慢心するのではなく、常に全力を出せるようにするというのがアーロン先生の教えですよ？」

　昔と違って成長した胸を逸らしながら、フィリーネは誇らしげに父の教えを口にする。

　アルフの父、アーロンは現王クライドに剣術の指導を行っていた時期があり、その妹であるフィリーネも指導を受けていた。

　その際「面倒だからまとめて教えてやるか」とアルフも王城へ連れて行き、王族であるクライドやフィリーネたちに混じって鍛たん錬れんを始めたというのが出会いのきっかけである。

「アーロン先生から共に教えを受けて鍛錬してきたはずなのに……どうしてこんなにも性格に差が出てしまったんでしょう？」

「ま、いくら鍛錬やらで精神を鍛えても、人間の根本までは変えられねぇってことだ。俺は親父おやじとの鍛錬がなくなって、怠なまけ者になっただけの話だよ」

　そんなアルフの言葉を聞き、フィリーネは表情を曇くもらせる。

「なんだか……アルフは一緒に鍛錬していた頃と比べて、あまり笑わなくなりました」

「何言ってんだよ、俺はいつも面白おかしく笑って過ごしてるぞ」

　だが、フィリーネは首を横に振ってアルフの言葉を否定する。

「そうじゃないです。昔のアルフはもっと素直に笑っていた気がします。さっきもそうでしたが、今のアルフは無理に笑っているというか、誤魔化しているというか……昔の私が『こんな風に笑ってみたい』と思うような笑顔ではなくなってしまいました」

　眉を下げながら俯うつむくフィリーネに視線を向けながら、アルフは心の中で嘆たん息そくする。

　そんなことは、自分自身が一番理解している。

「なぁ、リーネは今が平和だって思うか？」

「えっと……それはどういった意味ででしょうか？」

「あらゆる意味で、ってところだ」

　そんなアルフの問い掛けに対し、フィリーネは口元に手を当てながら考え込む。

「少なくとも……アーロン先生とクライド兄様のおかげで、世界は平和になりつつあると思います。無為に命が散ることもなく、新しく生まれてくる命が戦いくさに怯おびえることもない。国営である孤こ児じ院いんなども、平和に向かっている良い証拠だと思います」

　先ほど市場で会った兄妹きようだいが住む孤児院。それは戦が無くなったことによる軍備の縮小によって、国庫の余よ剰じよう金を繰って経営資金へと当てている。

　戦のない平和な世界だからこそ、あの孤児院は実現できている。

　他にも安定した食しよく糧りよう供給、商売による金銭の循環、娯楽の発展、貿ぼう易えき市いちといった他国との交流など……平和になったことで、得られた事は多いだろう。

　しかし……その平和の中で、犠ぎ牲せいとなった存在も多い。

　魔ま騎き士しはその一例であり、魔騎士の昇級制度は戦後で大きく変わることとなった。

　戦争があった以前は武ぶ勲くんによる昇級が主だったが、軍備が縮小された今では訓練の実力と仕事に対する姿勢、その他細やかな業務実績を積み重ねなければ昇級はできない。確かな腕を持つ名門貴族もその例外ではないことから、不満の声も上がっている。

　そして……アルフとアンリという個人にも、平和による大きな犠牲があった。

「俺は今の世界で……昔みたいに笑える気はしないさ」

　無邪気に笑っていられたのは、父親が傍そばにいた頃の話だった。

　かつて『黒の悪魔』と他国から称されて恐れられていたアーロン・ハーレックが、この大陸における伝説の『英雄』となった理由。

「親父おやじが戦争で死んでから……心の底から笑う余裕なんて無くなっちまったんだよ」

　フィリーネに背を向けながら、アルフはまだ記憶に新しい歴史を思い返す。

　エトルリア大陸は大小問わず国家が乱立していた時期があり、領土や資源などを巡って日常的に争いが起こっていた。

　時代の流れによって小国が大国に飲み込まれ、やがて十の大きな国家を形成して統合へと向かったが……国家同士の摩ま擦さつや諍いさかいが尽きることはなく、むしろ勢力が巨大化したことによって、大規模な戦いくさに発展して多くの人間が命を落としていった。

　だが……八年前、騎士国家センタリアがその流れを断った。

　センタリアの主導によって引き起こされた、大陸全ての国家を巻き込んだ戦争……それは後に『十国戦争』と呼ばれ、長く続いている国家間の戦争を終わらせるために、前王ゲオルクは志を同じくする四国と連合を組み、特に広大な国土と軍事力を保有する六大国、『六連星ゼクスシユテル』たちを相手に戦を仕掛けた。

　センタリアをはじめとする四国は十国の中に数えられてはいても小規模な国家であり、愚ぐ策さくであると『六連星』になぞらえられた国の統とう治ち者しやたちは連合軍に対して嘲ちよう笑しようを向けていた。

　しかし、センタリアに所属し『黒の悪魔』と呼ばれていたアーロン、『赤しやく銅どうの右腕』として補佐を行っていたガイスト、天候のような人の手が及ばぬ現象すらも操る『法の魔女』、その他四人の仲間に加え、当時は王子であった現王クライドが《神じん器ぎ》を持ち出して戦へと参じたことにより、連合軍は『六連星』を相手に次々と勝利を収めていった。

　そして『六連星』の国々が戦争で疲ひ弊へいしていった時……『六連星』の各国はセンタリア連合軍に使者を送り、十国の代表が一堂に会する場が設けられた。

　その後、十国による和平条約が締てい結けつされ、大陸法の制定によって戦争そのものが禁じられたことで、長きに亘わたるエトルリア大陸の戦争に終止符が打たれた。

　だが、世界平和の一翼を担ったアーロンがその後の世界を眺めることはなかった。

　和平が締てい結けつされる直前の戦いくさで、センタリア率いる連合軍は連携を乱されて退却を余儀なくされ、アーロンは撤退の時間を稼かせぐために単身で戦場の渦か中ちゆうへと飛び込んだ。

　アーロンは一騎当千という言葉に相応ふさわしい活躍を見せ、敵軍の攻勢を一手に引き受けて壊滅寸前にまで追い込み、連合軍を退却させることに成功した。

　だが、圧倒的戦力差を前に、大陸において無敵と謳うたわれた『黒の悪魔』は凶きよう刃じんに倒れ、戦の最さ中なかに没したと言われている。

　世界平和のために尽じん力りよくし、その身を捧ささげた無双の英雄。

　そうして、悪魔と呼ばれていたアーロン・ハーレックは伝説の英雄へと至った。

「それに……俺からしたら、親父おやじは英雄じゃなくてバカな戦闘狂さ。俺やアンリを放って戦場に行っていたかと思ったら、いつの間にか帰ってきてバカみたいに笑ってやがったり、今度は休むのも惜しいなんて言いながら戦場に行きやがる。挙あげ句くの果てには俺らを残して死にやがって……いい迷惑ってもんだよ」

　アルフが違和感を覚えて視線を落とす。フィリーネが顔を俯うつむかせ、微かすかに震えている。

　アルフの服の裾をつまみながら、細く消え入りそうな声でフィリーネが呟つぶやく。

「アルフは……アルフだけは、アーロン先生の事を悪く言ってはダメです」

　瞳を濡ぬらし、言葉を詰つまらせながらも、フィリーネはアルフを真まっ直すぐ見つめる。

　そんなフィリーネの様子を見て……アルフは、溜ため息いきと共に首を振った。

「わかった、わかったから泣くんじゃねぇよ」

「……泣いてないです」

「目元を擦こすりながら言われてもな……いくらリーネが泣き虫だからって、一国の姫様を泣かしたなんて知られたら俺の命がいくつあっても足りない」

「な、泣き虫って言われるほど泣いてないですから」

「突然落ち込んだり、怒ったり、泣き出したりするのがリーネの一芸みたいなもんだろ。俺が模も擬ぎ戦せんで初めて一太刀入れた時も泣いたし、木から落ちた時も泣いたし、他には──」

「わーっ、わーっ！　もういいです、そんな子供の頃の話を掘り返さないでくださいっ！」

　フィリーネが顔を真っ赤にしながらわたわたするのを見て、アルフは苦笑と共に安あん堵どする。なんとか微妙な空気を払ふつ拭しよくすることができた。

　ゴシゴシと目元を擦ってから、フィリーネは口元に笑みを浮かべて見せる。

　そして、何かを思い出したかのように顔を上げた。

「そういえば……さっき、紙袋から好よい匂いがしましたね」

　その言葉によって、アルフの動きが止まった。

「てっきり休憩中に貿ぼう易えき市いちへ来ているんだと思っていましたが、昼前に休憩はないはずですし……アルフ、もしかして通常の業務をサボっていたんじゃないですよね？」

　フィリーネの視線が懐かい疑ぎ的なものへと変わり、アルフの背に嫌いやな汗が流れていく。

　どうにか言い訳を並べ立てようとも思ったが、フィリーネは勘が鋭い。説教されるのが目に見えている。

　軽く息を吐いてから……フィリーネに背を向け、全力で駆け出した。

　突然走り出したアルフを呆ぼう然ぜんと見ていたフィリーネだが、すぐに我へと返る。

「え、あ、ちょっと待ってくださいアルフ！　やっぱりサボりだったんですか!?」

「『姫様の護衛』って仕事をしてただろ！　品物はちゃんと忘れずに受け取れよー！」

　後方に向かってそう忠告をしながら、アルフは他の魔ま騎き士しに見つからないように物陰や裏道を駆使して広場の外へと向かっていく。サボりが見つからないように、日頃から裏道や抜け道を使っている人間に追いつけるはずがない。

「あー……これで説教二人分か。見つかる前に、さっさと人目のないところに行かないと」

　再び人波に紛まぎれつつ、アルフは目的地である避難所を目指して歩き出す。





　◇






　周囲に気を配りながら、アルフは人通りの少ない道を進んでいく。

　センタリアの町は城を中心とし、円環状の区画に分かれた造りをしている。

　高い土地にある城を取り囲む、役場などの主要施設、祭事に使う闘技場、貴族や要人の居住場所である中央区画。その外周に市場や商店、行商用の広場といった商業区画。そして最後に一般市民の住む居住区画となっており、国の全体には高い城壁が築かれている。

　基本的に商業区画は人で溢あふれているが、居住区画、特に城壁側へと進むにつれて人の姿はまばらとなっていく。国によってはそういった場所が貧民街や無法地帯になるのかもしれないが、幸いなことにセンタリアでそのような場所は存在していない。

　人によっては寂しい場所のように感じるかもしれないが、静かで落ち着いた場所を好む人間にとってはこの上なく良い環境と言える。

「できればもう少し詰つめ所しよから近い場所だったらいいんだけどなぁ」

　レンガ造りの質素な家並みと遠くに見える城壁を眺めていた時、ちょうど城下町の末端にある目的地が見えた。他の家屋と同様のレンガ造り。しかしその所々が風化している荒あばら屋や。居住区画からも外れ、何もない城壁の近くにあるこの家は、元々城壁の見張りを行っている魔騎士の仮眠所として利用されていたものである。

　しかし、今は別の人間が隠れ家として使っている。

　民家の前に着いて軽く息を整えてから、アルフは懐ふところから鍵を取り出して差し込み、錠じようの回る音を聞いてから家の中へと入る。

「悪い、ちょっと遅くな──って、また崩したのかよ」

　視界を埋め尽くす本、本、本の山……そして何かの拍子で崩れたのか、川のように広がっている本の山の残ざん骸がい。『魔術宗教への啓示』という分厚い思想書や『記号幾き何か学がく論理文書』だけでなく、動物や植物の図鑑といった見るからに堅苦しい学術書が散乱している。しかし別の山には『今から始める管かん弦げん楽がく』といった入門書があったり、『ひとりぼっちのキツネ』という絵本や『囚しゆう人じんの脱走』という小説など、本の内容にまるで一貫性がない。

　しかしアルフにはもはや見慣れた光景。本の山を気にした様子もなく、アルフは手に持っていた紙袋を床に置き、袋の口を開けて放置する。

　やや埃ほこりくさい室内に食欲をそそるパンの香りが漂い始めた時──

「──ごはんの匂いがする」

　バサバサッと、崩れていた本の中から少女が姿を現した。

　が、その拍子に別の本が崩れ、またもその姿が本に飲み込まれて消えていった。

「なんか楽しそうなことしてるな、ウィン」

「……楽しくないから助けて、重いの」

　本の間から聞こえてくる弱々しい声と、ぱたぱたと動かす手足を見ながら、アルフは溜ため息いきをついてから本を退どかし、家主をゆっくりと持ち上げて発掘する。

　幼くも整った顔立ちと碧へき銀ぎんの髪と同色の瞳。

　埃がそこかしこについていて台無しになっている黒のドレスに、病的なまでに白い素足。

　本の中から完全に姿を現したところで……ウィンと呼ばれた少女はふるふると軽く頭を振ってから、小さく口を動かす。

「……ひどい目に遭あった」

「そうかい。なんとなく自業自得な気がするけど」

「起き上がろうとして勝手に本が崩れたから、わたし悪くない」

「だったらそうならないようにちゃんと片付けろよ……っと」












　ドレスの埃ほこりを取り除き、本の山を避けて比較的本の少ない入り口付近でウィンの身体を下ろすと、そのままウィンはふらふらと紙袋に近づいてその中身を確認し始める。

「ったく……こんな時間まで寝てるとか、どれだけ羨うやらましい生活してんだよ」

「ふぅん……そうなの？」

「そうなのって……俺が言うのもなんだが、お前の生活は俺以上にダメな気がするぞ」

「他の人がダメだって思っても、わたしには関係ない。好きなときに寝て、起きて、本を読む。時間だったらいくらでもある」

　なんとも羨ましい言葉を口にしながら、ウィンはミートパイを手にとって食事を始めた。自由奔放というのはまさにこのことだろう。

「……ちょっと冷めてる」

「色々あったんだよ。少し冷めたくらい勘かん弁べんしてくれ」

「ごはんの代わりに、本と場所を提供してあげてるのに？」

「それには、まぁ感謝してるけどよ」

　そんな言葉を返してから、アルフはその場に横たわり、寝そべったまま本をめくる。

「というか、冷めてるとか言いながら美う味まそうに食ってるじゃないか」

「このミートパイは特別。外はカリカリ、中はホクホク。初めてアーロンに食べさせてもらった時からのお気に入り。読書の次くらいに好き」

　表情こそ変わらないが、ミートパイを口へ運ぶ動作は心なしか軽く見える。

　ウィンがもふもふとミートパイを食べている姿を眺めながら、アルフは大きく頷うなずく。

「なるほど、親父おやじがお前に飯を与えてた理由がわかった気がする」

「なんで？」

「食ってる姿が小動物っぽくて面白い」

「……アーロンがいっぱい食べ物をくれた理由が、今になってわかった」

　少しだけ眉をひそめたものの、ウィンは気を取り直すように食事を再開する。

「アルフ、よく飽きないで昼寝ばっかりしてられるね」

「俺にとって寝るのに飽きるも何もないんだよ。お前がいくらミートパイを食っても飽きないのと同じだ」

「なるほど……今のは、わかりやすかった」

「そりゃよかったな。とりあえず今日もここで寝させてくれ。前に外で昼寝してたら詰つめ所しよに通報されちまったし、おおっぴらに昼寝できる場所はここしかないしさ」

「騒がないなら、わたしはなんでもいい」

　興味がなさそうに言葉を返してから、ウィンは軽く指を打ち鳴らす。

　瞬間──部屋にある燭しよく台だい全てに火が灯ともり、薄暗い室内に煌こう々こうとした明かりが生まれた。

「……っておい、人が寝るんだから明かりをつけるなよ」

「だって、わたしはこれから本を読むから」

「別に部屋中の明かりを灯す必要はないだろ？」

「暗い所で本は読んじゃダメって、アーロンが言ってた」

「だったら外に出て日光浴しながら読めよ」

「陽ひの光を浴びながら読みたくない」

　話は終わりだと言わんばかりにウィンは足を床に投げ出して本に目を落とす。

　太陽の下ならともかく、ロウソクの半端な明かりがある中で寝る気にもなれず、アルフは周辺に落ちている本を適当に読み始める。

　先ほどウィンが見せた不思議な現象。

　法術……正式名称、法則理術。

　特定の文言や行動によって世界そのものが持つ力へと干渉し、法則そのものを騙だまして置き換えることで事象の召しよう喚かんや命令を下し、行こう使しすることができる万能の術。

　そして何より法術は魔術と違って、条件を完全に揃そろえることができれば誰にでも扱うことができるため、魔力のないアルフにも扱うことができる術でもある。

　しかし、そんな絵空事のような術が簡単に扱えるわけがない。

「その身一つと武器があれば事足りる魔術と違って、法術は然しかるべき手順と道具が必要になる。小さな火を起こすだけでも大おお仰ぎような道具を使い、面倒で細々とした手順に沿って準備をし、舌を噛かみそうになるほど長い呪文を並べ立て、どれか一つでも誤ったら発動すらできない……そんな非現実的で、不器用で、使い物にならない術でもある、と」

「……アルフ、うるさい」

「部屋が明るいから、なんとなく落ちてた教本を適当に音読したくなったんだ」

「それはただの迷惑。学ぶ気がないのに、音読する意味なんてない」

　そうたしなめられてしまい、無駄な抗議をやめて再び本へ目を通す。

「せめて、俺にも代だい替たい術が使えればなぁ……」

「アルフにだってできる。できるようになるまで、ちょっと時間が掛かるだけ」

「……ちょっと時間が掛かる、ねぇ。そんな簡単な話じゃないだろうに」

「わたしにとっては簡単」

　悪びれた様子のないウィンだったが、こくりと首を傾かしげてからアルフに向き直る。

「ねぇアルフ。法術はすごく便利で、必要な手順や道具を代替する方法だってあるのに、なんで魔術の方が発展したの？」

「あー？　そんなもんあれだ。魔術の方が簡単で戦闘に転用しやすかったからだ。この大陸じゃ大なり小なり、いつも戦いくさがあったしよ」

　魔術……魔ま操そう感かん術じゆつは魔力の流れを感覚の一部として身に付け、その流れを操作し、武器や防具に伝達して変質させることによって、様々な効果と強大な力を生み出す。武器の硬化や威力の増強、風や炎などを武器にまとわせる、防具に使えば貫つらぬかれない頑がん強きような盾たてや鎧よろい、風や炎を自身の周囲に発生させ、障しよう壁へきを作り出すことも可能である。

　魔力は源としている肉体から一定以上離れると霧む散さんしてしまうため、矢や銃弾といった飛び道具は魔術による恩恵をあまり得られず、鎧や障壁を貫くことができずに無力化されてしまう。そういった理由から、戦闘は魔術を用いた近接戦闘が主流となった。

　そして、大陸全土で争いが絶えなかったからこそ、魔術は十国の中で幅広く、そして様々な形へと変わっていき、より戦闘が有利になるように発展していった。

「センタリアは歴史と伝統を重んじてるから使用される魔術が単純な部類だけど、国によっては魔術そのものを主流としたり、騎乗する竜の鎧よろいに魔術を掛けたり、魔術を動力源として機械を動かしたり……根本が単純で手軽だからこそ、国ごとで大きく運用方法が変わるんだろうな」

「でも、法術だって色々できるよ？」

「法術は術そのものが難しすぎるんだよ。知識、手順を正確にこなす訓練、儀式を行う大量の道具……その上、失敗した場合は尋常じゃない被害が起こる可能性もある。国によっては法術そのものを禁止しているし、教本には『実用は非現実的』なんて書かれる始末だ」

「……魔術より、法術の方が強い」

「そりゃ威力だけで言えば法術の方が強いんだろうけどよ。『手順や道具を動作によって代だい替たいすることができる』って以外は未知な部分が多いし、さっきも言ったが常人には難しすぎる。ためしに、お前がさっき火を灯ともした時の代替手順を言ってみてくれよ」

「火を起こしたのは『突き出した手の平を地面と寸分違たがわず平行にし範囲決定、コンマ三秒以内に視線を止めた存在を対象決定、瞬まばたきで区切って複数選択、指の摩ま擦さつによる熱量で火力決定、他は吐と息いきの速度によって火力調整、舌、唇、顔の筋肉を一定の形にコンマ四秒固定、特定の音階で指を打ち鳴らすことで法術の発動条件とする』ってだけ。ほら簡単」

「そんなもんを簡単って言えるのはこの世でお前だけだ……」

「……アルフ、法術のことを否定してばっかり」

　不満そうにむくれるウィンを放って、アルフは溜ため息いきと共に床の上へと寝転がる。

　ウィンが並べた言葉は適当なようにも聞こえるが、条件を完全に揃そろえたからこそ法術は発動し、部屋の燭しよく台だいに火は灯った。だが、そんなことを寸分違わず行うのは、普通の人間にはほぼ不可能だ。魔術の代わりに法術を使えば、魔力が無いハンデを補えると考えた時期もあった。しかし実際は戦闘で扱うどころか、日常生活で使うことすらできない。

　魔力がない時点で、アルフは魔ま騎き士しとして詰つんでいた。

「ったく……世界の全てが敵に見えるってのはこのことか」

　寝転がりながら、アルフは呆ぼう然ぜんとしたまま天井を見つめる。

　もはや習慣になっている溜息をつこうとした時、アルフの額に小さな手が乗せられた。

　足を揃えてしゃがみ込み、ウィンは子供をあやすようにアルフの頭を撫なでる。

「……なんだ、慰めてくれてんのか」

「ううん、なんとなく」

「なんとなくで人の頭を撫でるんじゃねぇよ……。見た目が子供のお前にやられると、妙に恥ずかしくなるんだ」

「見た目は子供でも、わたしの方がアルフよりお姉さん」

「そうかい。そんなお姉さんに一つ言いたいんだが……ミートパイの代金、払ってくれ」

「……アルフ、お姉さんすごく悲しい気分になった」

「金欠だから仕方ないんだよ。明かりを消してくれないなら対価は無しだ」

「さっき教本を読んでた」

「穴が開くほど読んだ本を対価にするなんて、ずいぶんと心が狭いことを言うじゃないか」

「……わかった、灯り消す」

　ウィンが呆あきれの混じった溜ため息いきをついた直後、灯ともっていたロウソクの大半が消え、室内が先ほどよりも薄暗くなる。ウィンの周囲にあるロウソクにはまだ火が灯っているが、これくらいの明るさなら眠れそうだ。

「くぁ……そんじゃ俺は寝るから、陽ひが暮れそうになったら起こしてくれ」

「アルフは起こしてもなかなか起きないからイヤ」

「起こしてくれたら次は焼き立てのミートパイを持ってくるから、それで手を打ってくれ」

　薄暗い中で目を閉じた途端、少しずつ遠ざかっていた睡魔が戻ってくる。

「ねぇ、アルフ」

「あー……どうした？」

　ぼんやりとしていく意識の中、反射的に言葉を返す。

「アルフが……アーロンと違う結末に辿たどり着けるように……祈っておくからね」

　眠気に支配されているせいで頭が情報を遮断しているのか、その言葉の意味を上う手まく飲み込むことができない。

　やがて、アルフの意識はゆっくりと沈んでいった。
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　陽が傾かたむいた頃合いになってからウィンに揺り起こされ、軽く運動をしようと思い立ったアルフは規定の巡回ルートを無視して適当に散策していた。

「あー、今日も働いたっと。停滞最高、現状維持万歳、平和な世の中が一番だ」

　商業区域は今日も欠伸あくびが出るほど平和だった。人通りが多い商業区域は問題が起こりやすいが、それでも週に片手で数える程度の案件しか起こらない。

「さてと……バカ正直に詰つめ所しよへ戻ったらとっつぁんの説教を食らうだろうし、そのまま帰っちまうのが無難──」

　今日の予定を締めくくろうとしていた時、アルフの耳に通行人の会話が飛び込んできた。

「おい！　東の居住区域で火事があったってよ！」

「火事って……なんか事件でもあったのか？」

「事件どころの話じゃねぇって！　なんでもかなり燃えている家があるらしくて、避難や消火のために魔ま騎き士しが出て来ているみたいだぞ!!」

　通行人のそんな言葉を聞きながら、アルフは眉根を寄せる。

「平和が一番って言った矢先にこれかよ……まったく、ツイてねぇな」

　いくらアルフがサボりの常習犯であるとはいえ、大きな火災が起こったのならば魔ま騎き士しとして現場に駆けつけるくらいの精神は持ち合わせている。

　そして何より、妙な胸騒ぎがする。

「……まさか、な」

　言い聞かせるように呟つぶやいてから、アルフは嫌いやな予感を振り払うように駆け出す。

　異常はすぐに察することができた。

　陽ひが沈みかけているというのに、アルフの進行方向は不気味なほど明るく見える。それはおそらく、昇り立つ炎による影響だろう。

　通行人が口にしていた東にある居住区域。その区域にはアルフたちの住む家がある。

　走っている最中に見える見慣れた風景。はっきりと感じ取れる不快な臭におい、そして熱気を帯びた風。それらによって疑惑が強いものへと変わっていく。

　そして……アルフの視界に、天高く昇る炎が映り込んだ。

　そこに平穏な光景はなく、全てを塗り潰つぶすかのように炎がのたうち回っていた。

　周囲は野や次じ馬うまたちの叫びと、消火活動を行っている魔騎士たちの怒ど号ごうが響き渡っている。

　忙せわしなく動く人々の先で、ようやくアルフは今もなお燃え続けている物体を捉えた。

　瞬間……アルフは思わず足を止めた。

　目の前で激しく燃えている家。

　父親が「家がでかいと落ち着かねぇからよ」と笑いながら指さしていた家。

　ドアを乱暴に開けたり食器を雑に扱っていた父親に対してアンリが怒ってしまい、バツが悪そうに頭をかきながら謝っていた姿。

　アンリと遊んでいて椅子を壊した時、「母さんと一緒に買いに行った物だから、まだまだ使ってやらねぇと」と珍しく照れた様子で椅子を直していた父親。

　いつかアンリが大きくなって家事ができるようになった時に渡してくれと、母親の手紙と共に託された裁縫道具などの嫁入り道具。

　そんな両親がいなくなった寂しさを埋めるように、兄妹きようだい二人で使っていた大きいベッド。

　亡くなった父の分まで明るく振舞うとする妹と、いつも一緒に過ごしている家。

　まるで燃え盛る家が走馬灯を見せるかのように、家族と共に過ごしてきたいくつもの思い出がアルフの頭の中で駆け巡っていく──

「──アルフレッドッ！　お前はこんな時にどこへ行っていたッ!!」

　唐突に名を呼ばれて我に返ると、視線を向けた先で普段以上に深く眉み間けんにシワを寄せているガイストの姿が見えた。そこでようやく思考が回り始めた。

「とっつぁん！　アンリは……アンリはどこにいるんだッ!?」

　上司であるということすら忘れ、アルフは掴つかみ掛からん勢いでガイストへと訊きく。

　既に炎は家全体へと回り切っており、崩落によって瓦が礫れきの崩れる音すら聞こえてくる。

　この時間、アンリはいつもアルフの帰宅に合わせて夕食を用意している。

「落ち着け、アルフレッドッ！」

　父親から「兄貴のお前が守ってやれ」と言われた大事な妹。

「落ち着けるわけねぇだろうがッ!!　今すぐ、アンリを助けに──」

　両親を亡くした今、アルフにとってたった一人の大切な家族。

　炎を睨にらみながらガイストを押おし退のけ、アルフが無理やり炎の中に飛び込もうと足を踏み出そうとした時、重い衝撃を受けてアルフの身体が飛んだ。

　殴り飛ばされた、と理解したのと同時、頭に昇っていた血が徐々に冷めていく。

「お前の妹は既に我々で保護を終えている。今我々がやるべきことは取り乱すことではなく、延えん焼しようによって他の住民に被害が出ないように消火活動を行うことだ」

　重い声こわ音ねで命令を告げてから、ガイストは再び魔ま騎き士したちに指示を飛ばし始める。

　平凡で当たり障さわりのない、いつまでも続くはずだった平和な日々。

　それらが崩れ去っていくのを、アルフはただ呆ぼう然ぜんと眺めていることしかできなかった。
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　陽ひが暮れた頃、魔騎士たちの尽じん力りよくもあり、周囲への延焼もなく火災は鎮ちん火かされた。

　しかし、火元であったとされるアルフの家は全焼。見るも無む残ざんな姿へと変わり果てた挙あげ句く、家にあった物は全てが灰や塵ちりとなり、残ったのは瓦が礫れきの山だけであった。

　消火活動を終えた後、事情聴取のためにアルフとアンリは詰つめ所しよの執しつ務む室で待機していた。

「──私が巡回していた時、妙な臭においを感じたので現場へと向かったところ、火の手が上がっているのを確認しました。近隣住民に詰所への伝達を頼み、その後ガイスト隊長の到着まで消化活動を行うための指揮を執とる運びとなりました。以上です」

「……よろしい。御苦労だった、セルタス」

　セルタスはガイストへと頭を下げてから、椅子に腰掛けていたアルフとアンリの脇を抜けて団長室を出て行こうとする。

「……なぁ、ちょっと聞いてもいいか？」

　無言で報告を聞いていたアルフだったが、そこでようやく口を開いた。

「……なんだ、俺は年中サボってるお前と違って忙しいんだ」

「ちょっと報告で気になったことがあっただけだ。時間は取らせない」

　ガイストがいる手前ということもあってか、セルタスは不服そうな表情を作りながらも足を止めてアルフへと向き直る。

　そして、アルフは先ほどの報告にあった疑問を口にした。

「最初に火の手を確認したのはあんただな？」

「……さっき報告した通りだ。何かが焦こげるような臭いがして、その臭いの元を辿たどったら火の手が上がっていた。最初に見つけたのは俺で間違いない」

「だったら、なんですぐに消火しなかったんだ？」

「火の勢いが強かったからだ。俺だけでは無理だと判断し、近隣の住民に魔ま騎き士しの詰つめ所しよへ応援を呼びに行ってもらい、すぐに消火活動を開始したさ」

「へぇ……火の勢いが強かった、ね」

「それがどうしたと言うんだ」

「どうしたもこうしたもないさ。火の勢いは強かったのに、周りの住民が火の勢いが大きくなるまで誰も気づかないってか？　なにせ今回の火事は家一軒が丸ごと全焼するほどで、下手したら周囲に延えん焼しようする危険もあった大規模な火災なんだぜ？　周りの住民は誰も気づかないのに、偶然巡回していたあんただけがよく気づけたな」

「……つまり、てめぇは俺が虚きよ偽ぎの報告を行った、そう言いてぇのか？　ああ？」

　苛いら立だちを隠せなくなったセルタスは普段のように荒い口調で言葉を返すが、それに対してアルフは視線を逸そらすことなく睨にらみ続ける。

「いくらなんでも周りの家が全部無人なんてことはあり得ない。万に一つ住民がいなかったとしても、通行人が皆かい無むということもあり得ない。億に一つ住民がおらず通行人もいない状況であったとしても、火の手が完全に回るまでその状況が続くのはあり得ない」

　淡たん々たんとした口調で、アルフは頭の中に思い浮かんでいる可能性への筋道を立てる。

「偶然住民と通行人が近くにいなくて、偶然火災が大規模になるまでその状況が続き、偶然巡回していたあんたが真っ先に気づく……偶然ってやつはどこまで重なったら必然って呼ぶのか、教えてくれないか？」

　睨むアルフに対し、セルタスは嘲あざけるように笑みを浮かべてから口を開く。

「……なぁ、俺だって今回は不幸な事件だったと思ってるぜ？　自分の家が燃えてショックだってのも理解できるが、それを俺にぶつけるのは御お門かど違ちがいだとは思わねぇか」

　肩を竦すくめて見せるセルタスから、アルフは目を離さない。

「……災難ではあるが、今回の件はお前が招いたことでもあるのは理解しているな？　アルフレッド下級魔騎士」

「……ああ、その通りだよ」

　正面に座っているガイストを、アルフは睨むように真っ向から見み据すえる。

「東の居住区画は……本来俺が巡回するべきルートだった。俺がちゃんと巡回していれば、火災なんてものは起きなかった」

「はッ！　その通りだよ、この穀ごく潰つぶしが。俺は仕事をしなかったお前に代わって放火を発見した、言わば功労者だぜ？　証拠もないくせによくそんな言葉を吐けたもんだ。英雄様は戦いくさに夢中で、息子の教育にまで手が届いてなかったんじゃねぇのか？　ああ!?」

　嘲ちよう笑しようを浮かべながらセルタスは侮ぶ蔑べつの言葉を浴びせてくるが、アルフはそれに対して何も返さず、堅く拳こぶしを握りしめる。

「……報告は終わった、下がれセルタス」

「しかし隊長、先に文句をつけてきたのはこいつで──」

「下がれ、と言ったんだ」

　ガイストの気迫に押されたセルタスは僅わずかに身を引き、今度こそ執しつ務む室から出て行った。

「……すまないな、アンリエット。うちの部下は配慮に欠けているものでな」

「い、いえいえ！　にーさんが無事だっただけで、本当に……よかった」

　アンリは手を軽く振りながらガイストに苦笑を向ける。

　幸いにも、アンリに大きな怪け我がはなかった。

　ちょうどアンリはアルフの遅刻が多い件についてガイストに呼び出されており、ガイストに付き添われて帰宅する最中、火災を目の当たりにしたのだと言う。

「アンリ、もう一度聞くけど、お前は家で火を使っていたわけじゃないんだよな？」

「う、うん。にーさんが家を出てからちゃんと火の始末をして、ガイストさんに呼ばれて話をして、ガイストさんに送ってもらってる時に家が燃えてるのを見えて……。まさかこんなことになるなんて思ってなかったよ」

　平静を装うように、アンリは普段通りの口調で語る。

「とにかく、にーさんが無事で本当によかった。ガイストさんからにーさんがどこかに飛び出していったって聞いてたし、もしかしたら先に家に戻ってるんじゃないかって」

　自身の気持ちを偽るように、不格好な笑みを作りながらアンリは言葉を並べ立てる。

「家が焼けちゃったのは残念だけど……でも、にーさんが無事ってだけで、私は──」

　不意に、アンリの言葉が止まる。

「え、と……あれ？」

　堪こらえきれずに、一筋の涙が頬ほおを伝っていく。

「ごめ、ん……いま、泣いたら……にーさんが心配しちゃう、のに……」

　そんなアンリの意思に反するかのように、何度目元を拭ぬぐっても涙は止まらない。

「今日はにーさんが魔ま騎き士しになって、ちょうど一年経たった日なのに……いつもより豪華な夕飯も準備して、今年もお仕事頑張ってもらいたくて……」

　瞳から溢あふれ、流れ落ちていく涙で服を濡ぬらしながらアンリは呟つぶやく。

　今日は特別な日だから、とアンリは朝に言っていた。

　母親はアンリが生まれた時に亡くなり、父親は戦争の最中に命を落とし、やがて家族は二人だけとなってしまった。

　アンリは父親の訃ふ報ほうを聞いた時、唇を噛かみしめながら涙を堪えていた。

　兄に心配を掛けないように口うるさくも明るく振る舞い、笑顔を絶やさなかった。

　そしてアルフが魔騎士へ就任した時、誰よりも喜んだのはアンリだった。

　どれだけ時間が掛かってもいいから、お父さんみたいな立派な魔騎士になってね、と。

「お母さんと、お父さんの形見も……全部、全部燃えちゃって……ッ！」

　鎖は炎によって溶け、原形を失ってしまったペンダント。

　熱で大きく歪ゆがんでしまい、鉄の塊となってしまった篭こ手て。

　包帯の巻かれている手で、アンリは両親の形見を抱いて涙を流し続ける。

　そんなアンリを見つめながら、ただアルフは奥歯を噛みしめることしかできない。

「……とっつぁん。第一に仕事をサボっていた俺が間違ってる、それは重々承知だ」

　瞳に怒りを宿しながら、アルフはガイストへと尋たずねる。

「だが……家族の思い出がある大事な家を焼かれ、妹が危険な目に遭あって、火傷やけどしてまで親父おやじたちの形見を拾って、泣かされて、それが『全て』俺の間違いで済まされる……なぁとっつぁん、俺の眼を見て答えてくれよ」

　様々な感情が入り混じった瞳を向けながら問う。

「俺が間違ってるのか？」

　アルフの言葉に対して、ガイストは目を見開く。

　しかし、一度は口を開こうとしながらも、ガイストは沈黙を貫つらぬいた。

　そんなガイストの様子を見ていたアルフは……目を伏せて大きく息を吐く。

「とっつぁん、リーネに『アンリのことを任せる』って言こと伝づてを頼めるか」

「……それについては構わん。このような状況でもあるし、他ならぬお前の頼みであるならフィリーネ様も断らないだろうが……お前自身はこれからどうするつもりだ？」

「どうするって、そんなもん決まってるさ」

　眉根を寄せて厳格な表情で問い掛けるガイストに対し、アルフは真剣な表情で答える。

「『騎士祭典ヘクサフエステイバル』に優勝して、近衛このえ魔ま騎き士しになってくる」

　そう告げた瞬間、アンリは驚きと共に顔を上げてアルフを見た。

　ガイストは眉み間けんのシワをさらに深く刻み、苦々しい表情と共に口を開く。

「……アルフレッド、何を考えている」

「『騎士祭典』の優勝者には褒ほう賞しようも出るし、近衛魔騎士になれば給金も格段に上がる。それで家を建て直そうと思ってるだけだ」

「そうではない。私は『何を考えているのか』ときいているんだ」

　鋭く射抜くようなガイストの視線を、アルフは真正面から受け止める。

　何かを決意したような、どこか濁にごりを帯びた眼でガイストを睨にらみつける。

「俺がやるのは『騎士祭典』に優勝する、本当にただそれだけだ。アンリがいるってのに、魔騎士に捕まるような真ま似ねをするはずないだろ」

　どこか薄ら寒い笑みを浮かべるアルフをガイストは黙って眺めていたが……やがて、深い溜ため息いきと共に目を伏せた。

「……ならば、私からは何も言うまい。お前がやりたいようにやれ」

「もちろん、やりたいようにやらせてもらうさ。アンリ、俺はそろそろ行くけど、しばらくの間はリーネのところでおとなしく待ってろ」

「に、にーさんはどうするの？　住む場所とか、これからの生活とか……」

「しばらくの間は知り合いの家にでも転がり込むさ。俺がお前以外で信頼してる数少ない奴やつだから……何も心配しなくていい」

　笑いながらアンリの頭を叩たたいてから、アルフは懐ふところから純白の羽根飾りを取り出し、アンリの首へと掛けてやる。

「ヘリリアントじゃ、白フクロウの羽飾りは『誓い』って意味があるんだ。だから……俺はお前を残していなくなったりしないって、その首飾りに誓ってやるから」

　そう告げてから、アルフは踵きびすを返かえして外へと向かう。

「────にーさんっ！」

　アンリから背中越しに声を掛けられ、アルフは一度足を止める。

「えっと……私がいなくても、ちゃんと毎朝起きてね。掃除とか洗濯も自分でやって、ごはんもしっかりと食べて……それと──」

　言葉を一度切ってから、アンリはアルフへと言う。

「私は……いつまでもにーさんの妹だよ。どんなに不ふ甲が斐いなくても、だらしなくても、情けなくても、それはずっと変わらないから」

　涙を堪こらえているアンリの声をしっかりと聞き届け、片手を上げながらアルフは振り向くこともなく詰つめ所しよの扉を閉めた。

　長く深い息を吐いてから、激しく鳴っている右胸に手を当てて心を落ち着かせる。

　昔はアンリも城に行って遊んでいたし、フィリーネもアンリのことを妹のように可愛かわいがってくれていた。色々と良くしてくれることだろう。

　自分がやるべきことを心に刻み、アルフは一歩ずつ足を動かす。

「──ごめん」

　脳裏に浮かんだ大事な人たちへと向けて呟つぶややく。

　そして、アルフは夜闇に包まれる城下町を、おぼつかない足取りで進んでいく。
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　幽鬼のような足取りで、アルフは城下町の端はしへと向かって歩き続ける。

　誰もが寝静まり、ロウソクの明かりすら見えない居住区を抜けた先。

　夜闇の中で唯一、煌こう々こうとした明かりが漏もれている家。

　震える手で昼間と同様に懐ふところから鍵を取り出し、挨拶もせずに家の中へと入る。

　夜中だというのに、その室内は多くのロウソクによって明るく照らされている。

　そんな部屋の中で、崩れた本の山に腰掛けているウィンが顔を向けた。

「アルフがこの時間に来るって珍しい」

　碧へき銀ぎんの髪を揺らし、抑よく揚ようのない澄んだ声こわ音ねで言葉を掛けてくる。

「……お前に、頼みがあってきたんだ」

　濁にごった眼で目の前の存在を見み据すえ、感情を押し殺した声音でアルフは告げる。

　そんなアルフを見ながらも、ウィンは表情を崩すことはなかった。

「アルフ、アーロンと同じ顔をしてる」

　普段とは違う、やや棘とげのある口調でウィンは言う。

「アーロンも同じ眼をしながら、わたし……『法の魔女』に力を貸してくれって言った」

　アーロンは劣勢であった祖国の状況を覆くつがえすため、対価と引き換えに『法の魔女』と取引をして協力を取り付けたと聞かされている。

「『法の魔女』は世界の法則を管理する存在。無む闇やみに人の流れに干渉すれば、世界そのものを歪ゆがめるかもしれない。だから、その歪みを正すだけの対価が無ければわたしは動けない」

　そして、アーロンは目的を達するために、『法の魔女』へと対価を支払った。

「ずっと本を読んでれば……対価を支払うなんて人、二度と現れないと思ってたのに」

　ウィンの言葉からは失望というより、呆あきれに近い意味合いが感じ取れた。

　アーロンが何を想おもって取引を持ち掛けたのか、今となってはわからない。

　だが……アルフにも少しくらいその気持ちが理解できる。

「魔力もない、力もない俺だけど……どうしても、やらなきゃいけないことがある」

　それはかつて、子供の頃に目指していた夢とは正反対の目的。

　薄暗い感情を原動力とする目的。

「負けられない……負けたくない。だからそのための力が欲しい。対価だろうがなんだろうが払ってやる。だから……お前の力を貸してくれ」

　アルフの言葉を静かに聞いていたウィンは……おもむろに口を開いた。

「わかった。アルフに力を貸してあげる」

　軽い口調だというのに、ウィンの言葉には荘厳な重みが感じられる。

「……対価ってのは何を払えばいい？」

「対価は、流れの中心にいること」

「……流れの中心？」

「言葉通りの意味。人間という存在が持つ大きな流れ……アルフは、常にその中心にいてもらう。それがアルフに払ってもらう対価」

　本の山から下りたウィンはアルフへと語る。

「それはたぶん、想像以上に大変なこと。色々な事に巻き込まれるっていう簡単な話でもない。命を落とす、精神的に死を迎える、知りたくないことを知り、見たくないものを見ることになる。きっとそれらは……綺き麗れいなものじゃない」

　碧へき銀ぎんの瞳でアルフを見み据すえながら、ウィンは問い掛ける。

「それでも、アルフは中心に在あり続ける覚悟はある？」

　そんな問いかけに対して、一度逡しゆん巡じゆんするように、アルフは腕章を見つめ──

　勢いよく、腕章を引きちぎった。

　そしてウィンへと見えるように、腕章を床へと放り投げる。

「……上等だ。俺もまともな道を歩む気は今さらねぇよ」

　濁にごりを帯びた目で吐き捨てるように告げてから、アルフは宣言する。

「アルフレッド・ハーレックは下げ賤せんで卑ひ劣れつ、目的のためなら手段を選ばず、世間から外げ道どうと罵ば倒とうされるような卑ひ怯きよう者ものとなって……その中心に居座り続けてやる」

　宣言に似つかわしくない言葉と共に、決意を秘めた瞳でアルフは誓いを立てた。






　二章　下げ劣れつで卑ひ怯きようで手段を選ばない道









　アルフの家が焼け落ちてからしばらくして、『騎士祭典ヘクサフエステイバル』当日を迎えた。

　城下町の中央に位置する儀礼闘技場は既に多くの人で溢あふれ返っている。国を挙げての催しということもあってか、観客たちの様子もどこか熱を帯びている。

　そんな闘技場の空気とは裏腹に、出場する魔ま騎き士したちの控室は静まり返っている。

　落ち着かない様子で室内を歩き回る者、緊張を誤ご魔ま化かすために黙って装備の手入れを行っている者、精神集中のために気を落ち着かせている者……各おの々おの行っていることは違えど、意識は今まさに始まろうとしている『騎士祭典』に向けられている。

「…………」

　アルフも目を閉じて静かにしているといった点では他者と変わらない。

　だが、置かれているベンチを一人で占領して横になり、口を開けて間抜けな姿で寝ているような人間はアルフを除いて他にいない。

　そんなアルフに他の出場者たちは視線を向けるが、関わりたくないのか注意しようとする人間は一人もおらず、依然として控室は静かなままだった。

　しかし控室のドアが開け放たれた直後、静せい寂じやくは破られた。

「『騎士祭典』へと参加する魔騎士の諸君！　間もなく試合が開始されるが、確認のために改めて試合における規則を告げる！」

　甲かつ冑ちゆうに身を包み、無精ヒゲを蓄えた三十過ぎの男が高らかに宣言を行い、アルフも片目だけ開けて視線を向ける。

　男が右腕に身につけている、近衛このえ魔騎士を示す剣と人馬を象かたどった紋の描かれた腕章。

　近衛魔騎士の男は控室の面々を一通り眺めてから、咳せき払ばらいを一つして説明を始めた。

「まず、防具類などは各自が用意したものを使用して構わない。しかし武器はこちらが用意した刃引きされている物を使用してもらう。……どうやら書類に目を通さず得え物ものを持ってきた者もいるようだが、それらは試合前に預からせてもらうので注意するように」

　先ほどまで武器の手入れをしていた面々が落胆したのを見てから、男は説明を続けた。

「試合形式は一対一、勝者が次へと進む単純なトーナメント戦だ。そして優勝した者だけが、近衛魔騎士の位と栄誉を手に入れることができる」

　言葉にすれば簡単だが、この場を見回しただけでも多くの参加者が見える。数多あまたの魔騎士たちを相手に優勝するためには、魔術や剣技だけでなく運も絡んでくるだろう。

「勝敗判定は相手が気絶、もしくは降こう伏ふくした場合のみ敗北とするが、試合を続行することで生命に関わると判断した場合は即時試合を中止、優勢であったとされる側を勝者として次の試合へと進んでもら──」

　説明の最中、控室内で挙手が起こったのを見て男は言葉を止めた。

「あー、説明中に申し訳ないんですけど、質問とかいいですかね？」

　間の抜けた声と共に挙手をしていたのはアルフだった。

「構わん……が、なぜ貴様はベンチの上で横になっている？」

「冷たい床の上で寝るよりマシじゃないですか」

「……そうではない。なぜ試合前に、貴様はベンチの上で寝ているのかということだ」

「大事な試合前だからこそ、体調に不備がないように睡眠を取っていたんですけどね。もしかして『睡眠不足だったので負けました』とか言えば判定覆くつがえったりします？」

「そんなことで判定が変わるわけがない。自業自得の一言で終わりだ」

「でしょう？　だったら、俺がここで寝て体調を整えていたことに問題はありますかね？」

「しかし時と場所を……いや、もういい。面倒だからさっさと質問とやらをしろ」

　男は面倒そうに顎の髭ひげをさすってから、アルフに質問を促うながした。

「えーと、とりあえず試合判定はさっき言ったもの以外に、何かありますかね？」

「……先ほど述べた内容以外で勝敗が判定するかどうか、ということか」

「そういうことですかね。たとえば武器が破壊された方が負けになる、とか」

「その例で言うならば、武器の破壊によって敗北が決定することはない。武器がなければ魔術は使えなくなるが、徒と手しゆ空くう拳けんを得意とする人間なら勝利する可能性もある。降こう伏ふく以外で判定を下すとするならば、素手で試合を続行するのは危険と判断した場合だろう」

　男の懇こん切せつ丁寧な説明を聞きながら、アルフは大おお仰ぎような動作で頷うなずく。

「つまり……どのような試合内容であったとしても相手側の気絶や降伏、もしくは生命の危険があると判断された場合でのみ勝敗が決定する、ってので間違いないですかね？」

「そのような解釈で構わん。質問は以上か？」

「はい──いや、もう一つ確認したいことがありました」

　そう前置きをしてから、アルフは笑みを浮かべて男へと訊きく。

「先の言葉や資料に書かれていた規則に嘘うそ偽りはなく、規則を絶対として『騎士祭典ヘクサフエステイバル』を行う。それらは近衛このえ魔ま騎き士し、王家に仕える魔騎士の誇りにかけて……二言はないとこの場で宣言できるものですよね？」

　改めて、アルフはそう念を押した。

「……ああ。王家に仕える近衛魔騎士総長、ジェラルド・マクベインの名と誇りにかけて、先ほどの言葉に嘘偽りがないことを誓おう」

　アルフに怪け訝げんそうな視線を向けながらも、ジェラルドと名乗った男はそう明言した。

「ええ、ありがとうございました。これで質問は終わりです」

　どこか含みのある笑みを作ってから、アルフは興味が失うせたようにベンチへと横たわる。

　おそらく『魔騎士』としてこの場にいる他の人間たちには、アルフが質問した意図を理解することができなかったことだろう。

「他に質問がなければ、以上で告知を終了とする。各自、己の魔騎士としての誇りを胸に試合へと臨のぞむよう心掛けるように」

　ジェラルドが控室を立ち去ったのを見て、アルフは再び眠りについた。
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　円形状の闘技場の最上段に位置する貴き賓ひん席。

　そこは貴族や爵位を持つ人間ですら無許可で入ることができない、王家の人間とその関係者として許可された人間のみ立ち入ることができる場所。

「すみません、フィリーネ様。私まで貴賓席に入れてもらっちゃって……」

「そんなに緊張しなくても大丈夫ですよ、アンリちゃん。公の場とはいえ、ここにいるのは私たちだけですし、昔のように接してもらって構いませんよ」

「えっと……それじゃ、リーネさん。お言葉に甘えさせてもらうね」

　少しだけ照れた様子でアンリが笑い、フィリーネは柔らかい笑みを向ける。昔からアルフよりもしっかりしていたところがあったが、今もそれは変わらないらしい。

「口調どころか、態度だって別に崩して構わないよー。君は多忙なガイストくんの代理って形で来てもらってるわけだし、そんな畏かしこまる必要はないさ」

　フィリーネの横に座る、どこか人ひと懐なつこい笑みを浮かべている青年が気の抜けたような声でアンリに言葉を掛けた。

　そんな青年の様子を見て、フィリーネはなんと言葉を掛けるべきか少しだけ悩んだ。

「……あの、クライド兄様。いくら最上段の貴賓席が周りから見えないからといって、足を組みながら頬ほお杖づえをつくのはさすがに好ましくないかと」

「えぇー、見えないんだからいいじゃないか。僕らなんて最後の試合が終わるまで出番がないんだし。リーネもそんな石像みたいにずっと座ってたら肩凝っちゃうんじゃない？」

「皆さんが試合を頑張っているのなら、私も相応の態度で観戦したいと思っているので」

　真面目だねぇ、と適当な言葉を返してから、クライドと呼ばれた青年は見世物を待つ子供のような表情で闘技場を見下ろしている。

　異例の若さで王位に就いた、クライド・ヴィルシュタイン。

　十国戦争の際には王族という身でありながら、師であるアーロンに助力するため自ら戦場へ赴おもむくことを志願し、《神じん器ぎ》を携たずさえて戦場へと身を投じた人物。

　あまりの若さに戴たい冠かん時は問題視する声も多かったが、『蒼あおの春風』と呼ばれ笑いながら敵軍を薙なぎ払う武力、民衆の支持とそれらをまとめ上げるカリスマ性、そして何より、戦後の混乱からわずか四年で国勢を復興させたことで批判の声を黙らせた実績を持つ。

　亡きアーロンの意志を継ぐ者として、率先して条約をまとめただけでなく、クライドは『神しん聖せい代だい理り争そう闘とう』と称する、新たな交渉手段を作り上げた。

　各国の近衛このえ魔ま騎き士し、またはそれに相当する者同士で試合を行い、その結果によって国家間交渉の採決を下す……その形式によって戦争そのものを廃止、力を持たない国民たちに被害が及ばないようにするだけでなく、近衛魔騎士以上という制限を設けることで、過度な徴兵による無益な死を抑制した。

　現代の賢王……と呼んで差支えないほどの人物ではあるのだが、公の場であっても人を食ったような言動をするのが玉たまに瑕きずである。

「そういえばリーネ。今回はアルフくんが出場しているんだって？」

「はい。先ほど出場者の名簿を確認したら、ちゃんと名前がありました。……アルフが『騎士祭典ヘクサフエステイバル』に出場するとは思ってもいませんでしたけど」

「そうだねぇ。普段の素行からしてこんな催しに出るとも考えにくいし、実力的に優勝は無理だって本人もわかってるはずなんだけどね」

　クライドは容赦のない評価をアルフに下す。

「燃えた家を再建するため……でしょうか。あの家は両親の形見同然とも言えますし」

　ガイストからの報告で、アルフたちの家が焼失したこと、そしてアルフが今回の『騎士祭典』へ出場するということも聞かされている。

「んー……まぁ、たしかに家の再建っていうのもあるんだろうけどねぇ。本当にそれだけで、アルフくんが出場したと思うかい？　アルフくんっていうのは、面倒臭がりで諦あきらめ癖ぐせがついていてやる気が感じられなくて、事あるごとに溜ため息いきをついているような子だよ？」

「さすがにそこまで──いえ、そうかもしれませんが、再建以外の理由だったらアンリちゃんのためというのが考えられますけど」

「それも理由の一つではあるだろうねぇ。彼は今でこそ堕だ落らくしているけど、根は優しい子だ。唯一無二の家族である妹のためと考えればおかしくはない」

　闘技場の様子を眺めているアンリを見てから、クライドは「だけど」と言葉を続ける。

「もしそれだけなら他にいくらでも方法がある。彼は大陸に平和をもたらした英雄の息子で、私事であっても僕らを頼ることができる。『騎士祭典』に出て近衛このえ魔ま騎き士しになるっていう回りくどいことをしなくても、家を再建させることくらいできるはずだよ」

「それは……アルフの誇りが許さなかったのでは？」

「その言葉は真面目な君だからこそ出るものだよ、リーネ。アルフくんはどちらかと言えば僕と似た考えの持ち主で、必要があれば誇りなんて泥水に叩たたきつけるくらい平気でやる。少なくとも僕がアルフくんと同じ立場だったらさっき言った方法で自宅を再建するよ」

　国の長として問題のある発言ではあるが、それはこの場に他の人間がいないからこそであり、クライド自身の率直な考えであると言える。

「だからこそ、僕は今回の試合が楽しみで仕方ないんだよねぇ。そんなアルフくんが何を考えて出ることを決めたのか、そしてその試合の中で何をしでかしてくれるのか、ってね」

　クライドが瞳を輝かせた直後、選手の入場を告げるラッパが闘技場に鳴り響いた。
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　薄暗かった控室から晴れ渡る空の下へと出て、アルフは軽く目を細めた。

　周囲から響き渡るやかましい観客たちの声と合図を送る楽器の数々。まさかこのような催しに出場するとは、少し前の自分なら思いもしなかっただろう。

　闘技場内を適当に眺めながらそんなことを考えていると、反対側からはアルフの対戦者であろう甲かつ冑ちゆうを着込んだ青年が同じように歩いて来た。

「やぁ、君が対戦者かい？」

　青年は爽やかな笑みを浮かべながらアルフへと言葉を掛ける。

「お互いこの場にいるってことは、そういうことだろ」

「いや、君があまりにも軽装だったし、腕章もないから運営の人かと思ったものでね」

　戦いくさへと赴おもむくのに相応ふさわしいと言える全身甲冑姿の青年に対し、アルフの装いは対照的だ。

　籠こ手てと脚きやつ甲こうの材質は鋼鉄だが、軽量化のために薄く延ばされており、胴に至っては鎧よろいどころか申し訳程度の強度しかない皮の胸当てでしかない。

「腕章は忘れちまってよ。それに、俺はそんなでかい鎧を着れる体力自慢じゃないんだ」

「ははっ。なかなか面白いことを言う人だ。誇りである腕章を忘れたっていうこともだけど、魔ま騎き士しだったら鎧を着て走り回るくらい造作もないだろうに」

　青年にとってアルフの言葉は冗談に聞こえたのだろうが、肉体的に優れているわけでもなければ、鍛たん錬れんをサボっていたアルフに鉄板甲冑を着込んで動けるほどの体力はない。鎖くさり帷子かたびらならば動くのに支障はないが、今後の試合を考えると体力的に厳しくなってくる。

「ともかく、今日はお互いに悔いの残らない試合をしようじゃないか」

　言いながら、青年はアルフへと手を差し出す。

　それに対しアルフは手を握り返すこともなければ、言葉を返すこともなかった。

　アルフの様子を見て怪け訝げんそうな表情を作った青年だったが、試合開始のラッパが鳴り響いた直後に引き締まった表情へと変わる。

「すまないが……最初から全力で行かせてもらうよ!!」

　刃引きした剣を両手で握り、甲冑を着ているとは思えないほどの速さで踏みこんでから、青年は振り上げた剣をアルフ目掛けて振り下ろす。アルフは予想以上の速さに一瞬反応が遅れてしまい、とっさに自身の剣を盾たてにして斬ざん撃げきを受け止めようとするが──

「────ッ!!」

　両腕が折れたと錯覚するほどの重量を感じた瞬間、後方へと吹き飛ばされた。

「くそったれ……どんだけ馬鹿力なんだよ」

　相手に聞こえないようにアルフは悪態をつく。その甲冑姿から腕力と体力に自信があるとは踏んでいたが、身体ごと吹き飛ばされるとは思ってもいなかった。

「機動性のために軽装にしたんだろうけど、僕相手には得策じゃなかったみたいだね。僕の魔術は《重じゆう撃げき》……剣による重量と衝撃を倍加させ──」

　軽い所作であったにもかかわらず、青年の長剣が鈍にぶい音を立てて地面を深く抉えぐる。

「この通り、というわけさ。骨の一、二本じゃ済まないかもしれないよ」

「べらべら喋しやべってると、舌噛かんでも知らねぇぞ……!!」

　アルフはバネのように身を起こし、機動力を活いかして間合いを詰つめてから青年へと一撃を加える。だが、青年はその一撃はあっさりと防ぎ、力任せにアルフの剣を押し戻した。

「やれやれ……これは勝負にならないかもね。怪け我がをする前に降参しないかい？」

「……こっちはどうしても勝たなきゃいけないんだ。降参するつもりはねぇよ」

　アルフは反応こそできているが、剣で受け止める度に吹き飛ばされてしまう。

　剣撃を食らい吹き飛ばされ、起き上がったところで次の一撃がきて、それを受け止めてまた吹き飛ばされる。数回ほど回避することもできたが、ほとんどがその繰り返しだ。

「やっぱ……勝てねぇよな」

　地面を転がり、空を仰ぎながら後ろ向きな言葉を口にしてしまう。

　魔ま騎き士しとして体格や腕力で劣っているということは、容易に埋められる差ではない。

　その上、剣術や体格の力量差を埋める魔術をアルフは使えない。

　相手の方が能力的に上なのだから負けても仕方がない、そうやっていつも言い訳をして敗北を自分の中で正当化して逃げてきた。

　だが、『負ける』ということは『失う』ということだとアルフは知った。

「もう……負けるわけにはいかねぇんだよッ！」

　そう口にしながらも、アルフは再び地面を転がった。

「さて……これで終わりかな」

　目の前に立つ青年が、アルフへと剣を突きつける。

　だが、負けられない。負けるわけにはいかない。

　何度も心の中で呟つぶやき続け──アルフは、自らの剣を遠くに放り捨てた。

「降参、ということでいいのかな？」

　爽やかな笑みと共にきく青年に対し、アルフは首を横に振る。

「あんたは、本当にこのまま勝っちまっていいのか？」

「……それは、どういう意味だい？」

「言葉通りの意味さ。俺はまだ本気なんて一片も出しちゃいない。軽装にも関わらず、籠こ手てと脚きやつ甲こうだけしっかりと着けてる理由ってのを教えてやるよ」

　一呼吸ほど間を置いてから、アルフは青年へと告げる。

「俺は徒と手しゆ空くう拳けん……武器を使わない拳闘の方が得意でな。だからこそ籠手と脚甲だけは着けていた。剣を使っても勝てるなんて思ってたが、あんたの強さには感服したよ」

「……つまり、今までは全力じゃなかったと？」

「ああ。全力すら出していない相手に勝ってあんたは満足か？　騎士国家センタリアの魔騎士であるなら、全力の相手に勝ってこそ本当の勝利と言えるんじゃないか？」

　言葉を並べるアルフを見み据すえ、青年は眉をひそめてから──突きつけていた剣を引いた。

「……いいだろう。改めて、全力の君と戦って勝利を収めてみせよう」

「今まで手を抜いていてすまなかったな。一旦仕切り直しといこうじゃないか」

　そんな言葉と共に、アルフは拳こぶし大の石を手に持って立ち上がる。

「一旦間合いを空けて、放り投げた石が地面に落ちたら試合再開だ」

「それで構わない。全力の君と手合わせをするのが楽しみだよ」

　そんなことを笑顔で言う青年は、アルフに背を向けて歩き出す。

「あんたみたいな良い奴やつが相手で……本当に残念だよ」

　そんな小さな呟つぶやきと共に──




　アルフは振りかぶり、青年の後頭部に目掛けて石を投げつけた。




　ゴッと鈍にぶい音が静まっている闘技場内へと響き渡った直後、青年は声を発することなくそのまま地面へと倒れる。青年は起き上がる気配もなければ、呻うめき声ごえも発さない。

　しばらくしてから、事態に気づいた音楽団が試合終了のラッパを鳴らし、闘技場の観客たちから割れんばかりの声が響いた。

　当然、罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐である。
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　観客たちの声は最上段の貴き賓ひん席にまで届いていた。

　まだ理解が追いつかないフィリーネは口をぱくぱくと動かしていた。

「し、神聖な『騎士祭典ヘクサフエステイバル』でこんな……ありえない、こんなことはありえな──いえ、ありえないということは夢ですか。夢であって欲しいですね、うふふ……」

「あっはっはっはッ！　笑いすぎてお腹なか痛いッ！　あはははははッ!!」

　頭を抱えているフィリーネとは対照的に、クライドは腹を抱えて笑う。

「いやぁ、こんな試合初めてだッ！　あはははははッ!!」

「──笑っている場合ではありませんっ！　兄様、これは大問題ですからっ!!」

「うん？　アルフくんが相手に石を投げて、気絶させて勝ったってだけの話だろう？」

「あれが……勝利？　相手を騙だまして、背後から石を投げつけたあんな試合が──」

「はいはい落ち着きなよ。アルフくんは規則に反したわけじゃないし、規則に反していない以上審しん議ぎにも掛けられない。失格にするなんて無理な話だよ」

「ですが……ですがっ！」

　フィリーネ自身も『騎士祭典』における規則については暗記しており、先ほどアルフが勝利した方法に規則としての違反は一切ないことは分かっている。

「あんな勝ち方は……間違っています」

　規則云うん々ぬんの話ではない、魔ま騎き士しとしての心構えとして間違っている。

　アーロンという尊敬すべき師から教わり、幼少から学び続けた騎士道の精神を守ってきたフィリーネにとって、先ほどのような勝ち方は許し難いものだ。しかもそれを行ったのがまったく同じ教えを受けてきた人間なのだから、当然の反応だろう。

「ま、そうだねぇ。勝ったというより『負けてはいない』って感じだ。アルフくんはいつもやる気がなくて仕事をサボってばかりいたけど、それ以上は一線を超えることなく守り通していたってのに……それを破るだけの決意ってものがあったんじゃないかな」

　クライドの言葉はもはや耳に入らず、フィリーネはただアルフを見つめ続ける。

「……約束、してくれたのに」

　やる気も喜びも感じられない表情で退場していくアルフを見つめてから、フィリーネはどこか失望に近い表情を浮かべて俯うつむく。

「あぁ……私が介護してなかったせいで、にーさんがグレちゃうなんて……」

　その場に崩れ落ちて顔を覆おおうアンリを見て、再びクライドは笑い出す。

「くっ、はは……そうだねぇ。介護云うん々ぬんはさておき、アンリちゃんと一緒にいたからアルフくんは今まで無む茶ちやをしないようにしていたのかもね」

　クライドが必死に笑いを堪こらえている最中に、次の試合が開始される。

「いやぁ、今回の『騎士祭典ヘクサフエステイバル』は歴史的瞬間になりそうだ。面おも白しろ味みのないただの試合を眺めるより、僕は今のアルフくんみたいな何が起こるか分からない試合の方が好きだよ」

　そうクライドが言葉を掛けるが、フィリーネは言葉を返すことなく俯いている。

「あらら……うちの姫様はメンタルが弱いなぁ」

　そんな言葉をボヤいてから、クライドは色濃い笑みを浮かべて次のアルフの試合はまだかと待ち望んでいた。
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　既に何度目かになった闘技場への入場。

　アルフが面倒そうに背を丸めて歩く中、観客たちから言葉を浴びる。

「引っ込めこのエセ野郎ッ！　卑ひ怯きような手を使ってでも勝ちたいってのか！」

「どの面下げて神聖な『騎士祭典』に出てやがる!?」

「今まで真面目に腕を磨いていた他の魔ま騎き士したちに謝罪をして消え失うせろ!!」

　尽きることのない悪あつ口こう雑ぞう言ごん。言葉だけでなく、観客たちの手によって様々な物が闘技場の中央へと投げ入れられている。こんがり焼けた豚の頭すら転がっているほどだ。

　それが誰に向けられているものか、もはや言うまでもない。

　現在、『騎士祭典』は決勝という大おお詰づめを迎えている。

　そしてアルフがこうしてこの場に立っているということはトーナメントを勝ち進んできたというわけなのだが……それらの試合内容は、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいものであった。

　一戦目の勝利は言わずもがな、その後に行われた試合も最低最悪という言葉に相応ふさわしい。

　二回戦目の相手には毒どく霧ぎりを顔面に浴びせ、視界を奪って後頭部に一撃を叩たたき込んだ。

　三回戦目の相手には二回戦目の時に仕掛けておいた括くくり罠わなで脚を引っ掛け、転倒した相手の鳩尾みぞおちに容赦なく鉄板の仕込まれた靴底をめり込ませた。

　四回戦目の相手は兜かぶとをつけていたが、視界を確保する隙間にひたすら砂利を蹴り込み続けるだけでなく、砂利の中に尖とがった鉄片を混ぜて鎧よろいの隙間に放り込み、動転した相手が兜かぶとを脱ごうとする間に首筋へと剣の腹を入れて意識を奪った。

　五回戦目には右の籠こ手てに仕込んでいた細い鉄糸を使って拘束し、身動きの取れない相手を一方的に殴って勝利を勝ち取った。

　まともに剣で斬きり合った試合は一つも無く、本当に酷ひどいとしか言いようがない。

　その上、アルフはあらゆる卑ひ怯きような手段で勝つために、防具を改造してあちこちに毒どく霧ぎりや狩しゆ猟りよう用の括くくり罠わな、挙あげ句くは鉄糸の巻き取りを行う機構まで仕込んでいる。

　そんなアルフの試合を見かねた審判から道具の使用について指摘を受けたが──以下、アルフが各試合に審判へと使った言い訳である。

「いやぁ、ちょっと気合を入れるために泣くほど辛い液体を口に含んでいたんですよ。相手の攻撃に驚いて思わず噴き出しちゃいましてねー」

「ちょっと前に狩猟に出かけていて、罠を防具に入れたまんまだったんすよ。あれ、道具の持ち込みがダメとか使っちゃいけないって規則にありましたっけ？」

「砂利を蹴り込んじゃダメ？　鉄片が入ってた？　ダメじゃないっすか、ちゃんと異物は試合前に掃除しておかないとー」

「いやー俺って目が悪いから、細い鉄糸がよく見えてなかったんですよねー。一歩間違えば俺までぐるぐる巻きにされてたわけだし？　俺だって危なかったんですよー」

　そんな態度に審判は手を震わせて怒りを見せていたものの、途中から「またお前か……」と諦あきらめの表情を浮かべるようになっていた。無む茶ちやな言い分のようにも聞こえるが、アルフは一切規則に反していない。あくまで『騎士祭典ヘクサフエステイバル』の試合で禁止されているのは武器の持ち込みのみであり、防具は自分たちが用意したものを持ち込むことになっている。もちろんその防具に「偶然」入っていた道具を使ってはいけないという規則は存在しておらず、そもそも道具の持ち込みについても規則には記載されていない。

　そして、アルフが必ず口にしていた言葉がある。

「まぁどんな試合内容だったとしても、規則以外の理由で勝敗は決まらない。規則を絶対として『騎士祭典』を行うと、ジェラルド・マクベイン近衛このえ魔ま騎き士しは自身の名と誇りを掲かかげてその言葉に嘘うそ偽りがないと宣言しました。なんなら本人に確認を取ってください」

　そんな魔法のような言葉によって、アルフは審判を黙らせてきた。

　魔騎士にとって名と誇りを掲げた言葉は絶対であり、反ほ故ごにして違たがえることは騎士道の精神に反する行為となる。しかもそれが近衛魔騎士であるならばなおのこと重く、箔はくがつくというものである。もしかしたらジェラルド・マクベイン氏は今頃頭を抱えているかもしれないが、恨うらむのなら今日控え室で説明を行った自分自身を恨んでもらおう。

　そうしてアルフは試合を勝ち進んできたわけだが、その様子を見ていた観客が快く思うわけがない。だが当人はそんな言葉は聞こえていないといった風に平然としており、変わらず面倒くさそうな表情で欠伸あくびをしていた。

「……てめぇのことは気に食わなかったが、ここまでクズだとは思ってなかったぜ」

　アルフの対面、つまりは対戦者として立っているのはアルフがよく知る人物であった。

「へぇ、初めて気が合ったじゃないっすか。俺もあんたのことは気に食わなかったし、ゲス以下のクズ野郎だと思ってましたんで」

「はッ！　魔ま騎き士しの風上にも置けねぇ奴やつが何をほざいてやがる」

　巡回などに使用する軽けい鎧がいではない、金などの希少な素材が所々にあしらわれた悪趣味な鎧よろいを着たセルタスが面白くなさそうに吐き捨てる。

　セルタスの性格の悪さは他の魔騎士たちにも知れ渡っている。だが、その実力はアルフが所属している詰つめ所しよでは戦せん績せき一位。他の詰所の魔騎士たちと行う合同演習においてもその座は譲らず、近衛このえ魔騎士を相手にしても引けを取らない。今回の『騎士祭典ヘクサフエステイバル』でも優勝候補であると多くの人間が口を揃そろえて言うほどであり、実際に決勝の場へと勝ち進んできた。

「てめぇには感謝してるぜ？　わざわざ無能のお前が決勝まで来て俺を『騎士祭典』で優勝させてくれるだけじゃなく、てめぇが仕事をサボってくれてたおかげで俺は放火を発見した功労者っていう功績も手に入れた。こりゃ、就任早々から部隊長かもなぁ!?」

　ゲラゲラと品のない笑い声を上げるセルタスを、アルフはただ睨にらみつける。セルタスが決勝にくると確信していたからこそ、何があろうとも決勝まで勝ち進む必要があった。

「……魔騎士の風上云うん々ぬんっていうのは、先輩も語れるようなものじゃないでしょうよ」

「ああ？　もしかしてまだあの放火のことを言ってんのか？　証拠もねぇくせに俺を犯人に仕立てようなんざ、迷惑極まりない話だぜ」

　うんざりとした表情を作りながら、セルタスは肩を竦すくめる。

　しかし、その眼は笑っている。ガイストに報告を行って退室した時と同じ眼。その眼を見て握り締めていた拳こぶしからゆっくりと力を抜き、感情を抑えながらアルフは口を開く。

「証拠がない……と、先輩は火災があった時にも言ってましたよね」

「なんだ、放火の証拠でも見つかったってのか？　あの焼け落ちたボロ家からよ」

「残念なことに俺の家は、それは見事なまでに燃え尽きましてね。証拠どころか、家財の一切すら残ってないんですよ」

　問題なのは証拠があるか、ということではない。

「どうして……先輩は最初から『放火』だって分かっていたんですかね」

　アルフの言葉によって、セルタスの表情から笑みが消えた。

「火災が発見された時には既に火の手が回っていたし、現場は焼け落ちてろくに調べようもない状況だった。それこそあんたの言う通り、証拠なんて何も残っていないほどですよ」

　だと言うのに、報告を行って退室する前にセルタスは口にしていた。

「『放火を発見した功労者』……先輩は報告を終えて部屋から出ようとした直前、確かにそう口にしていましたよね？」

「……あれほどの大規模な火災だったら、放火だと思うのが自然だろうが」

「それはさすがに想像力が豊かすぎませんかね。そもそも火災発見時には既に火の海で、出火場所の確認もできていなければ、出火の原因すらも不明だったんですよ。つまり家の内部から出火した可能性がある以上、あの状況で出てくる言葉は放火ではなく『火災』って表現であるべきなんですよね」

　セルタスはアルフの言葉に対して、険しい表情を作りながら押し黙っている。

「出火場所が断定されていないからこそ、俺やとっつぁんはあの日ずっと火災と言っていた。そんな中、あんただけは『放火』だと自信満々に言い放って、『放火』の証拠なんてないと今も言い切った。放火、放火、放火──」

　濁にごりを帯びた瞳で、アルフはセルタスを見み据すえる。

「──まだ言った方がいいか、クズ野郎」

　セルタスの表情から余裕が消えていくが、所詮はアルフの憶おく測そくに過ぎない。

「あんたの言う通り証拠なんてものはどこにもない。あっても燃え尽きてるんだから、探しようがない。だが……何もせずに、黙って見過すわけにはいかないんだよ」

　セルタスが行ったことを許すことなどできはしない。

　アンリにとって、あの家は唯一母親を知ることができる場所だった。母が使っていた包丁や鍋、それこそ裁縫針の一本に至るまで、父親から聞かされた母の姿を想起させる大事な物であった。それが燃え尽きた今、アンリの中で母親の姿は徐々に薄れていくだろう。

　アルフにとっても、アーロンの面影や思い出の詰つまっている家だった。

　アルフの身長を測って「小せぇな」と笑いながらつけた柱の傷、父親とケンカをした時に勢い余って空けた壁の大穴、戦場から戻った疲労のせいで転んでつけた床の凹くぼみ。誰もが知る英雄ではない『父親』としてのアーロンが確かにいたと感じることができた。

　それが燃え尽きた今、父親としてアーロンが残した物は全て消え失うせた。

　アルフたちの両親がいたという痕跡は何一つとして残されていない。兄妹きようだいにとって様々な想おもいの詰まった家を燃やされた挙あげ句く、唯一の肉親である妹に危険が及ぶ可能性もあった。

「あんたの欲しがってた功績ってやつはこの際くれてやる。たとえ理由がただの憂うさ晴ばらしだったとしても構わない。だが……俺は何よりも、裏でコソコソと薄汚いことをしながらも、平然と笑っているクズ野郎を許すわけにはいかないんだよ」

　剣を肩に乗せ、アルフは笑みを浮かべながらセルタスへと言い放つ。

「『底辺魔ま騎き士しに敗北して、近衛このえ魔騎士になりそこねたダサい奴やつ』……大衆の前であんたにそんな姿を晒さらさせるのが、俺の考えた復ふく讐しゆうだ」

　その言葉を聞いた瞬間、今まで黙り続けていたセルタスの表情が元に戻った。

「俺がお前に負ける？　冗談は休み休み言えよ」

　剣を抜き、セルタスはアルフへと突き付けながら笑う。余裕に満ちた、虫を見るかのような嗜し虐ぎやく的な笑み。

「万年最下位のお前が、どれだけ卑ひ怯きような手を使おうと俺に勝てるわけねぇんだよ」

　肩に剣を乗せ、セルタスは口端を吊つり上あげて見せる。

「俺は旧ふるくから続く名門貴族であり、確かな実力を持つ優秀な魔騎士だ。そんな俺が英雄様のせいで変わった制度に縛られて、いつまでも底辺にいるわけにはいかねぇんだよ」

「自分の出世に目が眩くらんで、日頃から目障ざわりで私怨もあった俺の家を焼くのが『優秀な魔ま騎き士し』ってか。そんなクズ以下の人間がよくそんなことを口にできたもんだ」

「はッ！　いくらでもほざいてろ。てめぇが何を言おうと、世間は『大規模な火災を未然に防いだ功労者』である俺の言葉に耳を貸す。そして……てめぇはこの試合で負けて、卑ひ怯きような手を使っても負けた最低最悪の魔騎士と一生呼ばれる続ける。それだけの話だ」

　互いに剣を構えて睨にらみ合う中……試合開始のラッパが鳴った。

　先に動いたのはセルタスだった。

「さっさと……くたばれッ!!」

　言葉と共に放たれる斬ざん撃げき。

　アルフは即座に反応して受け止めるが、その一撃は初戦で当たった魔騎士よりも速い。

「────ッ!!」

　突如、剣撃とは別の衝撃を受け、アルフの身体は吹き飛ばされた。

　地面を転がりながらなんとか体勢を整え、アルフは先ほどまで自分がいた地面を見る。

　自身が吹き飛んだ軌跡に残っている幾筋もの爪痕と、頬ほおから流れる血の感触。

「……そういや、あんたの魔術は風だったな」

「無能のくせによく覚えてたじゃねぇか。俺の魔術は《風ふう纏じん》……剣に風をまとわせることで剣速はどこまでも疾とく、まとった風の刃やいばは相手を斬きり裂く」

　セルタスは剣を上段へと構え、再びアルフへと振り下ろす。なんとか剣を受け止めるが……直後に起こる風によってその身体は吹き飛ばされ、身体が風の刃によって刻まれる。

「……まともに打ち合ってたら、どうにもならないか」

　そう判断し、アルフは後ろへ跳んで大きく距離を空ける。

「おらおら、得意の卑怯な戦法はどうしたぁ！　さっさと来いよザコがッ!!」

　言いながらも、セルタスはアルフの方へと踏み込んでは来ない。それは決して臆しているのではなく、今までの試合でアルフが行ってきた戦法を見てきたからこそだろう。

　魔騎士は魔力を防具へと流して魔術を発動させ、能力付加によって防御力を飛躍的に向上させることができる。アルフが今まで毒どく霧ぎりや砂利などによる目潰つぶしなどを成功させることができたのは、魔術を行こう使しさせる間もなく不意打ちで相手を封殺していたからだ。

　セルタスはアルフの動きを警戒し、一定以上近づかない。そしてアルフが接近する動きを見せれば、接近する間に鎧よろいへと風をまとわせ、不意打ちへの対策を行う。

「さて……どうしたもんか」

　互いに間合いの外から動かない中、アルフは呟つぶやいてから思考を巡めぐらす。

　剣技で圧倒するという選択肢は最初から存在していない。それができるのならば小細工など使わなくても勝ち進んできている。体の至るところに隠し持っている道具も今までの試合の後に没収されてしまっているため、残っている道具はあと一つしかない。

　勝機があるとしたらアルフの得意分野であり、魔騎士があまり習わない徒と手しゆ空くう拳けんの格闘戦。だが、剣を持つ相手に対してそれを行うのは愚ぐ策さくでしかない。アルフは頭の中で勝利に辿たどり着くための道筋を描き……答えが出た瞬間、アルフは勢いよく駆け出した。

「おいおいおいおい!!　勝てねぇからって今度は逃げ回るつもりかよ!!」

　挑発の言葉を口にしながら追いかけるものの、セルタスはアルフと一定の距離を保ちながら追いつこうとはしない。よほどアルフの戦法を警戒しているらしい。

　セルタスの言葉を無視し、アルフは岩陰へと身を隠す。

「なんだ、今度はかくれんぼか？　てめぇは本当に魔ま騎き士しかよ!!」

　そう挑発するセルタスの声量は闘技場内に聞こえるほどのものであり、観客たちも同じように声を上げて笑ったり、野や次じを飛ばしてくる。そんな声はまるで耳に入れずに、アルフは足元に落ちている拳こぶし大の石を手に取り、岩陰から全力でセルタスへと放り投げた。しかし、投石はあっさりとセルタスの剣によって弾かれてしまう。

　それでも、何度も何度もアルフはセルタスへ向けて投石を続ける。

「ちっ……猿みてぇに石投げるしか能がねぇのか!?」

　苛いら立だち混じりに投石を弾いていたセルタスだったが、そこで思わず息を呑のんだ。

　宙にあるアルフの姿。

　投石を弾くことに気を取られ、岩を踏み台に跳ちよう躍やくしていたことに気づくのが遅れた。

「────おっ、らあああああああああッ!!」

　気合いの叫びと共に、アルフは全体重を乗せた一撃をセルタスへと振り下ろす。

　だが、宙に浮いたことで隙ができたのもあり、その一撃はセルタスの身体へと届くことはなく、刀身に僅わずかな傷をつけただけであった。

「ッこの猿が……調子に乗ってんじゃねぇぞッ！」

　普段のアルフでは到底出せない重い一撃を受け止めながらも、セルタスは力任せにアルフの身体ごと押し返した。その勢いを利用してアルフは空中で姿勢を直し、受け身を取ってから再び距離を取って逃走を始める。

　先ほどの結果からわかった事が二つある。

　セルタスの《風ふう纏じん》によって生み出される風の刃やいばは、振り抜いた時にしか起こらない。

　本来、魔力とは源である術者から離れると霧む散さんする性質を持っている。

　しかしセルタスは振り抜く瞬間、武器に流している魔力を風へと変質させ、振り抜いた勢いを利用することで風の刃を飛ばしている。

　つまりアルフから攻撃を行い、セルタスが剣で防御すれば風の刃は起こらない。

　そしてもう一つは……投石をした際、狙った部位からわずかに軌道がズレたということ。

　その意味を確かめるべく、アルフはセルタスの剣へと目掛けて投石を行う。

「クソッ……うぜぇ、うぜぇうぜぇうぜぇな猿野郎ッ！」

「うぜぇとしか言わないあんたのほうが猿っぽいけどな、っと！」

　言いながら、投石と同時にアルフは駆け出し、助走込みの一撃をセルタスへと振る。

　とっさに剣を戻したセルタスがアルフの剣を再び剣身で受け止めるが、やはり先ほどよりも威力が低いせいか容易に押し返されてしまう。

　そして、また距離を取ってからアルフは投石を開始する。

　何度も、何度も何度も、時に隙を見計らって木や岩を足場に利用して跳ちよう躍やくし、細剣レイピアのように切っ先を打ち付けることでセルタスの剣を弾き、動きを抑えていく。

「──刻まれろッ!!」

　しかし、僅わずかな隙をついてセルタスは風の刃やいばを浴びせるために剣を振り抜く。

　重たい一撃と甲高い鉄音の後、風の刃によってアルフは地面を転がる。

　だが、先ほどのような肌を裂く感覚はない。

　その手応えはセルタスにも伝わったようで、アルフの様子を見て眉をひそめた。

「最初の奴やつに軽装は失策だと言われちまったが……あんた相手には最適ってところだな」

　アルフが土つち埃ぼこりを払いながらそんな言葉を口にし、セルタスも状況を理解した。

「てめぇ……打ち合いを利用して、わざと吹っ飛ばされやがったのか」

「そういうこった。軽けい鎧がいしか選択肢がなかったとはいえ、嬉うれしい誤算ってもんだよ」

　アルフは最初にセルタスの斬ざん撃げきを受けた時、その間合いと時間を測っていた。剣を受けてから、風の刃が前方へと放たれる距離はちょうど人間二人分の距離。そして風の刃は剣を受けた直後に放たれるのではなく、僅かに時間差がある。それならば一撃を受けた際、勢いを利用して大きく距離を稼かせぐことで、風の刃が到達する前に避けることができる。軽装であり、体格が優れない故に身軽である……アルフだからこそ取れる回避方法。

「避ける方法がわかっただけで、調子に乗ってんじゃねぇぞッ!!」

　セルタスが追撃を行うよりも早く、アルフは逃走して投石を始める。

　この試合は今までアルフが行ってきた中で最長。いくらアルフが軽装で投石中に多少休めるとしても、これ以上走り回って体力を消耗するのは得策ではない。そして、ただこちらの一撃を防いでいるセルタスと違って、徐々に不利な状況へ追い込まれている。

　何度も、祈るような気持ちでアルフは投石の後に剣を重ねていく。

　何度繰り返したかすら忘れるほどの頃合い……今までと違った手応えをアルフは感じた。

「このッ……いい加減にしろッ!!」

　痺しびれを切らしたセルタスは渾こん身しんの力を込め、アルフの身体ごと吹き飛ばす。

　やはり蓄ちく積せきした疲労を誤ご魔ま化かすことはできなかったのか、受け身を取れずにアルフは地面を転がる。口の中に広がる土の味に顔をしかめながらも、アルフは再び剣を手に取ろうとするが、その手に剣の感触はなかった。

　視界の端はしに映る、遠くに弾き飛ばされているアルフの剣。

「これで、ようやく終わりってやつだ」

　セルタスがそんな言葉を口にしながら、アルフへと近づいてくる。

「残念だったなぁ？　今まで卑ひ怯きような手を使ってここまできて、猿みたいな真ま似ねをしてまで俺と戦ってたってのによ」

　下げ卑びた笑いを浮かべながら、セルタスはアルフを見下ろす。

　勝利は絶望的、そう呼ぶに相応ふさわしい状況。

　だというのに、アルフは左手を抱えながら身体を震わせていた。

「……なに笑ってやがんだ、猿野郎。頭でもおかしくなったか？」

　このような状況下でも笑っているアルフの様子が、セルタスの癇かんに障さわったのだろう。

　しかし、アルフは笑みを崩さない。

「心底おかしい時に笑うってのが……人間って証拠だ」

　普段と変わらない様子で、アルフは減らず口を叩たたく。

　気でも触れたと判断したのか、セルタスは軽く息を吐いてからアルフへと告げる。

「終わりだ、ここで寝とけ猿野郎」

　高く上げられたセルタスの剣が、アルフ目掛けて振り下ろされる。

　嫌いやにゆっくりと見える剣の動きを眺めながら、アルフは座り込んだまま動かない。

　そして──




　爆薬の仕込まれた左の篭こ手てを、セルタスの剣へと合わせるように突き出した。




　爆発による衝撃と音が闘技場内に響き渡る。

　しかし、その規模は極小といっても過言ではない。

　眼前で起こった炸さく裂れつ音おんによってアルフの眼前が一瞬眩くらんだが、衝撃によって軋きしんだ左腕の痛みによってなんとか意識を保つ。

　セルタスは爆発に驚き、思わずといった様子で後方へと跳び退いているが……呆ぼう然ぜんとした様子で自身の手にある剣を眺めていた。

　視線の先にある、根本から折れた剣。

「あー……ったく、刃引きがしてあるせいで時間が掛かっちまった」

　ゆっくりと立ち上がりながら、アルフはそんな言葉を口にする。

「こんな、なにが……てめぇ、何をしやがった!?」

　目の前で起こったことが理解できていないのか、セルタスは顔面を紅潮させながら喚わめく。

「邪魔なあんたの剣を折った。見ただけで理解してくれよ」

「あんなチンケな爆発ごときで……剣が折れるはずねぇ!!」

　爆薬は相手の間近で炸裂させて昏こん倒とうさせる目的の物であり、アルフ自身の安全のためにも少量しか持ち込んでおらず、剣を叩き折るほどの威力はなかった。

「まず一つ、お前の《風ふう纏じん》は風を生み出すものじゃない」

　アルフは挑発的な笑みと共に指を一つ立てる。

「《風纏》の魔術はより正確には『周辺にある空気を集約し、圧縮して真空を作り出す』ってものだ。真空状態は長く維持できるものじゃなく、振り抜き直後のわずかな時間しか『風の刃やいば』を生み出すことができない。だからお前は常に真空を生み出せるように、集約した空気を武具にまとわせていなければならない」

　周囲の空気を集約していたからこそ、アルフの投石は僅わずかに軌道を変えていた。集約された周囲の風には通常よりも多く酸素が含まれている。そしてアルフはセルタスが剣を振り下ろして真空へと変える直前、籠こ手てに仕込んだ爆薬を炸さく裂れつさせて威力を増大させた。

「たとえ風をまとっていようが、お前が使ってるのはただの剣だ。どんな物だって何回も同じ箇所を斬きられていたら傷がつくし、傷が深くなれば脆もろくなる。たったそれだけの、猿でもわかる単純な話だろ？」

　アルフが岩を踏み台にして入れた一撃。

　僅わずかな傷を作ったその部分だけを狙って、アルフはただひたすら斬ざん撃げきを入れていた。

　何度も、何度も、何度も何度も何度も……同じ箇所だけを斬り続けていた。

「そんなことが……できるはずねぇだろ!?　動きすら予測できない相手の剣に、何度も斬撃を入れるなんてことが──」

「『できるはずがない』ってのは思考停止した奴やつの言い訳だ。現に俺はそれをやったんだよ。風による軌道のズレを調整して、『魔術を使うのではなく、剣によって投石を弾く方が最適である』距離を保ちつつ、剣で弾いた際に必ず傷が目視できる角度で石を投げ続け、その傷に合わせて刃やいばを叩たたき込む」

　口端を吊つり上あげてアルフは笑みを浮かべる。

「どうだ、言葉にしてみれば簡単なことだろ？」

　アルフの説明に対して、セルタスは言葉を失って呆ぼう然ぜんとしている。

「さて……互いに武器を失ったが、降参するつもりはどちらもない。だったら、今からやることはもう決まってるよな？」

　体術の構えを取りながら、アルフは右手の指先を曲げて挑発する。

「魔ま騎き士しの誇りもクソもない、醜みにくい殴り合いでもやろうじゃねぇか」

　自信に満ちた笑みのアルフと対照的に、セルタスは忌々しそうに折れた剣を放り捨てる。

「……上等じゃねぇか。殴り合いだろうと何だろうと、てめぇみたいな底辺に……この俺が負けるわけがねぇんだよッ!!」

　激げき昂こうするセルタスは拳こぶしを振り上げアルフに向かって駆け出す。

　互いに武器が無くなり格闘戦に持ち込むことができたとはいえ、アルフが有利になったわけではない。一見軽装で身軽であるアルフの方が格闘戦に向いているように見えるが、素手で甲かつ冑ちゆうに打撃を通すのは難しく、左手は先ほどの爆発によってまともに動くか怪しい。

　逆にセルタスの動きは鈍重であっても、一撃でもアルフに与えることができれば致命傷を与えることができる。

　先ほどまでの戦闘でアルフは体力を消耗しているため、格闘戦を得意としているという点も大きな差であるとは言いがたい。アルフが求めるのは他者が好むようなギリギリの場面で勝負をすることではなく、どのような手段であっても確実に勝利を手に入れることである。確実な勝利のためにここで自身の剣を取りに走るべきなのだろうが、今回アルフが自らに課した勝利条件には「セルタスを無様に敗北させる」という内容も含まれている。

　ここまで散々な試合をやってきたのだから、最後まで自分らしい戦いで勝利すればいい。

　雄お叫たけびを上げながら突っ込んでくるセルタスの挙動に注意しながら、アルフも身を深く落として地面を這はうように駆ける。

　そして地面に身体を擦こすり付けるように滑すべり、セルタスの両脚の隙間を抜けようとする。

　短期決着を目指すのならば、首元に一撃を叩たたき込んで意識を奪うしかない。

　背後に回るのが目的であるとセルタスはとっさに考えたのか、滑り込もうとするアルフの身体を捉えるために、拳こぶしを振り下ろそうとした時──

　ドスッ、と妙に鈍にぶい音が聞こえた。

　そしてほぼ同時、状況を察した観客たちが大きくどよめく。

　動揺にも似たその声は男性の比率が多く、目を覆おおいながら天を仰ぐ人の姿も見えた。

「──お、れの……輝かしい、功績……ッ！」

　かろうじて残っていた気力を振り絞って、セルタスはうわ言を呟つぶやき、怒りで紅潮していたものから反転、顔面蒼そう白はくでこの世の終わりと言わんばかりに歪ゆがんだ表情を作る。

　セルタスの股間に突き刺さっているアルフの踵かかと。

「あんたが積み上げてきたのは、全部薄汚い功績ってもんだろうが」

　情けなく股間を両手で押さえながら、セルタスは白目を剥むいて崩れるように倒れ込む。

　汚い物を拭ぬぐうように足を地面に擦り付けていた時、試合終了を告げるラッパが鳴り響く。

　目標を完遂しながらも、アルフはただ何も言わずに空を見上げ続けていた。





　◇






　今回の『騎士祭典ヘクサフエステイバル』は過去最悪の理由によって、大きな盛り上がりを見せていた。

　本来ならば、最上段に位置する貴き賓ひん席へと続く道は魔ま騎き士したちの憧れであり、王族から与えられる祝福と近衛このえ魔騎士への就任は名誉の象しよう徴ちようであった。

　それが今回、優勝者に与えられるのは祝福の言葉ではなく罵ば倒とうの嵐。ファンファーレの中に混じるのは悪あく言げんの数々。放り投げられるのは彩り鮮やかな花々ではなくゴミや紙かみ屑くず。

　そのような状況下であってもアルフは表情一つ崩さず、終始変わらず面倒そうに背を丸めながら欠伸あくびをしているのだから、観客を煽あおっているようにしか思えない。

　そして、壇上で佇たたずんでいる見知った顔の二人。

　この国における最高権力を持つ国王とその妹である姫君。しかし壇上に待つ二人は片や今にも笑い出しそうな表情で、片や不機嫌な様子を隠すことなくアルフを睨にらみつけていた。

「や、やぁ……アルフくん。優勝おめでとうと言うべきか、面白い試合を見せてくれてありがとうと言うべきか……くはっ！」

　クライドはアルフへと言葉を掛けながらも、顔を背そむけて笑いを堪こらえている。

「…………おめでとうございます」

　渋々といった様子でフィリーネはアルフへと祝福の言葉を掛ける。その表情は沈ちん痛つうというよりも覇は気きのないもので、俯うつむきがちなせいか目に光がないように映る。

　剣けん呑のんな雰囲気を和ませようと、アルフは清すが々すがしい笑顔でフィリーネへと声を掛ける。

「よ、こんなところで会うとは思ってなかったぜ」

「そうですね……！　私もまさか、あんな形で勝ち進んできた挙あげ句くまるで悪びれた様子もない兄弟子と対面するとは思ってもいませんでした……！」

　微かすかに怒りをにじませたフィリーネだったが、大きく息を吐くことでなんとか取り繕う。

「……試合内容についてはさておき、ここまで勝ち進んできたのは紛まぎれもない事実です。今回の大会を勝ち抜いたあなたに対して、近衛このえ魔ま騎き士しとしての称号を与えましょう」

　表情を引き締め、フィリーネは右手に携たずさえていた長剣を高く掲かかげる。

　それに合わせて、アルフも主君であるフィリーネの前にひざまずいて頭こうべを垂たれた。

　主君の持つ剣の平で両肩を叩たたかれ、その身を主君の剣として忠誠を誓う儀式。

　本来なら軽く肩を叩くだけで終わるものだが、高く掲げられた長剣が勢いよくアルフの肩を叩いて痛々しい音を立てる。それだけで怒りの度合いが窺うかがえるというものだ。

「これにて、叙任の儀を終わります。今後は近衛魔騎士として、誇りある行動を心掛けるようにしてください」

「まぁ、俺も悪かったとは思ってるって。どうしても腹が立ったから目に物見せてやりたかったのと……この国の奴やつらに、この場を借りて言っておきたいことがあったんだ」

「……言っておきたいこと、ですか？」

　怪け訝げんそうな表情をするフィリーネから背を向け、アルフは壇上から闘技場へと向き直る。

「悪いが、今から少しだけ話をさせてくれッ!!」

　腹の底から声を張り上げ、あらん限りの声量で場内へと言葉を放つ。

　野や次じなどによって喧けん騒そうに包まれていた場内はアルフの言葉を聞いて徐々に静まる。

　今から告げる言葉は場合によっては反逆と捉えられる可能性すらある。

　それでも、アルフはこの言葉を思いのまま吐き出してやりたい。

「俺は卑ひ怯きような手段でここまで勝ち進んできた！　だが、それがどうしたってんだ!?　悪い事だっていうのか!?」

　そう言い切った瞬間、再び場内から罵ば倒とうが湧き立つ。しかし、アルフは言葉を止めない。

「正々堂々騎士道精神に則のつとる？　そんなものを守って何の意味がある!?　正々堂々真面目にやっていても、目に見えないところで卑怯な手段を使う奴なんていくらでもいる!!」

　勇気、誠実、高こう潔けつ、寛かん大だい、信念、礼義、崇すう高こう、弱きを助ける心……魔騎士が信条としていたそれらを守っている存在など、もはや数えるほどしか存在していない。

「俺はそんな奴らが許せねぇ!!　裏で反へ吐どが出るほど姑こ息そくなことをしているくせに、それを隠して平然としてる奴らの方がよっぽど卑怯じゃねぇかッ!!」

　騎士道を守るべきはずの魔騎士ですら、陰で姑息な手段に手を染めた。

　目には目を、歯には歯を、卑怯な奴らには卑怯な方法で鉄てつ槌ついを下す。

「だから俺はこれからも、正々堂々真正面から卑怯な方法でそいつらを叩き潰つぶしてやる！」

　溜ため込んでいたものを吐き出すために、アルフは息を大きく吸ってから言い放つ。




「俺は……魔ま騎き士しなんか大ッッッッッッッ嫌いだ!!」




　声高々とその場にいる全ての人間に聞こえるように叫んだ。

　魔騎士でありながら魔騎士を否定する言葉を口にするアルフを見て、多くの人間が唖あ然ぜんとしていた時……ただ一人、ゆっくりと動く姿があった。

「あ、あなたは──」

　絞り出すような声を聞き、アルフは恐る恐る振り返る。

　我慢の限界と言わんばかりに、憤ふん怒ぬの形相で長剣を振りかぶっている姿。

「──なんでそんなことばかりするんですかああああああああああああああッ!!」

　怒りの叫びと共に、風切り音を生みながら長剣が容赦なく振り抜かれた。

　鈍にぶい音を立てながら剣身がアルフの胴を薙なぎ、殴り飛ばされたアルフは壇上への階段を面白いように転がって行く。

　こうして、かつてないほど最悪な優勝者を輩出した大会は、主君が涙を流しながら優勝者を殴り飛ばすという最低な終わり方で幕を閉じた。






　三章　ダメな魔騎士を更生したがる姫の道









　史上最悪と称された『騎士祭典ヘクサフエステイバル』から半月ほどが経たった。

　下級魔騎士であったアルフは上級、特級などの等級をいくつも飛ばし、近衛このえ魔騎士に昇格して城へ住みこむ運びとなった。だが、『騎士祭典』を卑ひ怯きような行いによって勝ち進み、あろう事か魔騎士が大嫌いだと宣言した問題児を野放しにしておくわけにはいかない。

　騎士の精神と誇りを掲かかげるセンタリアの姫という立場もあるが、その問題児がかつて鍛たん錬れんを共にしていた兄弟子であるというのだから、なおのこと放っておくわけにはいかない。

「…………はぁ」

　近衛魔騎士に与えられる一室の中、事務机の前に座っているアルフが溜ため息いきをついたのをフィリーネは見逃さなかった。

「アルフ、手が止まっています」

「……ちょっと手を休めただけだろ？」

「十分ごとに手を休める必要はないです。さぁ、手を動かしてください」

　聞き分けのない子供を叱りつけるように言うと、アルフは恨うらみがましそうな視線を一度だけ向け、再び机に向かい始める。

「……人間は神々と異なり、生まれながら魔力という罪をその身に宿す存在でもあり、魔騎士はその罪を糧かてに弱き者たちを守る──なぁリーネ、これっていつ終わるんだ？」

「それはもちろんあなたのその曲がり腐った根性が矯きよう正せいされて、未み来らい永えい劫ごう歪ゆがむことのないよう魂に深く刻み込まれるまで、です」

　アルフがそう尋たずねる度に、フィリーネは一言一句違たがわず同じ言葉をアルフへと返す。

　フィリーネが壇上から殴り飛ばして怪け我がを負ったことにより、アルフは二週間ほど治療による療りよう養ようを行っていた。そして今日、フィリーネは医者から許可を取るや否やアルフの部屋へと向かい、勢いよくドアを開け放って宣言した。

「アルフを……更生しにきました」

　事態を飲み込めていないアルフは寝転がった体勢のままわけもわからず呆ぼう然ぜんとし、その間に有無を言わせることなくフィリーネは魔ま騎き士しの精神が説かれた教典、それらに関連した書物を運び込み、朝から延々とそれらの音読と書き写しを行わせていた。

「リーネ、お前もずっと座って監視してるだけじゃ疲れるだろ」

「あなたを更生するのが私の仕事です。一片たりとも苦ではありません」

　そうはっきりと告げたことで、アルフが崩れるようにして机に突っ伏した。

　フィリーネはセンタリアの姫という立場であるが、国政の全てを兄であるクライドが執とり行っているため、祭事などが無い限り表に出ることはない。決して暇ひまというわけではないが、時間は他者が思っている以上に有り余っている。

　こうして丸一日アルフの監視をしていても何ら問題はなく、手を休めたら先ほどのように促うながし、居眠りをすれば全力で叩たたき起こし、決して目を離さないと決め込んでいる。

　しかも、何かしらの用でフィリーネが席を外す時は──

「失礼しまーす……あ、ちゃんとやってるみたいだね、にーさん」

　控えめなノックの後、聞き覚えのある声と共にゆっくりとドアが開く。

「ええ、『今のところ』ちゃんとやっています。アンリちゃんの方は終わりましたか？」

「リーネさんに言われた通り、とりあえずベッドのシーツ毛布は全部回収して……それで私の部屋に全部置いてきたよ！」

「……えっと、回収したのなら洗った方がいいのでは？」

「洗うなんてとんでもない！　にーさんの匂いが染みついたシーツと毛布なのにっ!!」

「アンリちゃん落ち着いてください、新しいシーツがしわくちゃになってますから！」

　なぜか興奮気味であるアンリをなだめながら、フィリーネは内心で溜ため息いきをつく。

　フィリーネがアルフの更生を決めた際、協力者として選んだのがアンリであった。

　近衛このえ魔騎士は専用の部屋が与えられ、世話係としてメイドを一人付けることができる。

　城に来てからアンリは「にーさんがいない……仕事がない……落ち着かない」と元気がなかった。そこでアルフを更生させる件とメイドとしての仕事をアンリに持ちかけたところ、意い気き揚よう々ようと承諾して客人から城仕えのメイドになった。

「にーさんのお世話をしてお金がもらえるなんて……天職ってこのことなんだねー」

　恍こう惚こつとした表情で、アンリは湯気の立つティーカップをアルフに差し出す。傍はたから見たら注意散漫で危なっかしいが、アンリはメイドの仕事に関して一切ミスをしない。

　国中で悪名高い魔ま騎き士しの妹ということもあり、フィリーネも当初は環境に馴な染じめるかどうかを心配していた。だが、アンリは持ち前の明るさだけでなく、仕事の手際も良いため同僚やメイド長からの評価は高い。

　また、年端もいかない年齢でありながら、懸命に働く姿が微笑ほほえましいと他の近衛このえ魔騎士からも好評で、瞬またたく間に周囲に溶け込んでしまった。そんなアンリの活躍によって、『できる妹に依存した結果ダメになった兄』という新たな評価がアルフには追加されている。

　ただ、アンリをメイドにしたことによる誤算があった。

「それより……にーさん疲れてない？　肩揉もむ？　足揉む？　それとも……腰がいい？」

「なんでやたらと俺の身体を揉みたがるんだよ……」

「だって『騎士祭典ヘクサフエステイバル』の間はにーさんのお世話ができなかったし、怪け我がをしてる時は別のメイドさんがお世話してたし……その分、にーさんにたっぷり触れたいもん」

「あー……わかったわかった。それじゃ思う存分触ってくれ」

「わーい、やったー！」

　アルフの首元に手を回し、嬉うれしそうに頬ほおをすり寄せながらはしゃぐアンリを見て、フィリーネは頭を抱えたくなる気持ちを抑えて溜ため息いきをつく。

「……アルフ、アンリちゃんを利用してサボろうとしないでください」

「これはサボりじゃなくて妹への家族サービスだ」

「いやいや、マッサージされるのが家族サービスなんて聞いたことありませんから。ほら、アンリちゃんもアルフから離れてください」

「えぇー……にーさんと触れ合うも、私にとっては仕事の一環なのに」

「すみません、メイドの業務内容に含まれていないことですから。……今は私が監視していますから、しばらくアンリちゃんはメイドのお仕事をしていてくれますか？」

　アルフの作業が進まないので、フィリーネはアンリを引き剥はがし、背を押して部屋の外へと向かわせる。妙に恨うらみがましい視線を向けられたが気にしないようにしておこう。

「むー……それじゃ、ささっと雑務を済ませてくる！　にーさん、あとで全身ほぐれるまでマッサージしてあげるから期待しててねっ！」

　アンリが手を振りながら部屋を出て行った瞬間、二人分の溜息が綺き麗れいに重なった。

「あの、アンリちゃんって普段からアルフにべったりなんですか？」

「いや……普段はそうでもないんだけどな。一緒のベッドで寝たり、俺の服を着替えさせてくれたり、歯を磨いてくれるくらいだ。普通だろ？」

「あなたたち兄妹きようだいの『普通』がおかしいことだけはわかりました……」

「まぁ、しばらくしたら落ち着くと思うから大目に見てくれよ。アンリも邪魔しようとか、悪気があってやってるわけじゃないからさ」

「それはそうなんでしょうけど……ですが、さすがに依存しすぎではないでしょうか？　先ほどアルフが言った生活の様子からして、アンリちゃんだけでなくアルフも──」

「わかってる」

　短い、そんなアルフの一言によって言葉が遮さえぎられる。

「全部わかってる……わかってやってるからさ」

　力なく笑いながらも、アルフはそれ以上何も言わない。

　そんな幼おさな馴な染じみの様子を見て、フィリーネは小さく息を吐く。

「なら……いいです。ですが、何か困ったことがあるなら遠慮なく言ってくださいね」

「幼馴染が無意味な書き写しを強要してきて困ってるから助けてくれ」

「とっても面倒見が良くて優しい幼馴染がついていますから、早く手を動かして書き写しを終わらせましょうね。それと無意味とか言わないでください、叩たたきますよ」

　満面の笑みを向けたことで、アルフがこれ見よがしに溜ため息いきをつく。

「やっぱり、病み上がりで色々やるのは身体に悪いだろ。ここは一つゆっくりと段階を踏んで、明日から徐々に訓練へと向けて身体を慣らしていく方向の方が──」

「ダメです。アルフはいつも私を騙だまそうとしたりウソをついたりしますから、今回ばかりは耳を貸さないことにしているんです」

「騙すとか嘘うそつきだとか人聞きが悪い。俺はそんなことをした記憶はないぞ？」

「アルフは一度自分のやってきたことを省かえりみた方がいいですね……。言っておきますけど、私はちゃんと全部覚えてますからね？」

「ほお、それじゃ挙げてみてくれよ」

　フィリーネは記憶の中にある思い出をいくつか掘り起こしてみる。

「……子供の頃に湖で水浴びをしていた時、『湖の中に沈んだ町がある』とか言って私にずっと素潜りをさせたりしたじゃないですか」

「それってたしか、お前が『水の中ってキラキラして綺き麗れいですね』って言ったから、『湖の中に沈んでいる町はもっと綺麗だよ』って俺が返した話だろ？」

「……だから、私はすぐ近くの湖に沈んだ町があると思ってずっと探してたのに」

「俺は『湖の中にある』って言っただけで、近所の湖にあるなんて一言も言ってないだろうが。それなのにリーネは近場の湖を全部回るとか言い始めるし、見つけるまで帰らないって泣きながら駄だ々だこねるし、帰りが遅くて探しにきた親父おやじに怒られるしで散々だった」

　悪びれた様子も無く答えるアルフを見て、フィリーネはさらに昔の出来事を並べ立てる。

「……何かを決める時、裏表が同じ絵のコインを使ってズルをしてました。最後に残ったお菓子とか、いつもそれでアルフに取られてました」

「それは裏面まで確認しなかったリーネが悪くないか？」

「私が『絵本の続きが気になります』ってアルフにきいた時、『本当の結末は……』なんて言って怖い話を語ってきました。そのせいでしばらく夜が怖くて眠れませんでした」

「続きが気になるって言うから、俺は原本に載のってる続きってのを聞かせてやったんじゃないか。……ああ、その時ってたしか城に泊まった時だな。夜中に叩き起こされて『一人でトイレに行けないからついてきてください』って言われた記憶がある」

「余計なことまで思い出さないでくださいっ！　ええと……そう、子供の頃に魚は空を飛ぶってウソをつかれましたっ！　その日はずっと空を眺めてたのに、首を痛めただけで魚なんて一匹も見ませんでした！」

「俺が言ったのは海面を滑空するトビウオのことだ。常識的に考えて、魚がふわふわと空を飛んでるわけないだろ」

　アルフは全てに対して淀よどみなく答えてから、溜ため息いきと共に言葉を加える。

「まぁ、全部リーネが勘違いするように言葉を選んでたけどな」

「つまり騙だますつもりだったってことじゃないですかぁっ!!」

　当時の恨うらみと言わんばかりに、フィリーネは手近にあった枕でぼふぼふとアルフの背中を殴りつける。子供の頃からなんてことを考えているのだろうか。

　しかし、椅子に座って殴られるがままになっているアルフは特に気にした様子もない。

「何にせよ騙される方が悪い。お前は昔っから何でも素直に受け取りすぎだ」

「だ、だって！　いつも本を読んでるアルフが言うなら間違いないって、私はアルフのことを信じて、信じてたのにっ──いえ、そもそもアルフを信じた私が悪かったのでしょうね……。何度も騙されてその度に信じていただなんて言っているんですから……はは、まるで私は忠犬、忠犬リーネです。はは、姫なのに犬とか笑っちゃいますね、わんわん……」

　自分が悪かったという思考が延々と回り続けた結果、ひどく気分が落ち込んで立っていられず、その場で足を抱えて座り込む。いっそこのまま床に埋まりたい。

　そんなフィリーネの様子を見ていたアルフが、頬ほお杖づえをつきながら溜息をついた。

「リーネ……やっぱり、その発作というか悪い癖くせみたいなのは直ってないんだな」

「はい、すみません……。直そうとは思ってるんです、すみません……」

　そうアルフに言葉を返しながらも、気分が晴れることはない。

　昔からフィリーネは『自分が悪い』と思った時、酷ひどく気落ちする癖があった。

　父親からいつも出来の良いクライドと比べられ、その度に出来が悪いと叱責を受け、いつしか「自分が悪い子だから、お父様は怒っている」と考えるようになった。

　だから父親の言う事を聞く真面目な良い子で在あり続け、何か失敗すれば『自分が悪い』と思い込むようになり、そんな思考が回り続けていつも塞ふさぎ込んでいた。

　アーロンに師事するようになってから、父親から何かを言われることは無くなったが……それでも、子供の頃に根付いてしまった癖はなかなか直らない。

「……直そうとしてるってのはちゃんとわかってる。昔と違って大勢の人間の前に出ただけでダウナー入ったりしないし、この前の貿ぼう易えき市いちの時だって大丈夫だったしな」

「はい……一国の姫として不ぶ様ざまな格好を見せないように、せめて人前ではこうならないように気を付けているのですが……やっぱり、気を抜くとダメみたいです」

　膝ひざに顔を埋め、鉛のように重々しい溜息が自分の意思に反して出てしまう。

「まぁ、俺とかアンリの前だったらいいだろ。気を張ってたら疲れちまうだろうしよ」

「そんなこと言って、きっとアルフは私が気を抜いた瞬間にサボるんです……」

「落ち込んでる状態でも妙なところは鋭いな……。ほらほら、騙だました俺が悪いし、お前は何も悪くないからそろそろ立ち直ってくれ」

　アルフに頭をぽんと叩たたかれ、フィリーネは渋々と顔を上げる。

「よく騙してる俺が言うのもなんだけど、リーネはもう少し本を読めって。普段から本を読んでれば騙されてるってちゃんと気づくだろうしよ」

「……本だったら、教典や魔ま騎き士しの心得が説かれている書物をちゃんと読んでます」

「だからそういった本じゃなくて、もっと色々な本を読んで知識を増やせってことだよ」

　羽ペンの先で山積みになっている本の山を指しながらアルフは言うが、本のタイトルを一通り眺めたフィリーネは思わず首を傾かしげた。

「『よくわかる錬金術の歴史』『刀剣職人の日々』『薬くす師しによる大陸周遊記』『他国民間伝承研究書』『今昔妖魔物語』『りゅうのえほん』『金貨流通と経済事情』……えっと、なんでこんなにバラバラな種類の本を読んでいるんですか？」

「本の種類を統一して読んでいたら思考や知識が偏かたよるんだよ。そして知識の偏りは発想の偏りにも繋つながる。だから騎士経典とかばっかり読んで、頭が固くなってるリーネは騙しやすい──ああもう、悪かった。悪かったから壁にめり込もうとしないでくれ」

　アルフの謝罪を聞いて少しだけ気を持ち直し、軽く頭を振ってから向き直る。

「……ともかく、アルフはちゃんと教典を読むべきです」

「それは人それぞれってやつだ。少なくとも俺にとっては教典を読んだり、訓練やらで技術を磨くよりタメになる」

　アルフは昔から鍛たん錬れんよりも読書をしていることが多かった。鍛錬によって己の技術と精神を鍛えるのが一番だと考えるフィリーネとしては、なんとも納得のいかない話である。

「それなら……アルフには、訓練の大事さというものを改めて理解してもらいましょう」

　フィリーネが意い気き揚よう々ようと立ち上がったことで、アルフの表情がこれ以上ないほど歪ゆがむ。

「嫌いやだって言ったらどうなる？」

「私が騎士の心得について丸一日お説教しながら書き写しをしてもらいます」

「おう大歓迎だ。訓練やらでボコボコにされるより、説教を受けてた方がマシだろうし」

「お願いですから、もう少しやる気というものを見せてくださいっ!!」

　アルフの後ろ向きな言葉によって、フィリーネの心が折れそうになる。

　ひねくれ者の更生にはまだまだ時間が掛かりそうであった。





　◇






　一度アンリにアルフの監視を任せて着替えを行い、フィリーネは渋るアルフを引っ張るようにして城内にある武器庫を訪れていた。

「すみません、ヴェインさん。訓練後で疲れているのに野や暮ぼ用ようを押し付けてしまって」

「身に余る御お言こと葉ば、恐きよう悦えつ至し極ごくでございます。フィリーネ様直じき々じきの御命令となれば、いかに些さ末まつな事柄であろうとも尽じん力りよくする所存です」

　畏かしこまった口調と態度を一切崩すことなく、ヴェインはフィリーネに頭こうべを垂たれる。しかしフィリーネは思わず苦笑を浮かべてしまった。

「えっと……ここは城内ですし、あまり畏まった態度を取らなくても大丈夫ですよ？」

「ですが、我が国の姫に対し、忠誠を誓う魔ま騎き士しが口調を崩すなど──」

「では、その忠誠を誓う姫から新人近衛このえ魔騎士さんへの命令です。城内で私と接する時には、少しでいいですから口調を柔らかくすること。いいですね？」

「……ハッ！　御命令、たしかに承うけたまわり──いえ、了解しました」

　困惑しているヴェインに対して、フィリーネはふわりと微笑ほほえんで見せる。

　フィリーネは普段から近衛魔騎士たちと共に訓練を行っていることから、近衛魔騎士たちを家臣ではなく友人として見ている。だからこそ、ある程度の節度を守り、友人のように平易で柔らかい口調をするようにと教えていた。

「お？　お前って貿ぼう易えき市いちの時にいた……えー、ノッポくん」

「ヴェインだッ!!　お前は人の名前すら覚えられんのかッ!?」

　そんな節度すら守る気がないアルフは、引きずられた状態のままノンキにヴェインへと挨拶をし、そして怒鳴られていた。

「まぁそれはさておき、中央区所属のお前がなんでここにいるんだ？」

「フィリーネ様に引きずられているお前に言われたくはないが……俺は貴様と違い、武功と功績によって『騎士祭典ヘクサフエステイバル』の際に叙じよ勲くんを受けた内の一人だ」

　ヴェインは『騎士祭典』の試合が始まる前の叙勲式によって、近衛魔騎士へと就任している。アルフは参加者として控室にいたことから、式典の様子を見ていなかったのだろう。

「……フィリーネ様、なぜこのような男を気に掛けるのですか。この男は魔騎士としての心構えもなく、栄誉ある『騎士祭典』の場を汚した男だというのに」

　一度アルフに視線を向けてから、ヴェインはフィリーネの行動を諌いさめるように言う。

『騎士祭典』の一件によって、アルフはほぼ全ての近衛魔騎士たちから侮ぶ蔑べつの込められた視線を向けられ、隠そうとすらしない嫌悪の表情を浮かべられ、聞こえよがしの誹ひ謗ぼう中傷を受けている。ヴェインと共に就任し、同期に当たる近衛魔騎士たちも同様だ。

「その男がフィリーネ様の旧知であることは以前に伺うかがいました。ですが……フィリーネ様はこの国における姫です。友人としての情や責任があったとしても、ご自身の立場を考えて行動していただかねば、他の近衛魔騎士たちの士気にも関わってきます」

　アルフが『騎士祭典』での行動全てを不問にされたのは英雄の息子であり、王族とも知己であるからだという噂うわさが城内に流れている。それは当然フィリーネの耳にも届いており、更生という名目があっても、こうして一緒にいるだけで好奇の視線に晒さらされるだろう。

　しかし、フィリーネは普段のように笑みを浮かべながら問い掛ける。

「ヴェインさん、アルフはなぜ『魔騎士なんか大嫌いだ』と口にしたんだと思いますか？」

　怪け訝げんそうな表情を作るヴェインに対して、フィリーネは言葉を続ける。

「彼は『魔ま騎き士しなんか大嫌いだ』と言いました。その発言は魔騎士たちだけでなく、それらを信じる国民全てを侮辱したことになります。ですが……ただ卑ひ怯きような手で楽に近衛このえ魔騎士になりたいなどと考える人間が、大衆の前でそのようなことを言うでしょうか？」

　最初の試合でアルフが卑怯な手を使って勝利した時、フィリーネは共に学んだ子弟に裏切られたという感情と、魔騎士を侮辱したという怒りの感情しか向けられなかった。

　たしかにアルフには家の建て直しのための資金、今後必要となる給金といった待遇の向上など、勝ち進まなければいけない理由があった。だから私利私欲のために卑怯な手を使ってでも近衛魔騎士となろうとし、『騎士祭典ヘクサフエステイバル』という場を汚したのだと思い込んでいた。

　しかし、フィリーネはアルフのことを幼い頃からずっと見続けてきた。

　アルフはどれだけ堕だ落らくしようとも、私利私欲のために誰かを蹴落としたり、陥おとしいれたりする行動を良しとは考えない。そういう人だとフィリーネは信じている。

　だからこそ、フィリーネはアルフの行動について自分の考えを語る。

「彼は今の魔騎士たちを見て憂うれいたからこそ、それを正すという覚悟を持ってあの発言を行ったと私は考えています。ですから……私は姫という立場として彼の覚悟を見定めるだけでなく、魔騎士として本来の正しい姿を彼に示すために彼と行動を共にしています」

　ヴェインは俯うつむき、押し黙りながらフィリーネの言葉に耳を傾かたむける。

「ですが、覚悟は立派であっても言動に問題がないとは言い切れません。だからこそ、私はこうして訓練を行って彼を更生し、彼自身にも清く正しい魔騎士になってもらおうと考えています。ですからヴェインさんも、彼をただ揶や揄ゆするのではなく……彼を納得させるような、立派な魔騎士であるように心掛けてください」

　苦々しい表情を作りながらもヴェインは恭うやうやしく頭を下げて「痛み入るお言葉、謹んでお受けいたします」と返してから、自身の得え物ものである大槍やりを担ぎ上げ、その場を去った。

「まったく……噂うわさについてもですが、魔騎士だろうとそうでなかろうと、誰かを中傷するのが間違っているとは思わないのでしょうか」

　フィリーネがアルフに関する話を思い出して少しだけ腹を立てていた時……ふと、妙に黙り込んでいるアルフが気になって視線を向けてみる。

「……あの、アルフ？　なんで顔を逸そらしているんですか？」

「いや、まぁ……覚悟やら何やらと俺をすごく買ってくれたところ悪いんだけど、『魔騎士が大嫌い』って言ったのはその場のノリっていうか、つい熱が入ったというか？」

　アルフがバツの悪そうな表情と共に頭をかいているのを見て、フィリーネは笑みを浮かべながら納得したと言わんばかりに手を叩たたく。

「なるほど、つまりあの発言はその場のノリで言ってしまっただけだったと……そういえば話は変わりますが、たしかアルフの将来の夢って剣の錆さびになることでしたよね？」

「そんな自殺願望丸出しの夢は抱いたことないから剣を抜こうとするんじゃない……ッ!!」

「だったら私がヴェインさんと話している最中に止めてくださいよっ!!」

　怒りと羞しゆう恥ちで顔を赤くしながらフィリーネが剣に手を掛けたところで、アルフは尻もちをついたまま降こう伏ふくと言わんばかりに両手を上げる。アルフが噂うわさを気にしているんじゃないかと気遣ったのに、語ってしまった自分が恥ずかしい思いをしただけになってしまった。

　アルフがひたすら謝り倒していた時……廊下の向こうから、大きな鞄かばんを背負ったアンリが小走りでやってきた。

「お待たせー……って、にーさんまたいつもみたいに土下座してるの？」

「アルフの土下座はアンリちゃんが日常と感じるくらいなのですか……。ほら、お説教は後でたっぷりしますから、まずは中に入りましょう」

「なんでさらっと説教が確定してんだよ……」

　アルフの声を無視し、蝶ちよう番つがいの軋きしむ音を響かせながらフィリーネは武器庫の扉を押し開く。

　少しだけ埃ほこりの匂いがしたものの、開け放たれた扉から入った新鮮な空気がその匂いを洗い流し、天井にある採光用の窓から入る光が、武器庫内を明るく照らしていた。

「……なんというか、よくここまで集めたな。しかも並べ方に性格が出てるし」

　多種多様の武具が綺き麗れいに陳列されているのを見て、アルフが呆あきれたように言う。

「武器を知って相手を知り、自分の力とする……アーロン先生の教えに従ってるだけです」

「そりゃそうだが……なんかもう武器マニアって感じだな」

「……いいじゃないですか。私としてはかわいらしい小物やぬいぐるみを集めるより性に合っています。見てくださいこの剣身の絶妙な反りがどれだけ素晴らしいものか──」

「あのー……リーネさん。時間がないから武器についての話は後にしたほうがいいかも」

　アンリにそう指摘され、本来の目的を思い出したフィリーネは軽く咳せき払ばらいをする。

「とにかく……アルフはここにある武器から、自分に合うものを選んでみてください」

「お、くれるのか。それだったらなるべく高価そうなやつに……」

「いえ、貸すだけですからね？　鍛たん錬れんをするなら実戦を想定した武器で行ったほうがいいと思ったから選んでもらうだけですからね？」

「あーはいはい、そういうことか……」

　見るからに気を落としたアルフは面倒そうに武器たちを眺め始める。まさか本当に売るつもりだったんじゃないかと心配になる。

「大剣、長剣、小剣、細剣レイピア、戦せん斧ぷに長槍……か。どれも俺には使えそうにないってのが、なんともな。短剣とかそういうのはないのか？」

「探せばあると思いますけど……でも、魔ま騎き士しで短剣を使う人はほとんどいませんよ？」

　自分の魔術を考慮して短剣を使う人間は少なからずいるが、それでもほとんどの魔騎士は長剣以上の武器を扱う。そうでなければ屈くつ強きような魔騎士の剣を受けることができないし、頑がん強きような甲かつ冑ちゆうを着込んだ相手に対処することができないのが主な理由だ。

「そもそも俺はまともに剣を受けれないし、回避を前提にした短剣の方がいいんだよ」

「そこまで言うなら探してみますが……私はこちらの棚を探すので、アルフは反対側の棚に使えそうな武器がないか探してみてください」

「へい了解……っと？」

　妙な返事をしたアルフに視線を向けてみたが、アルフは懐ふところを探って何かを探している最中だった。剣を探している時に何か持ち物でも落としたのだろうか。

　棚に陳列されている剣たちが擦こすれる金属音に混じって、カチャカチャと小さな金属音が聞こえてから……しゃがみこんでいたアルフが立ち上がった。

「よし、とりあえずこいつらを使うことにすっか」

　そんな言葉と共にアルフは立ち上がり、見定めた二本の武器を掲かかげて見せる。

　波打つ特徴的なその短剣は刀身から握りに至るまでが深い紅色で染まっており、波刃に沿って漆しつ黒こくの線が刻み込まれている。

　対して左手に持つ白銀の武器はこの国ではあまり目にすることのない代しろ物ものであった。

「えっと、それってカタナですよね？」

「だな。正確には儀礼に使ったり、防御面に長たけた小こ太だ刀ちってやつだけど……お前、自分が持ってる武器くらい把握しておけよ」

「定期的に手入れをしているので、見覚えがあるはずなんですが……あ、もしかしてその大箱の中から取り出した物じゃないですよね？」

　倉庫の隅に置かれている頑がん強きような大箱を指さしてから、フィリーネは言葉を付け加える。

「その大箱には《神じん器ぎ》が保管されているんです。箱には鍵があるので開けられないようになっているとは思いますが、万が一ということもありますし」

「《神器》って……神造宝器ってやつか」












「はい。私がつけている《蒼海の聖鎧ブラウミア》と同じものですね」

　アルフにも見えるように手を広げると、フィリーネの身体を包んでいる蒼銀の防具が倉庫に差し込む陽光を浴びて輝く。

　分類としては軽けい鎧がいであり、それぞれ肩けん甲こう、胸甲、篭こ手て、脚きやつ甲こう、と防御よりも機動性を重視した構成となっている。

「鎧よろいのくせに守る部分は最低限、装甲も薄いのに服も薄着なんだからなぁ」

「そ、そんなにジロジロと見ないでください……。鎧の下はあまり関係ないですし、なるべく動きやすようにと考えて、その、薄着なので……」

　アルフにまじまじと見つめられ、フィリーネは身を隠すように腕を抱く。しかし、当のアルフは不思議そうに首を傾かしげる。

「いや、何も知らない奴やつらがお前を見たら鼻で笑いそうだなーって」

「鼻で笑われるんですか!?　うぅ……趣味が武器集めだったり、国の皆さんから『白しろ金がねの剣けん姫き』とか言われているので、なるべく女の子らしい服装を心掛けていたのに……」

「そういう意味じゃないって。戦場とか試合でそんな格好をしてたら、正気の沙汰とは思えないってことだ。鎧抜きで見たら、ちゃんと女の子らしい服だと思うぞ？」

「あ、う……はい、ありがとうございます」

　少しだけ頬ほおが緩ゆるむのを感じながら、アルフの言葉の意味をようやく理解する。

　フィリーネの格好は鎧以外の部分で露出が多く、一見、鎧の形状も耐久や防御に不安を覚えそうな代しろ物ものだが、それらは既存の武具たちとは比べ物にならない。

　神造宝器……《神じん器ぎ》と称されるその道具はかつて神々が戦いくさに使い、道具そのものが強大な力を持つと語り継がれる存在。どれほど斬きりつけ、叩たたき殴ろうとも傷つくことがなく、人じん智ちの及ばぬ力によって単身で多勢を相手にすることすら可能とする。

《蒼海の聖鎧》は不可視の障しよう壁へきによってあらゆる害から身を守る。クライドが十国戦争時に《神器》を使い、傷一つ負うことなく単身で戦況をひっくり返した逸話は記憶に新しい。

　しかし、本来《神器》とは神々が扱うことを想定して造られたものであり、《神器》が持つ能力を人間が発現させようとすると、何らかの代償が発動してしまう。

「この《蒼海の聖鎧》は『触れている人間が多大な重量を感じる』、そしてもう一つ保管されている《蒼天剣ブラウヒメア》なども代償が判明しているからいいのですが……保管してある《神器》は代償が危険なものであったり、能力も含めて未知であるものが保管されているのです。ですから、無理にこじ開けて使うなんてこともしないでくださいね？」

「へいへい了解。この短剣も小こ太だ刀ちも、ちゃんと棚に置いてあった物だから大丈夫だって。見えにくい位置にあったし、気づかなかったんじゃないのか？」

「たしかに整理していたとはいえ、数が数ですし……他の武器の陰に埋もれて見落としていたのかもしれません」

「ま、これだけ武器が多かったらリーネが忘れても仕方ないってもんさ。借りる身として俺がしっかり手入れをしておくから、気にしなくていいぞ」

　鼻歌混じりにアルフが言葉を返した瞬間、カチャリと小さな音が聞こえた気がした。

「いやー、この武器だったら良い相棒になってくれそうだ。ああ、そういやアンリ。なぜか針金が二本ほど落ちてたから適当に捨てておいてくれ」

「あー……そうだねー。ゴミを見つけて拾うだなんてにーさんはえらいなー。うんうんっ」

　アルフから針金を受け取ったアンリがどこか遠くを見つめていた。仲の良い兄妹きようだいにも色々とあるのだろうか。

「《神じん器ぎ》が使えるだけじゃなくて王族には加護もあるっていうんだから羨うやらましい話だよ」

「……そういう言い方はやめてください。加護は私たち王族の血に自然とあるものですし、それによって《神器》を使うことができるというだけですから」

　子供の頃から気にしていることを改めて言われ、フィリーネは口を尖とがらせる。

　センタリアの王族には加護とでも言うべき力が備えられており、それによって強きよう靭じんな肉体、五感、そして並外れた力と速さを持っている。

　子供の頃ですら大人を相手にしても負けない力を持ち、年月を経ることでそれらの力は最適化されていく。その加護によって、フィリーネは《蒼海の聖鎧ブラウミア》を身に付けても動きが鈍にぶることはなく、常人と変わらない動きを取ることができる。

　幼い頃はその加護が全員にあるものだと思っており、フィリーネは一切手加減なくアルフを叩たたきのめして首を傾かしげたこともあった。あれは今でも申し訳なく思っている。

「さて、武器選びも終わったことですし、そろそろ行きましょうか。アンリちゃん、頼んでいた準備は終わっていますよね？」

「はーい。薬以外に携帯食も用意したから準備万端だよっ」

　アンリが背負っている鞄かばんを向けて見せ、フィリーネは満足げに頷うなずく。アルフもその様子を見て何かを察したらしい。

「……なぁ、今からやるのって模も擬ぎ戦せんだよな？」

「いいえ？　これからやるのは『実戦』ですよ」

　アルフに満面の笑みを向けてから、フィリーネは目的地を告げる。

「今から城下町を出てパウサウの村にある森に向かい、そこでアルフには楽しい楽しい実戦訓練を行ってもらいます」

「いや、いやいやちょっと待て！　あの森って熊どころか魔獣も出るだろうが!?」

「だから『実戦』です。人間相手の戦闘とは勝手が違うというのと、アルフは理り詰づめで戦いを考えすぎています。サボっていて勘が鈍っているということもあるでしょうし、一度その勘を取り戻してもらおうかと思いまして」

　フィリーネが笑みを崩すことはない。

「今までサボっていた分……ここでしっかりと頑張りましょうね？」

　フィリーネがアルフの肩に手を置いた瞬間、兄弟子は全てを諦あきらめたように崩れ落ちた。
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　空が朱色から群ぐん青じよう色へと変わる頃合い。

　森についてから数時間の間、アルフに一度も休憩は与えられなかった。

「──っはぁ！　死ぬ！　本当に、死ぬかと思ったッ!!」

「うんうん、死んでないからお薬塗っちゃうねー！」

　地面に横たわっているアルフが荒い息と共に叫ぶ中、アンリは持って来ていた傷薬をアルフの身体に塗っていた。

　その身体は泥まみれで、至る所に小さな傷があるだけでなく、獣の爪や牙によってつけられた裂れつ傷しようもいくつか見られる。

「ああ、フィリーネ様……このような場まで赴おもむいていただき、誠にありがとうございます。詰つめ所しよの方にも獣と魔獣狩りをお願いしておりましたが、申請が遅れてしまいまして……これで村人一同、安全に森から薬草や山菜を採ることができます」

「頭をお上げください。パウサウで採れる薬草のおかげで、私たち魔ま騎き士しはいつも助かっているんです。擦り傷や切り傷で数の少ない医療魔騎士の手を煩わずらわせることもありませんし、また怪け我がをしたのかと怒られる心配もありませんしね」

　入り口で待っていたパウサウの村長に感謝され、フィリーネはふわりと柔らかな笑みを浮かべて見せる。

「えっと、それでいつもの場所も使わせていただきたいのですが……よろしいですか？」

「ええ、それはもちろんですとも。村の者たちには今日一日近づかないように言こと伝づてをしておきますので、どうかゆっくりと静養なさってくださいませ」

　真っ白な髭ひげを揺らして見せてから、村長は再度感謝の言葉を告げて村へと戻っていった。

　そして、ようやく息を整えたアルフが胸を上下させながらフィリーネを睨にらむ。

「リーネ、お前普通の人間にあんなことやらせんじゃねぇよッ！」

「いえいえ、私はアルフだったら大丈夫だと思っていました。その証拠に狼や熊だけでなく、牙きば猫ねこや貫ぬき鳥どりといった魔獣を相手にしても大おお怪け我がをしてませんしね」

「そもそも大怪我したら死んでるって話だからな!?」

　叫んだところで体力が尽きたのか、アルフは再び頭を地面に下ろして抗議を諦あきらめる。

　休む間もなく凶暴な狼の群れを追い払い、遭遇した大熊の追撃を避け、魔獣と呼ばれる通常の動物とは異なる攻撃性の高い動物を相手にし続けていたのだから、アルフが文句を言いたくなるのも当然だろう。

「でも……サボっていたわりに、ちゃんと動けていましたね。こうして数時間動き回っていた体力もですけど、獣たちを追い払ったり攻撃を避けてと逃げ切っていましたし」

　それはフィリーネが予想していた展開と違っていた。

　フィリーネはアルフが森の中にいる最中、本当に危険だと判断した時は助けられるようにずっと後ろで控えていた。

　しかしアルフの動きに無駄はなく、身体の傷のほとんどは体力不足と疲労の蓄ちく積せきによって起こった転倒、そしてその隙に襲われたことによる裂れつ傷しようが数箇所程度といったところだ。

　そんなフィリーネの言葉に、アルフは心外だと言わんばかりに首を振る。

「だから、俺は別にサボってたわけじゃないっての。そもそも下級魔ま騎き士しの訓練は魔力操作が主だし、魔力のない俺がやっても意味ないから自主的に休んでたんだよ。その時間を基礎体力作りとか読書に当てられるしな」

「……あの、その理由をガイストさんに伝えたら、ちゃんと許可が下りたのでは？」

「訓練って名目だと自分の好きな時に休憩したり、気が乗らない時に昼寝できないだろ？」

「真面目なのか不真面目なのかよくわからない言葉を返さないでください……」

　考えが読めない幼おさな馴な染じみに溜ため息いきをついてから、フィリーネは困ったように眉を下げる。

「むぅ……これでは予定が狂ってしまいます。アルフが実戦で音を上げて、私が仕方なく手助けをして、反省と共に騎士の心得について深く説く予定だったのに……」

「お前そんなことのためにこんな場所へ連れ出したのかよ……」

「まぁまぁ。ちゃんと鍛たん錬れんを終えたアルフにご褒ほう美びも用意してありますから」

「ああ……？　褒美ってなんだよ」

　気だるそうに訊きくアルフに対して、フィリーネは逸はやる気持ちを抑えきれずに告げる。

「少し先へ行ったところに温泉があるんです！　そこには獣も寄りつかないですし、切り傷や疲労に効くので、私もよく行くお気に入りの場所なんですよっ」

「おー、珍しく盛り上がってるところ悪いが……温泉程度じゃ割に合わねぇ」

「大丈夫です、きっとアルフも気に入りますから！」

「いや、わかったから落ち着──」

　そう言いながらフィリーネがアルフに手を貸そうとした時……今までの疲労が溜たまっていたせいか、アルフが足をもつれさせてよろめいた。

「ひゃっ──!?」

　突然力が加わった結果、そのままフィリーネはアルフを巻き込み、地面へと倒れ込む。

「痛たた……すみません」

「あー、俺の方こそ力が入らなくてすまん……」

　力無く謝るアルフの様子からして、どうやら本当に力尽きるまで動き続けていたらしい。少しだけ申し訳ないことをしたと思えてくる。

　フィリーネはそんなアルフの様子を見て、違和感を覚えた。

　だが、違和感があると理解していながらも、その正体がわからない奇妙な感覚。

「アルフ、あなた──」

　その疑問を解消するために、フィリーネが口を開いた時だった。

「むー……にーさんにくっつくのは私の特権なのに……」

　頬ほおを膨らませて二人の様子を眺めていたアンリがそう口にしたところで、フィリーネは勢いよく顔を上げた。

　アルフに覆おおいかぶさるように密着している自分の姿。

　吐と息いきが掛かりそうなどころか、互いの鼓動の音すら感じ取ることができる距離。

　改めて状況を認識したことで、フィリーネは見る間に顔を赤く染めていき、何を言っていいか熱を帯びた頭が上う手まく回らず、口を何度か開閉させてから──

「う、うあああああああッ!!」

　思わず、アルフの襟えり元もとを掴つかんで勢い良く揺さぶり始めた。

「お、おま……ちょっと待て！　吐く、これ以上は吐くから！」

「そ、そうです！　吐かれたら困るので、私は先にお風呂へ行ってますねっ!?」

　力技で強引に誤ご魔ま化かしてから手を放し、ぐったりとしているアルフを放置したままフィリーネはその場から逃げ出す。

　熱くなる顔を隠すのに必死で、いつしか浮かんできた疑問も消えてしまっていた。
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　真っ白な湯気が漂う温泉。あまり人が近づかない場所ではあるが、地元の人間が軽く手を加えたこともあってか、湯の周りは大きな岩で囲まれて温泉の体を成していた。

「うー……まだ顔が熱いです」

　身につけていた防具と衣服を脱ぐ中、いまだ冷めない身体の熱に対して溜ため息いきをつく。きっと温泉の熱気に当てられたせいだろう。そうに違いない。まだ浸つかってすらいないけど。

　湯から離れた木陰に衣服を置き、タオルを身体に巻いてから、足元に気を付けて湧き出ている温泉の中へと身体を沈める。

　身体の芯から温まったことで、先ほどまで浮ついていた気分が落ち着いてくる。

「はふ……やっぱり、温泉って素晴らしいですね……」

　何度か湯で顔を洗い、改めてフィリーネは気分を引き締める。

　アルフを更生させなければならない、そう決めたのだから。

『騎士祭典ヘクサフエステイバル』で見たアルフの姿は、そう堅く決心させるに値するほどであった。

　騎士としての心得を捨て、卑ひ怯きようで手段を選ばずに優勝して見せたアルフの姿。

　その行動自体も許せなかったが、それ以上にフィリーネの中ではアルフを心配するという気持ちの方が強い。顔を覗のぞかせ始めた月を眺めながら、フィリーネは過去を思い返す。

　幼い頃のアルフはむしろ勤勉で、努力を惜しまない人間だった。

　何度模も擬ぎ戦せんでフィリーネに倒されようとも立ち向かい、どうすれば勝てるかを考えてそれを実践し、勝利はできなくとも何度かフィリーネに太刀を浴びせたことがあった。

　止まっていた自分とは違い、成長していくその姿。

　そして負けたという事実を許容し、それすらも糧かてにして笑ってみせる強い心。

　そんなアルフの姿にフィリーネは憧れた。

　自信を失いかけていた自分に、アルフは道を示してくれた。

　アルフのようになりたいと思い、鍛たん錬れんに励み、強い意思を持つために騎士としての心得を強く刻み込んで、負けないようにとその背中を追い続けた。

　幼い頃にアルフと交わした約束……その約束に相応ふさわしい人間となるために、フィリーネは毎日研けん鑽さんを積んでいた。

　だが、アルフは父親の死をきっかけに変わってしまった。

　以前のように城へ来ることはなくなり、良くない噂うわさを聞くようになった。

　魔ま騎き士しの仕事をサボる、寝坊をする、模も擬ぎ戦せんはいつも最下位……挙げればキリがない。

　ガイストからは「アルフには問題行動が山ほどあるが、巡回中に民衆と会話をして魔騎士に対する堅いイメージを払ふつ拭しよくし、民衆は以前よりも気軽に魔騎士たちへ相談を行うようになっている」と前向きな意見を言われた。だが、それでも悪い噂の方が耳に入りやすく、魔騎士という仕事に誇りを持っている人間からは疎うとまれているとも聞いている。

　戦いくさがなくなり、魔騎士が単純な「兵士」という在あり方から、「困っている民衆に手を差し伸べ、有事の際に民衆を守る存在」に変わったのは悪いことではない。

　だが、「国の象しよう徴ちようである魔騎士は民衆の上に立ち、民衆と同じ立場であるべきではない」と考える一部の魔騎士、そして民衆からは敵意を向けられ、蔑さげすまれ、疎まれ、そして……アルフは屈折して、心から笑えなくなってしまった。

「私が……アルフの傍そばに居なくちゃいけなかったのに」

　和平が結ばれてからの四年、フィリーネは王族としての職務をこなしてきた。

　アーロンが味方を守るために命を賭とし、兄が戦で疲ひ弊へいした国勢を整えるために尽じん力りよくしているのを見て、フィリーネも自分にできることをやりたいと考えた。

　兄ほど上う手まくはできなくても、自分が動くことで少しでも兄の負担を減らしたかった。

　だが……不出来な自分は目先のことに手一杯で、肉親を失った悲しみを抱く幼おさな馴な染じみたちを気遣うことができなかった。

　どちらを選ぶのが正解だったのか、という話ではない。

　兄のように優れていれば、このような結果にはならなかった。

　そう考える度に自分の無力さと劣等感に苛さいなまれてしまい、負の感情が連鎖して地の底まで気分が落ちてしまう。

「……こんな私なんですから、アルフが約束を忘れてしまうのも当然ですね」

　湯の中で膝ひざを抱えながら、そんな言葉を呟つぶやいてしまう。

　幼い頃に交わした、叶かなえることすら途方もない約束。

　しかし、フィリーネはその約束のために今まで努力を重ねてきた。

　アルフも同じ気持ちだと思って、ただ真まっ直すぐと在り続けていた。

　しかし、その約束を交わしたアルフの面影はどこにもない。

『騎士祭典ヘクサフエステイバル』を終えて、壇上へと登った時に見せたアルフの眼。

　深しん奥おうを覗のぞくことができない、濁にごりを帯びた眼。

　それを見たフィリーネはたまらなく不安になり、アルフを更生させると決心した。

「……ここで負けてはいけません」

　昔の自分ができなかったことを、今度こそ成し遂とげるために。

　以前のように共に歩き、共に笑えるようにするために。

「覚悟を決めたなら、貫つらぬき通すというのがアーロン先生の教えです」

　手ですくった湯を再び顔へと打ち付け、フィリーネは弱っていた気持ちを振り払う。

「あ、よかったよかった。温泉あったよーっ！」

　そんな時、ふと近くからアンリの声が聞こえてきた。

　そしてタオルを身体に巻いたアンリがゆっくりと温泉へと近づいてくる。

「あれ、アンリちゃんもお風呂ですか？」

「うんうん。にーさんやリーネさんほど動いたわけじゃないけど、荷物を持って歩き回ってたせいか、結構汗をかいちゃってたみたいで」

「ああ……たしかに、女の子のアンリちゃんに色々と持たせてしまってすみません……」

「いやいやっ！　荷物持ちっていう仕事すらなくなったら、私のメイドとしての存在意義が問われちゃうから！　だから、リーネさんは私にたくさん雑用押し付けて、ね？」

　苦笑するアンリに対して、フィリーネは「ありがとうございます」と改めて礼をする。周囲まで明るくするアンリの雰囲気には本当に救われる。

「そうだな。アンリは普段から働き者だし、親父おやじから色々と仕込まれて体力もあるしよ」

「ええ、本当にアンリちゃんは働き者で──」

　隣から聞き馴な染じみのある声が聞こえて、フィリーネは思わず言葉を止めた。

「うぉぁー……こりゃたしかにいいな。疲れが全部吹っ飛ぶってもんだ」

「えー……それだとお風呂あがりにマッサージする必要がなくなっちゃうよ」

「お前はまだマッサージにこだわってたのか……。まぁ久々に運動したことだし、翌日残らないようにしっかり筋肉をほぐしてくれ」

「ふふーん、私の手にかかれば筋肉痛とは無縁ってものだよ！」

　楽しげに会話をする二人の言葉を聞きながら、フィリーネは口を開けて硬直していた。

「な、なんで……アルフが一緒に入ってるん、ですか？」

　状況が上う手まく飲み込めないながらも、なんとかその言葉を絞り出す。

　しかし、アルフは特に気にした様子もなく湯の中でくつろいでいる。

「なんでって……疲れてるから温泉に入ろうと」

「そこじゃないです、そうじゃありません。わ、私が入っているのに……というより、アンリちゃんもなんでアルフを連れてきているんですか!?」

　そんなフィリーネの叫びに対して、アンリは思い出したかのように手を叩たたいた。

「そういえば、普段からにーさんと一緒にお風呂入ってるから……いつもの癖くせで」

「……いつも？　いつも一緒にお風呂入ってるってどういうことですか……!?」

「そりゃ兄妹きようだいなんだから、一緒に風呂入るくらい普通だろ？」

「ちゃんとお風呂の時は二人共タオル巻いてるしねっ。あ、にーさん頭に泥ついてるよ」

「おー、ありがとさん。傷もあるから、身体洗う時は痛まないように頼むぞー」

「だから二人で平然と会話を続けないでくださいっ!!」

　必死に抗議するフィリーネだったが、当の二人は「何が問題なのかわからない」と言わんばかりに首を傾かしげている。この兄妹きようだいはやはりと言うべきかズレている。

「まぁ、風呂の場なんだし堅苦しいこと言わずにゆっくりしようぜ」

「それは絶対アルフが言うべきセリフじゃないです！　百歩譲って、兄妹で入ることを許容しても、私がいるじゃないですか!!」

「リーネだって幼おさな馴な染じみで家族みたいなもんだし、別にいいんじゃないか？」

「か、家族……たしかに、約束のことを考えれば将来的にそうなると言えるような、そうじゃないような……」

　湯に当たっていたせいか、この異常な状況のせいか、頭が上う手まく回らない。今のはもしかして、遠回しにアルフが約束を覚えているということなのだろうか。

「それにあれだ。昔はよく三人で風呂に入ってたし、今さらってところもあるだろ」

「それはまだ本当に小さい頃の話じゃないですかっ！　私やアンリちゃんだってその……色々と成長してるんですから、一緒に入るのはなんかもう色々とダメです！」

「我が家ではタオル巻いてたらセーフってことになってるんだよ。さすがにタオル無しってなると……まぁ、俺も男なわけだから困るけど」

「若干照れくさそうに言うくらいならなんで一緒に入ってきたんですか!?」

　最終的に羞しゆう恥ち心が勝り、アルフを追い出そうとするためにフィリーネが一歩踏み出した時、二人の間にアンリが割って入る。

「えっと……リーネさん、にーさんも一緒じゃダメ？」

　軽く瞳を潤うるませているアンリを見て、思わずフィリーネは言葉を詰つまらせる。

　アンリは家が焼け落ちてから、しばらくアルフと接する機会がなかった。たまには近衛このえ魔ま騎き士しとメイドではなく、家族として交流したいという気持ちがあるのかもしれない。

「お願い、私……ここでにーさんをしっかり介護しないといけないから！」

「すみません、毎度のことながらアンリちゃんの言ってる意味がよくわかりません……！」

「だって……にーさんが『騎士祭典ヘクサフエステイバル』であんなことをしたのは私の介護が行き届いてなかったからだよ！　これはリーネさんが言ってた『更正』にも繋つながるから大丈夫！」

　口ではそう言いながらも、アンリはどこか嬉き々きとした、むしろ恍こう惚こつとした表情を浮かべている。その様子がどこか狂気を帯びていて怖い。

「さぁ……にーさん？　今日は私が身体の隅すみ々ずみまで洗ってあげるからね」

「あー……ちょっと待てアンリ。身体を洗うのはいいけど、さすがに下の方まで洗われるのは兄としてだけでなく男としての尊そん厳げんがこう……ちょっとマズイ気がするんだよな？」

「にーさん……私は『隅々』まで洗うって言ったよね？　頭からつま先まで全部……今まで洗ったことのない場所も念入りに、きれいにきれいに……」

　さすがのアルフも顔を引きつらせて後退していくが、アンリは笑顔を維持したままその距離を少しずつ詰めていく。

「大丈夫、大丈夫だよ。これはにーさんがおじいさんになった時、全身を洗ってあげるための予行演習だから……！」

　アンリが荒い息を吐きながら、アルフの腰に巻かれているタオルへと手を伸ばそうとした時──フィリーネがアンリの肩を掴つかみ、勢いよく振り返らせた。

「あ、あああアンリちゃんっ！　いいですか、それ以上はダメですっ！　それ以上先に進んでいいのは……たぶん、お嫁さんだけですからっ!!」

「将来的に私とにーさんで結婚することになるから大丈夫っ!!」

「すみません我が国で近親婚は認められていませんので!!」

「それじゃリーネさんがいずれ法を変えてくれることに期待して、それまで私とにーさんはひっそりと暮らすことにするから！」

「無理です、無理ですから!!　ああもう、アルフもアンリちゃんを説得してくださいっ」

「いや……妹とはいえ、ストレートに好意をぶつけられるとさすがに照れちまうな」

「今は照れてる場合じゃないですからぁっ!!」

　短期間とはいえアルフと離れて暮らしていたせいか、アンリの中で溜たまっていた感情が爆発してしまったのだろう。まさかこれほどの依存度合とは思ってもいなかった。

「アンリちゃん、お願いですから今は冷静に──」

　半ば錯さく乱らん状態に近いアンリを抑えていた時……アンリの振り回していた手が何かに引っ掛かる感触を覚えた。












　身体を包み込んでいた布が無くなり、控えめな水音を立てながら湯の中へと落ちる。

　場違いなほどノンキに漂っているタオルを見て、アルフが「あ」と小さく声を漏もらす。

　そして、フィリーネが視線を下げて一糸まとわぬ自分の姿を確認し、顔を真っ赤にしながら何か言おうと口をぱくぱくと動かし──そのまま、何かを悟ったかのような表情を浮かべながら、静かに湯の中へ身体を沈める。

「……はぁ、私はいつもそうです。何かやろうとしても上う手まくできなくて結局空回りしてしまって、今回なんて裸まで見られてしまうなんて、一国の姫としてどうなんだと言われたら何も言い返せませんし、私なんかいっそこのまま温泉に溶け込んで効能『姫（笑）』とか書かれるぐらいの存在でいいんじゃないかって思ってきますね……ははは」

「ああっ！　リーネさん待って！　ゆっくり傾かたむきながら沈んでいかないでっ!!」

「いや俺はなにも見てないからッ！　だから帰ってこいリーネ!!」

　アンリが沈んでいくフィリーネを抱きかかえ、アルフは背を向けながらひたすら弁明し続け、フィリーネの気が持ち直す頃には三人とものぼせあがっていた。

　本当に、色々と空回りしてダメな一日だった。





　◇






　帰り道にアンリ共々たっぷりと説教を食らってから、アルフたちは城へと戻った。

　アンリから普段の生活を洗いざらい聞き出してから、フィリーネはアルフの「介護禁止」を言い渡した。その結果、アンリはベッドの上で不服そうに頬ほおを膨らませている。

　そして、フィリーネの機嫌もいまだ直る気配がない。

　無言のまま、フィリーネが物々しい音と共に分厚い書物を積み重ねていく。

「……リーネ、さっき積まれてた本の書き写しが終わったんだが」

「はい、ですから追加です。それが終わったら寝てもらって構いません」

「……いや、ちょっと待て。この量だと明らかに朝まで掛かるぞ」

　机に積まれている書物は二十冊以上あり、そのどれもが分厚いこともあってか、鈍器のようにすら見えてくる。が、アルフの言葉を聞いたフィリーネの表情が徐々に消えていく。

「アルフは……私のあられのない姿を見ましたからね……書き写しによる圧倒的な情報量によって忘れさせた方がいいという温おん情じよう措そ置ちでしたがそれがダメだと言うならこの手で記憶が失われるまで殴おう打だするしかないそれしかありません──いざっ！」

「すみません俺が悪かったです。喜んでやらせていただきますので命は助けてください」

「はい……わかっていただけたのなら、手を動かしてください。ふふふ……」

　既に寝間着へと着替えているフィリーネは無表情のままそっぽを向き、気を取り直すようにぬいぐるみを抱え直す。

　その白黒の毛並を持つ犬のぬいぐるみを見て、アルフはそれが何かを思い出した。

「リーネ、そのぬいぐるみって俺が前に貿ぼう易えき市いちで買ったやつか？」

「え？　あ……いつもの癖くせでつい持ってきてしまいました」

　本当に無意識で持ってきてしまったらしく、フィリーネは少しだけ恥ずかしそうにしながらぬいぐるみを自分の身体で隠す。

「大事にしてもらえてるなら何よりだ。いつもは武器とかにしか興味示さないから、ぬいぐるみを見てた時は少し驚いたけど」

「そういえば……リーネさんの部屋にある小物って、そのぬいぐるみだけだよね？」

　二人から視線を向けられ、フィリーネは反射的に身を強こわ張ばらせる。

「べ、別に……毛の色がちょっと似てるなって思って……」

「似てる？　何に似てるってんだ？」

「い、言えません！　言えるわけないじゃないですか怒りますよっ!?」

　からかいすぎたのか、フィリーネは顔を真っ赤にしながら目の前のチェス盤に向き直ってしまった。せめて何に似てるかくらいは教えてくれてもいいだろうに。

　喋しやべる雰囲気ではなくなり、静まり返った室内にはアルフが羽ペンを走らせる音と、フィリーネが持ち込んできたチェスを動かす音だけが響く。

　手持無沙汰となってしまったアンリは立場上、寝るわけにもいかず、しかし疲労もあって眠たい目を擦こすりながらベッドの上で舟をこぎ始めてしまった。

　そんな眠気を払うために、アンリはリーネへと向き直って話し掛ける。

「あの、リーネさんがやっているのって『判決チェス』ですか？」

「……はい。時間が空いた時にはよくやっているものですから」

　突然声を掛けられて返事を遅らせながらも、フィリーネは駒を動かす手を止めず、コツコツと秒針が時を刻むように両陣営の駒を動かしている。

『判決チェス』とはガイストが考案したチェスを用いた訓練であり、盤上の状況を瞬時に見極めて『判断』し、自分が考え得る最良の『決断』を下してゲームを進めていく。

　ルールは普通のチェスとほとんど変わらない。ただし持ち時間は一秒、そして時間短縮のためにチェックの宣言も行わないため、慣れていない人間は盤面を確認している間に時間超過するか、試合展開についていけず駒の置き場所を間違えるのがほとんどだ。

　しかし、無駄な所作もなく軽やかに手を動かしているフィリーネの様子からして、だいぶ『判決チェス』に慣れているように見える。

　そこで一つ、アルフは妙案を思いついた。

「なぁ、リーネ。俺と判決チェスで勝負しないか」

「勝負……ですか？」

　思いがけない言葉に動かしていた手を止め、フィリーネはアルフへと向き直る。

「どうせやるなら相手がいたほうがいいし、俺も息抜きがしたいところだしさ」

「それはそうですけど。アルフにはそこにある写しをやってもらわないといけませんから」

　相手がいたほうがいいということを頭で理解しているのだろうが、フィリーネは迷ったような表情で本の山へと視線を向ける。

　だが、アルフは幼おさな馴な染じみの性格をしっかりと把握している。

「それじゃ、とりあえず一戦だけやろう。俺が勝ったら本を一冊減らす、負けたら一冊増える。一戦なら五分と掛からないし、俺は息抜きができてリーネも対人戦ができるぞ」

「……それなら遠慮しておきます。私は訓練の一環として行ってますし、教典の書き写しはアルフのそういった考えを更生するために行っているのですから」

　少しだけ怒ったように、フィリーネはぷいとそっぽを向いてチェス盤に視線を戻す。フィリーネという少女はどこまでも真面目であるため、当然この反応は予想していた。

「いやー、そうだよなー。リーネはお姫様だから賭かけ事なんてしないもんなぁ。俺が負けたら何でも言う事を聞こうって思ったんだけどなぁ」

　そんな言葉を口にした瞬間、フィリーネが勢いよく振り向いた。

「……今、なんでも言うことを聞くって言いましたか？」

「おう、なんだって聞いてやるぞ。書き写しをやれって言われれば文句を言わずにやるし、むしろ『更生しろ』って言われたら俺は今までの生き方を捨てて真面目になってやる」

　アルフが言い終えると同時に、フィリーネが勢いよく立ち上がった。

「──いいでしょう。魔ま騎き士しであるフィリーネ・ヴィルシュタインの名と誇りにおいて、その勝負を受けさせていただきます」

「ああ、そんじゃ俺もアルフレッド・ハーレックの名と誇りによって、さっき言ったことに嘘うそ偽りがないと誓おうじゃないか」

　予想通り乗ってきた幼馴染の姿を見て、アルフは口端を吊つり上あげる。

「んー……でも、にーさんってチェスとかやってたの？」

「わりと得意だぞ。訓練でしかやってないから、アンリが知らなくても当然だけどな」

「えー……にーさんのことならホクロの数から寝返りを打つ平均回数、過去一年間の食事内容まで全部覚えてるくらいなのに……」

「アンリ、いくらお前の兄さんでもそこまで把握されてたら怖いぞ」

　そんな兄妹きようだいのやり取りを他所に、フィリーネは自信に満ちた笑みを浮かべている。

「ふふん……アルフも勝算があって提案したんでしょうけど、私はガイストさんといつも対戦していますからね。訓練でしかやっていないアルフに負けるわけありません」

「へぇ、リーネにしては珍しく自信満々じゃないか」

「珍しくって言わないでくださいよ……ですが、私は何度かガイストさんに勝ったこともあります。勝てると思わない方がいいですよ？」

　ガイストは判決チェスの考案者であるから強いというわけではない。

　十国戦争の最中に多くの戦場をくぐり抜け、それらの経験による判断力と決断力を持つ。この判決チェスにおいてガイストは異常なほど強く、一度の勝利であっても誇れるのだ。

「さて……さっきの約束、俺が勝ったら本を減らすってのは守れよ？」

「ええ、もちろんです。勝てればの話ですけどね」

　互いに挑戦的な笑みを浮かべてから……判決チェスは開始された。

　黒、白、黒、白……コツコツと、時計の秒針よりも速く盤上で音を刻みながら、目まぐるしい速度で駒が動かされ続けていく。

　無言で集中する両者は数十秒ほど沈黙を続けた後──

「ほい、チェックメイト」

　アルフの宣言によって、沈黙が破られた。

「………………へ？」

　間の抜けた声を上げてから、フィリーネは盤上へと視線を戻し、そしてアルフへと向き直るということを数度繰り返した。

「え、なんで……こんなこと……」

「何度確認しようが負けは負けだ。それじゃ、この一冊は無しってことで」

　見せつけるようにアルフは一番上にあった本を隣の机へと置いた。

「ま、まぁ私もアルフを少し甘く見すぎていたので……もう一回やりましょう」

　顔を少しだけ紅潮させながら、フィリーネが再び駒を盤上へと並べ始めるのを見て、アルフは内心でほくそ笑んだ。

　先ほどの様子から見て、フィリーネはこの『判決チェス』に相当な自信を持っている。それなら……負け続ければ、意地でも勝とうとするだろう。

「俺は別にいいが、勝ったらまた本を減らしてもらうぞ？」

「ええ、構いません……偶然なんてものは、何度も続きませんから……！」

　駒を並べ終えたフィリーネは眉を吊つり上あげながら、寝間着の腕を捲まくって気合いを入れている。思っていたよりも事を運ぶのは簡単そうであった。

「仕方ない、それじゃ何度でもやってやるさ」

　笑いながらアルフは盤上の駒を並び終え、次の勝負が開始される。

　再び無言の状況が続き、今度は一分ほどの時間が経過する。

　しかし、勝敗の結果は変わらなかった。

「なんで、なんでこんな簡単に負けるはずが……はっ、もしかして『騎士祭典ヘクサフエステイバル』の時みたいに卑ひ怯きような手を使ってたり、騙だましているんじゃないんですよね!?」

「チェスで卑怯な手なんかないし、何をどう騙せってんだよ」

「うっ……じゃ、じゃあアンリちゃん、アルフのことをよーく見ていてくださいっ！」

「へ？　にーさんのことならいつも見てるけど」

「そうではなく、不正がないように監視するという意味です！」

「は、はい……わかりました！」

　フィリーネの剣けん幕まくに圧おされ、アンリが背後へと回って監視を始める。しかしアルフは特に気にした様子もなく、鼻歌混じりに駒を並べている。

　駒を並べては試合を行い、そしてアルフが勝利宣言をし、フィリーネが唸うなりながらもう一回とせがんで再度試合が行われるという流れを何度も繰り返した。

　その結果は……移動されていく本の山を見れば明らかだった。

「うぅ……ぐすっ、う、ぅぅぅぅぅっ……！」

　唸うなりながら、フィリーネはうっすらと涙を浮かべていた。

　最後の一冊を本山の上に置いてから、突っ伏しているフィリーネへと向き直る。

「それじゃ本も無くなったことだし、これで終わりにするか」

「……もう一回です」

「いや、だからもう本がないだろ。今日はこれで終わりだ」

「やです。勝つまで……終われません」

　ぐしぐしと目元を擦こすり、涙目のままフィリーネは駄だ々だをこねる。

　意地になって続けてくるとは思っていたが、賭かけの対象であった本がなくなっても終わらないというのは予想していなかった。

　どうしたものかとしばし考えてから、アルフはもう一つ提案をすることにした。

「あー、それじゃ明日から書き写しの時間は読書をさせてくれ。鍛たん錬れんやら模も擬ぎ戦せんとかはちゃんとやるし、それだったらいくらでもチェスに付き合ってやるからよ」

「……はい、それでいいです」

　もはや更生のために行うはずの書き写しよりチェスの勝ち負けの方が重要なのか、フィリーネは目元を一度拭ぬぐってからアルフの提案を呑のんだ。

「だから、もう一回やりましょう」

「わかったっての。……ったく、お前が泣いたら俺が悪者みたいになるんだよ」

「……泣いてないです」

「はいはい、そうだな。それとアンリ、お前は先に寝てていいぞ。お姫様が満足するまでだいぶ時間が掛かりそうだしな」

「んーぅ……わかったぁ。それじゃ、にーさんが寝る時は起こしてね……」

　既に限界が近づいていたのか、アンリは呂ろ律れつの回っていない口調で言葉を返し、ベッドに横たわってすぐさま寝息を立て始める。やはり今日の事で疲れが溜たまっていたのだろう。

「リーネ、ここからは普通のチェスでいいか？　駒を動かす音がうるさいだろうしさ」

「あ……そうですね。騒がしすぎるとアンリちゃんも起きてしまいますし」

　穏やかな寝顔を浮かべているアンリに目を向けてから、フィリーネは声量を抑える。そして二人は静かにチェスの駒を動かし始める。

　アルフは先ほど同様に時間を掛けることなく駒を動かすが、フィリーネはよほど勝ちたいのか、しっかりと長考してから駒を動かしている。必然的に時間が余ってしまう。

　テーブルに肘ひじをつきながら、アルフはなんとなくフィリーネに会話を投げかける。

「なぁ、リーネ。前に貿ぼう易えき市いちで会った時に、今が平和かって訊きいたよな」

「…………あぅ、せっかく良い手が思いつきそうだったのに……。もしかしてアルフ、会話で思考の邪魔をする魂こん胆たんとかじゃないですよね……？」

「そんなことしなくても勝てるし、邪魔するつもりなんてない。ただ……アンリの寝顔を見てたら、なんとなく頭に浮かんだってだけだ」

　訝いぶかしむような視線を向けてくるフィリーネだったが、どうやら本心であると伝わったらしく、アルフの問いに対する答えを口にする。

「私の答えは今も変わってませんが……やはり、アルフにとってアーロン先生がいなくなった今の世界は、平和と言えないものですか？」

「まぁ、それもあるけど……親父おやじが死んでから、ずっと考えてたことがあるからさ」

　小さく首を傾かしげるフィリーネに対して、アルフはその考えを口にする。

「親父たちは戦いくさの絶えないこの大陸を平和にするために動いていた。だけど……結局のところ、親父たちは目的を果たしたわけじゃない」

「……でも、和平が結ばれてから戦争が禁じられ、平和になりましたよね？」

「ああ、そうだな。だけど親父たちは和平を結ぶために戦っていたわけじゃない。結果として平和に向かっただけで、十国戦争ですら目的のための過程でしかなかったはずだ」

　チェス盤を見つめながら、アルフは途中で潰ついえてしまった道の先を想像する。

「戦争が終わってから四年、どの国も十国戦争から復興を始めているけど……その進しん捗ちよくはどこの国もバラバラって状況だ」

「それは……国ごとの情勢や、戦争時の被害状況によって差があるからじゃないですか？」

「たしかに国ごとで変わるだろうが、それによって戦後に貧富の差が生まれてる。和平によって侵攻を免れたヘリリアント、同盟への参入が遅くて被害が少なかったディアンタス、それとクライドさんによって持ち直したセンタリア……その三国は他国よりも復興が早いって状況で、そういった差を限りなく無くすのも平和の一つだ」

　国、町、村、人……規模は違えど、貧富の差は必ずと言っていいほど生まれてしまう。やがてその貧富の差が火種となり、大なり小なり戦へと発展することになる。

「平和ってのは口で言うのは簡単だけど、実現するのは途方もないことだ。現在の問題を根本から解決するだけじゃなく、これから起こる問題も先んじて対処しなくちゃいけない。しかもその問題は一国だけじゃなく、十国全てが解決していなければ平和とは言えない」

　平和を掲かかげて十国全てを巻き込み、戦争を引き起こしたアーロンたちがその事実を理解していないとは考えられない。

「親父たちが描いた理想ってのは……和平によって作られた平和じゃない。もっと先にある『平和』だったはずなんだ」

　そんな考えが頭から離れず、アルフは平和なこの世界に順応できずにいた。

「だから……俺たちは今の平和に満足するんじゃなくて、これから先、親父たちが求めてた理想に近づくために考えて行動しなくちゃいけないってさ」

　ぼんやりと天井を眺めながら語っていた時、視線を感じてフィリーネの様子を窺うかがう。

　何とも言えない、複雑そうな表情をするフィリーネ。

「なんだ、普段は不真面目な俺がそんなことを考えてるのがおかしいか？」

「……いえ、そうではないです。先を見み据すえているアルフは純粋にすごいと思います」

　そんな言葉とは裏腹に、俯うつむきながらフィリーネは言葉を続ける。

「私や他の人たちと違って、アルフは先の事や色々な物事をちゃんと考えられる人です。それは優れた点ではありますが……大多数と考えが違うということは、ほとんどの場合は理解されることがなく、孤独になります」

「……別に俺は他人に自分の考えを理解して欲しいわけじゃないし、理解してもらうために自分の考えを吹ふい聴ちようして回ってるわけでもない。理解されないのは当然だし、理解されなかったとしても、今まで問題なく生きてきたぞ？」

　茶ちや化かすように言葉を返すものの、フィリーネの表情は依然として変わらない。アルフの言葉の真意を見透かしていると言わんばかりに、蒼あおの瞳を揺らしている。

「アルフはそうやって、昔から一人で抱え込んでばかりです。辛くても大丈夫だと答えて、悲しくても平気だと返して……今では全てを誤ご魔ま化かすように笑ってます」

　幼おさな馴な染じみとしていつも一緒にいただけでなく、二人の間に二年という空白があったからこそ、フィリーネにはアルフの変化を感じ取ることができる。

「アルフはもっと自分を大事にしてください。辛くて悲しいのに、無理をして笑う必要はないんです。だから……私の前だけでいいですから、無理をして誤魔化さないでください」

　悲しげに、しかしアルフの身を案じて懇こん願がんする少女の姿を見て、アルフはどう答えたものかと迷いながら頭をかきむしる。

「……わかった、リーネの前では少なくとも誤魔化したりしない。だからこそ言うけど、俺は一人で抱え込んで無理をしてるわけじゃない。俺は魔術が使えなくて、戦いもロクにできないダメな奴やつだから、色々なことを一人で解決できるように考えなきゃ前に進めない。それがリーネには一人で抱え込んでるように見えただけだ」

　アルフの言葉を吟ぎん味みするかのように耳を傾かたむけていたフィリーネが、小さく息を吐いてから目を伏せる。一応は納得したという意味合いだろう。

「……アルフは自分のことをダメだって言いますけど、私はそうは思いませんよ？　そうやって、いつもどこか前を向いているのもそうですし、ちゃんと物事を考えているのもそうです。……おまけにチェスだって私より強いです」

「国民から人気もあって、近衛このえ魔ま騎き士しすら敵かなわないくらい強くて、おまけに神じん器ぎまで使いこなせる姫様に言われると……なんか、無理に言わせてるような気分だなぁ」

「む、無理になんて言ってません！　ちゃんと本心からアルフのことをすごいと思っていますし、むしろ私の方がダメダメで……なんというか、その……あぅ」

　わたわたと必死に弁明しながらも、結局上う手まく言葉がまとまらなかったのか、フィリーネは申し訳なさそうに俯うつむいてしまった。軽くからかっただけの言葉に対して、ここまで必死になれるというのも美徳の一つだろう。

「ま、冗談だ冗談。リーネが嘘うそとかつけないのは昔からよく知ってるし」

「知っててからかわないでくださいよ、もぅ……」

　拗すねた様子でフィリーネはチェスの駒を動かし始めるが、再び表情を曇くもらせる。

「でも、アルフがダメというなら私もダメです。王族としてクライド兄様には遠く及びませんし、毎日稽古を続けている剣術ですら……兄様を超えていません。いまだ《蒼天剣ブラウヒメア》を使いこなせていないのが何よりの証拠です」

　ヴィルシュタイン家に伝わる神じん器ぎ、《蒼天剣》には代償の他に能力を発現させるために必要な事があると、以前フィリーネから聞いたことがある。

　一片の迷いもない純然たる『怒り』……その感情を相手に抱かなければ、《蒼天剣》が持つ力を引き出すことはできない。フィリーネは自分に自信が持てないが故に必ず迷いを生じてしまい、そして優しすぎるために、たとえ試合の最中であったとしても他者に対して本当の意味で『怒り』という感情を抱くことができない。

「ま、《蒼天剣》が使えないって事に関して言えば別に悪いことじゃないだろ。お前が本気で怒るようなことがあったら、それこそ平和な世界じゃないって証拠だ」

「……それは、そうかもしれませんけど。いまだに《蒼天剣》を扱えないというのは、やっぱり私が未熟だからと考えてしまうんです」

「それで未熟な自分が不安だから毎日欠かさず鍛たん錬れんをして、近衛このえ魔ま騎き士しを相手に模も擬ぎ戦せんってか。親父おやじの言葉通りに鍛錬するのもいいけど、他にも親父は色々言ってただろうよ」

　机に肘ひじをつき、アルフは笑いながら父親の言葉を口にする。

「『無理を通すために無む茶ちやをするな』『必要な時に必要な力を使え』『何やってもダメな時は飯食って寝ろ』……親父は鍛錬をする以外にも色々と教えてただろ。今は別にできなくても、まだ必要じゃないって程度に思っとけばいいんだよ」

　何の気なしにそう答えると……フィリーネは、嬉うれしそうに口元を綻ほころばせる。

「普段はからかったり適当なことを言っていても……必要な時にちゃんと優しい言葉を掛けてくれる。そんなところも、アルフの良いところだと私は思います」

　そんな言葉と共に穏やかで温かみのある笑みを向けられ、なんとなく気恥ずかしくなってアルフは頬ほおをかく。

「あー……そう言われるとこっちも言いにくいんだけど、まぁリーネが『怒り』ってやつを覚える練習ってことで勘かん弁べんしてくれ」

「えっと、それってどういう意味ですか？」

　アルフの言葉に対して、フィリーネはわけもわからずきょとんと首を傾かしげる。

　その様子に若干の罪悪感を抱きながらも、アルフは盤面にある駒を手に取った。

「チェックメイト。喋しやべるのに夢中でも、盤面をちゃんと見ておかないと勝てないぞ？」

　そう口にした瞬間、フィリーネは顔を赤くしながらアルフに枕を叩たたきつけた。
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「あぁ……太陽って眩まぶしいんだな……」

　地平線から昇る太陽を見つめながら、柄にもなくそんな言葉を呟つぶやいていた。

　手を抜いて負ければすぐにバレるのは目に見えていたので、全力で相手をした結果……フィリーネが泣き疲れて眠るまでチェスをする羽目になってしまった。

　適当なところで負ければよかった、とアルフは穏やかな寝息を立てながら机に突っ伏しているフィリーネを眺めながら心底後悔する。

　欠伸あくびを噛かみ殺しながら毛布をその肩に掛けてやろうとした時、ベッドで横になっていたアンリが小さな呻うめき声ごえと共に動いた。

「あれ、にーさんが起きてる……？」

　寝ぼけた眼をこすりながらアンリがベッドから身を起こす。

「おはようさん。お前がベッドを使ってたから寝れなかったもんでよ」

「うぁ……ごめんなさい」

「いや、それについては気にしなくていいから。それよりリーネの奴やつを部屋まで運んでくれるか？　さすがにこのまま部屋に放置しておくわけにもいかないし」

「うん、それはいいけど……にーさんはどこかに出かけるの？」

　アルフが着替えているのを見て、アンリは不思議そうに首を傾かしげる。

「ああ、知り合いに色々と報告したいから、ちょっと町に出てくる」

『騎士祭典ヘクサフエステイバル』を終えて近衛このえ魔ま騎き士しとなり、部屋を割り当てられてからは城外へと出る機会が一切なかった。今後フィリーネの監視が続くと考えると、抜け出すには今しかない。

「んー、でも、にーさんを見てるようにリーネさんから言われてるし……」

「いいか、今のお前は俺の介護を禁止されている。つまり俺を見守るっていう介護活動もできないから、見逃して良し」

「うわぁ……さすがにーさん、屁へ理り屈くつまみれだねー」

　棒読みでそう答えながら、アンリは小さく溜ため息いきをつく。

「……別に、サボることが目的じゃないんだよね？」

「ああ。出掛けたことはリーネに話してもいいし、なるべく早く戻るからよ」

「だったらいいよ。ちゃんと帰ってきてくれるなら」

　どこか寂しそうに、アンリは力無い笑みを浮かべる。

　父親はいつものように笑いながら家を出て、そして戦場から二度と帰ることはなかった。

　訃ふ報ほうを聞いた時もアンリは涙を流さなかったが、その日の夜からアンリは一人じゃ眠れないから一緒に寝て欲しい、とベッドに潜り込むようになった。

　そして、アンリは仕事に向かうアルフを見送る時にも悲しそうな笑顔を浮かべるようになってしまった。やがてそれは習慣となり、一人になる時は必ずその笑みを浮かべた。

　アルフの世話をするという理由付けをして、自分は一人じゃないと確認することによって不安を取り除き続け……やがて、アンリはアルフに依存するようになった。

　だからこそ、アルフはアンリが依存できるように振る舞い続けた。

「俺はちゃんと帰ってくる。だから笑いながら待っとけ」

　アルフはいつものようにアンリの頭に手を乗せて乱暴に撫なで回す。

　それはいつも父親が戦場へと赴おもむくときにやっていた事だ。

　大きな手でアルフとアンリの頭を乱暴に撫なで回してから、「俺は何があっても絶対帰ってくるから、お前らは笑って待ってろ」と豪快に笑いながら言い、不安そうにしている自分たちを安心させてくれた。

　そして、アンリが悲しい笑みを浮かべないように、アルフがそれをやるようになった。

　父親の代わりにはならずとも、せめて兄として少しでも不安を拭ぬぐえるようにと。

「そもそも、お前の兄さんは一人じゃ生きていけないどうしようもない奴やつだから、一人でどこかに行くこともないから安心しとけ」

「私もにーさんが一人だと心配で生きていけないから、必ず見つけてお世話しないとね」

　互いに笑ってから、アルフはアンリの頭から手を離して部屋の外へと向かう。

「そんじゃ、ちょっと行ってくるわ」

「うん、いってらっしゃい」

　普段と同じような挨拶を交わしながら、アンリはアルフへと手を軽く振る。

　だが……その笑みは、普段と少しだけ違っていたようにも思えた。
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　顔を覗のぞかせ始めた太陽に目を細めてから、アルフは背を丸めて商業区域を進んでいく。

　既に市場では商人たちが商いのための準備を始めており、その中を縫ぬうようにアルフは町の中を歩く。

「……おい、見ろよ。卑ひ怯きよう者ものが歩いてるぜ」

　そんな声がどこかから聞こえてきた。

「魔ま騎き士しの皮を被った詐さ欺ぎ師が、どの面つら下げてこの町を歩いてるんだか……」

「こんな時間に出歩くなんて、新米の近衛このえ魔騎士ってのは暇ひまが有り余ってるのかね」

「いやいや、卑怯な手で近衛魔騎士になった奴なんだ。どうせ適当な理由をつけてサボってるのか、仕事を回してもらえないんだろ」

「それで俺らの納めた税金を食い潰つぶしてるんだから、たまったもんじゃねぇな」

　商人たちはアルフに視線を向けながら、聞こえよがしにそんな言葉を吐く。

　そんな商人たちの中で、アルフは見知った顔を見つけた。

「よ、おっちゃん。なんか良い果くだ物ものはあるか？」

　瑞みず々みずしい果物を店先に陳列している店主を見て、普段のように話しかける。

　しかし、アルフに気づいた店主は聞こえよがしに舌打ちした。

「……あんたに売る物はない。帰ってくれや」

「おいおい、さすがに客商売でその態度はどうなんだよ」

「てめぇは客じゃねぇって言ってんだッ！　このロクデナシがッ!!」

　静かな朝の市場に怒ど号ごうが響いた。

　嫌悪に満ちた瞳と共に、店主はアルフへと吐き捨てる。

「魔ま騎き士しの風上にも置けねぇロクデナシに物を売った店だなんて噂うわさが流れちまったら、こっちは客商売どころじゃなくなる。それがわかったらさっさと消えてくれ」

　そんな言葉に対して何かを言おうとし……アルフは口をつぐんだ。

「……そうかい。悪かったな、仕事頑張れよ」

　適当な愛想笑いを作ってから、それだけ言って店の前から立ち去る。

「────つッ!?」

　突然背中に痛みが走って足を止めたが、その原因はすぐにわかった。

「……おいおい。頭に当たったら洒落しやれにならねぇだろ」

　足元に転がっている紙に包まれた石を手に取り、しわくちゃの紙に書かれている内容に目を通してみた。内容については先ほどの陰口と変わらない。

　今までアルフは魔騎士の仕事をサボってはいたが、町人たちからは親しみやすい魔騎士として多少なりとも友好な関係を築いていた。

　しかし、あの『騎士祭典ヘクサフエステイバル』でアルフは最低で最悪な魔騎士としての姿を見せつけた。

　魔騎士という存在が模も範はん的で憧れの対象ともなっているこの国で、あれほどまでに卑ひ劣れつで卑ひ怯きような方法を取って優勝を勝ち取った人間が好かれる道理はない。まして、自身が魔騎士でありながら、魔騎士が大嫌いだと宣言したのならなおさらだ。

「……急がば回れ、ってな」

　東洋の本に書かれていた一文を口ずさみながら、アルフは通い慣れたパン屋へと視線を向けてみる。閉店の札が掛けられているものの、雨戸は外されて明かりが漏もれていることから、既に店主は働いているのだろう。

　そして……その窓から、エルゼがアルフを見ていることに気づいた。

　悲しそうな、しかしどこか怒りを帯びている表情。そんなエルゼの表情を見たアルフはすぐさま踵きびすを返かえし、本来の目的地へ真まっ直すぐ向かうことにした。

　商業区域を抜け、居住区域のさらに奥、荒あばら屋やのような外観の家。

　常に鍵が掛けられていて、アルフ以外の人間がほとんど訪れない家。

「ウィン、いるか？」

　本の山に向かってアルフは声を掛ける。

　本に囲まれている孤独な魔女は以前のように本の山へと腰掛けており、アルフの来訪に気づいてテトテトと歩み寄ってきた。

「アルフ……久しぶり？」

「いや、なんで疑問形なんだよ」

「アルフが来なくなったせいで、何日経たったかわからなくなった」

「お前はある意味ブレないな……」

　まるで変わらないウィンの様子を見て、アルフは安あん堵どの息と共に苦笑する。

「本当はもう少し早く顔を見せるつもりだったけど、最近忙しかったもんでな」

「アルフが……忙しい？」

「そこで首を傾かしげるんじゃねぇよ。俺もそんなことを言う日が来るとは思わなかったけど」

「そっか。アルフが悪く言われてるみたいだから、仕事もなくて暇ひまだと思ってた」

　一瞬だけ表情を歪ゆがませたが、なんとかアルフは取り繕う。

「そもそも仕事はまだやってないし、むしろその評判のせいで忙しいってのがあるからよ。うちの姫様にも困ったもんだ」

「姫様……クライドの妹さん？」

「……この国に住んでいてそんなことを言うのはお前くらいだな」

「だって、ほとんど外に出ないし、アルフとしか話さない。クライドともしばらく会っていないし、ガイストもこの場所にはあんまり来ないし」

　淡たん々たんとした様子で答えてから、ウィンはアルフに両手を差し出す。

「そんなことよりも、ミートパイの方が大事」

「あー……悪いが、朝早くてまだ店はやってなかったみたいでな」

「……そう。すごく残念」

　落胆するように肩を落としていたウィンだったが、何かを思いついたように手を叩たたく。

「それじゃ、今から買いに行こう」

「…………は？」

「ミートパイ、一緒に買いに行こう」

　アルフの返事を待つよりも先に、ウィンは本の山から藁わら帽子とサンダルを掘り出す。

「いや、だから……まだ店がやってないんだって」

「ううん、大丈夫。行けば開けてくれると思うから」

　そうはっきりと答えながら、ウィンはその場で回って自分の姿を確かめる。どうやら本当に出掛けるらしい。

「アルフ、早く行こう？」

「あ、あぁ……わかった、わかったから引っ張るな」

　怪け訝げんそうな面持ちのまま、アルフはウィンに手を引かれて外へと出た。

　二人とも無言のまま歩き続け、レンガ造りの居住区から石畳が特徴的な商業区へと入る。

　そして……先ほどまでアルフに棘とげのある視線を向けていた人物たちの姿を見て、反射的にウィンの手を離しそうになる。

「アルフ、手を離さないで」

　しかし、それよりも早くウィンがアルフの手をぎゅっと力強く握りしめる。

「……いいから、離してくれ。お前までなんか言われちまうぞ」

「大丈夫、そもそも、わたしたちの姿は他の人には見えてない」

　そんなウィンの言葉を聞き、アルフはようやく違和感に気づいた。

　誰も、アルフたちに視線を向けていない。先ほどまで憎悪に近い視線を向けていた人々は、アルフがすぐ横を通っているというのにまるで気にした様子がない。

「クライドから、わたしは人目についちゃいけないって言われてる。外を歩く時は法術で見えないようにしてるから、手を繋つないでいればアルフも他の人から見えない」

　淡たん々たんと説明を行ってから、ウィンはそのままテトテトと歩き続け……見慣れたパン屋の看板を見つける。

　ウィンはためらいなくその扉を開け、アルフから手を離した。

　来客を告げるベルが鳴った直後、パタパタと忙せわしない足音と共にエルゼが現れる。そしてウィンの姿を見るなり歯を見せて笑った。

「あら、いらっしゃいウィンちゃん。今日もミートパイを買いにきてくれたの？」

「うん。買いに来た」

「はいはい、いつもありがとうね。それじゃ──と？」

　ウィンと親しげに話していたエルゼは、その後ろに立つアルフの存在に気がついた。

　だが、微かすかに眉を寄せてから視線をウィンへと戻す。

「今から持ってくるから少し待っててね。今日も焼き立てだから」

「焼き立てだと、いつも以上に幸せな気分」

「あっはっはっ！　嬉うれしいこと言ってくれるじゃないの！」

　笑いながらエルゼが奥へ引っ込んでいくのを見計らい、アルフはウィンへと耳打ちする。

「……おい、なんでここに来たんだ」

「アルフにとって、今一番必要なことだと思ったから」

「……必要なこと？」

「うん。わたしじゃ伝えられない、大事なこと」

　ウィンがそれだけを答えた時、エルゼが戻ってきたことによって会話は中断された。

「はい、ウィンちゃん。適当なパンといつものミートパイ二人前、それと紅茶ね。今日もここで食べて行くんでしょ？」

「うん、食べてく」

　エルゼから紙包みを受け取り、ウィンは店内に置かれている椅子に腰掛ける。

「それと……ほら、そこで突っ立ってるあんたにも」

　思いがけない言葉にアルフが顔を上げると、エルゼは紙包みを放り渡した。

　焼き立てで良い香りを漂わせるミートパイ。

「アルフ、あんたさっきうちに向かおうとして引き返したでしょ」

　どこか怒っているような、そんな声こわ音ねでエルゼは問い詰つめる。

「あんたは変に気が回るから、『評判の悪い自分が店に行ったら迷惑が掛かる』だとか、『仲が良かった奴やつらにどんな顔をしていいかわからない』って考えたんでしょ」

　まるでアルフの心中を読み取ったかのようにエルゼは語る。

「たしかに『騎士祭典ヘクサフエステイバル』の時にやらかしたせいで、町の奴らは口を揃そろえてあんたのことを最低最悪だと言ってる。あんたがうちに通っていたのを知ってる連中は、『魔ま騎き士し崩れのクズ野郎が店に来なくなってよかったな』だなんて言うほどにね」

　苛いら立だち混じりに吐き捨てるエルゼの言葉を聞き、アルフは先ほど市場で商人と交わした会話を思い出して顔を伏せる。

　そんなアルフの様子を見て、エルゼは深々と溜ため息いきをついた。

「だから、そのミートパイはうちへの迷惑料として買ってちょうだい。あんたの悪口を言った馬鹿共を叩たたき出して出禁にしたせいで、うちの売り上げが落ちちゃったんだから」

　言葉の意味がわからず、アルフは思わず顔を上げた。

「英雄様のおかげで戦いくさは無くなったけど……これまでの戦争で受けた傷が無くなったわけじゃない。それをあんたは理解していて、ちゃんと世界が平和であるように仕事をして、あたしたちのことを笑顔にしてくれてたじゃない」

　普段とは違う柔らかい声こわ音ねで、エルゼは言葉を続ける。

「仲間である魔ま騎き士したちから笑われて、疎うとまれて、蔑さげすまれて……それでも文句一つ言わずに仕事を果たしていた立派な奴やつに、あたしはクズだなんて言葉は掛けられないよ」

　照れ臭そうに頬ほおをかいてから、エルゼは笑う。

「この国が危なくなった時には正々堂々、真正面から卑ひ怯きような方法で卑怯な奴らを叩き潰つぶしてくれるんでしょ？　あたしとしてもそっちの方が気分が晴れる。だから……手の平を返した奴らを黙らせるくらい、自分のやり方を貫つらぬいて見せてちょうだいよ」

　罵ば倒とうなどではなく、快活な笑みと共にエルゼはそんな言葉を掛ける。

　何も言うことができなかった。

　立ち尽くすアルフに、エルゼは一度ウィンに視線を向けてから言葉を掛ける。

「あの子、あんたが『騎士祭典ヘクサフエステイバル』で優勝した後くらいに店にきてさ。突然『アルフは間違ったことはしてないから、嫌わないであげて』って言うもんだから驚いたよ」

　目的を果たすために、アルフは何でもやるつもりでいた。

　自分の目的のためなら手段も厭いとわず、卑怯で下げ劣れつな人間になるつもりでいた。

　その意思を固めるために多くの人間の前で宣言を行い、誹ひ謗ぼう中傷を受けても、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられても、石を投げられようとも耐えるつもりでいた。

　一人で在あり続けて、心を強く保とうと思っていた。

「あんたは一人じゃないし、無理に一人になろうとする必要もない。どれだけ多くの人間があんたを嫌おうとも、あんたを嫌わない人間だって絶対にいるんだからさ。みんながみんなあんたの敵ってことじゃない、その事くらいはわかっておきなさい」

「……おいおいエルゼ姐ねえさん、泣きそうになる言葉を言うんじゃねぇって」

「バッカねぇ。涙声で言っても意味ないって」

　そう言って笑うエルゼに笑みを向けてから、アルフは少しだけ塩気を感じるミートパイを一口で頬ほお張ばり、嗚咽おえつを飲み込むように咀そ嚼しやくする。

　そして、アルフは顔を上げた。

「……うっし。それじゃ卑ひ怯きよう者ものとして今後も頑張らねぇとな」

「改めて聞くと本当に最悪な宣言ねぇ……」

「姐さんも焚たきつけただろうが。それと売上が落ちた分はそこのミートパイ大好き娘が大量に買って貢こう献けんしてくれるだろうから安心しとけ」

「うん、ちゃんと毎日通ってる」

　ウィンがミートパイを頬ほお張ばりながら言い、店の中が和やかな空気に包まれようとした時、店のドアが開かれたことによって来客を告げるベルが鳴った。

　全員が何事かとドアへと顔を向けると──

「アルフ……あなたは、城を抜け出して何をやっているんですか？」

　目立たないように町娘の格好に扮ふんしたフィリーネが満面の笑みと共に立っていた。

　妙な威圧感を放つフィリーネの雰囲気に押されながらも、アルフは必死に弁明する。

「ア、アンリに言こと伝づてしておいただろ……？」

「ええ、アンリちゃんからアルフは大事な用事で出かけたと聞きましたが、もしかしてそのまま戻ってこないんじゃないかと心配になって、町まで探しに来て見れば……」

　フィリーネが怒りのままに言葉を並べていた時、店の奥にいるウィンの姿を見つけた瞬間、目を見開いて硬直する。

「……いえ、今はとにかくアルフのことです。すみませんが、今からアルフを更生させるための鍛たん錬れんを行うのです。お取り込み中かもしれませんが、連れて行って構いませんね？」

　その言葉によって、ようやくウィンはフィリーネに顔を向けた。

「わたしは、アルフがそのままでも別にいいけど」

　抑よく揚ようのない声こわ音ねで答えるウィンに対して、フィリーネは眉を吊つり上あげる。

「……つまり、アルフが卑ひ怯きよう者もののままでいいと？」

「うん。だってアルフ自身がそう決めたのなら、それを無理やり変えたりする必要はない」

　表情を一切崩さないウィンのことをしばらく見つめていたフィリーネだったが……そのまま何も言わず、アルフの襟えり首くびを力強く掴つかんだ。

「……すみませんが、私はそうは思いません。アルフを更生させなければいけないので、ここで失礼させてもらいます」

「わかったから引っ張るな！　ウィン、また時間ができたら顔を見せに行くからな！」

「うん、またね」

　ノンキにひらひらと手を振っているウィンと唖あ然ぜんとしているエルゼに見送られながら、アルフはフィリーネと一緒に店の外へと出る。

「リーネ、ちゃんと自分の足で歩くから離してくれよ」

「……ダメです。手を離したらまたアルフは逃げるに決まってます」

　アルフの背後に回り、フィリーネは襟首を掴んだまま不機嫌そうに答える。この様子だと、いつか逃走防止のために紐ひもと首輪を調達してきそうだ。

「朝の鍛錬を放り出して……アルフは、そんなに私と一緒にいるのが嫌いやなんですか」

「あのな……別に嫌とかじゃないし、しばらく顔を見せてなかったから知り合いに会ってただけだって。だから泣くんじゃない」

「まだ泣いてませんから！」

「放っておいたら泣きそうだから先に言っておいたんだよ」

　なんとか事情を説明することはできたが、依然としてフィリーネは不服そうに頬ほおを膨らませている。今日の鍛たん錬れんは覚悟しておいた方がいいかもしれない。

「……あれ？　アルフ、ポケットに何か入ってますよ？」

　フィリーネが不思議そうに尋たずね、アルフも自分のポケットに手を入れてみる。

　くしゃくしゃに丸められた紙。その紙を丁寧に広げ、アルフは思わず苦笑した。

　拙つたない字で書かれている、『負けないでね』という言葉。

「……これくらい、自分の口で言えばいいのによ」

「えっと、何がですか？」

「いや、気にすんな。不器用で口下手な師匠様から、激励の言葉をもらっただけだよ」

　笑っているアルフとは対照的に、フィリーネは怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

　ちなみに……この後、まともな睡眠を取らないまま夕方まで模も擬ぎ戦せんを行い、試合が終わったあとは一日中不機嫌そうにしていたフィリーネのご機嫌取りとして、チェスの相手をするはめになった。

　更生という名の多忙な日々はいつまで続くのだろうか、とアルフはベッドに入りながら毎日頭を抱えて眠る。

　しかし──そんな日々は長く続かなかった。






　四章　最底辺の魔ま騎き士しが目指していた道









　アルフが近衛このえ魔騎士となり、一ヶ月ほどが経たったある日。

　その日も平和で、当たり障さわりのない穏やかな一日であるはずだった。

「……おい、なんだありゃ？」

　最初に異変に気づいたのは、早朝に城壁の上で見張りをしていた魔騎士だった。隣で仮眠を取っている魔騎士に声を掛けて、何度も目を擦こすって眼前にある光景へと眼を向ける。

　センタリアを目指してゆっくりと進んでいる人の群れ。それらの人間は物々しい赤色の甲かつ冑ちゆうを着込み、剣を携たずさえ、統率の取れた一糸乱れぬ隊列を維持したまま行軍する。

　時が違たがえば敵軍の侵攻であると取り乱していただろうが、四年前に結ばれた国家間協定により、戦争行為は禁止されている。たとえその意思がなくとも、理由なく他国の領土を踏めば侵略行為と見なされかねないというのに、連隊規模の軍隊はセンタリアへと向けて迷いなく進む。そして……ようやく見張りはその連隊が掲かかげる国旗を目にした。

　血のように赤い、ナデシコの花を象かたどった国旗。かつて同盟を組み、センタリアと共に十国戦争を戦い抜いた盟友と呼べる国。

　混成国家ディアンタス。

　その様子に圧倒されていたこともあってか、城壁へ先駆けて向かっていた軍馬の存在に気づくのが遅れた。伝令を示す印を掲かかげ、センタリアの城門前に辿たどり着いた甲かつ冑ちゆう姿の男が声高々に告げる。

「──我々はッ！　ディアンタス所属、第一混成騎士連隊であるッ!!」

　明朗に響く声が自らの身分を明かす。

「我が連隊はエドガルド陛下の命により、国家間協定において定められた『神しん聖せい代だい理り争そう闘とう』を貴国センタリアに対して行うと、この場で宣言するッ!!」

　その言葉の意味を見張りの男は上う手まく飲み込むことができず、睡眠不足で回らない頭を無理やり動かして整理する。大陸法によって戦争や略りやく奪だつ行為が禁止され、その後国同士の取り決めに相違が出た場合や何らかの理由で諍いさかいが起こった時、両国に所属する魔ま騎き士しが公式試合を行い、その勝敗によって決着をつけることが定められた。

　神誓代理争闘……『神闘カンフオル』と名付けられた、魔騎士同士による国の誇りをかけた戦い。

　戦争という存在が消えて無為に命が散ることはなくなったとしても、『闘い』はこの世界から消えることはない。

「繰り返すッ！　センタリア国王、クライド・ヴィルシュタインに伝えよッ!!」

　真紅の国旗をはためかせ、威圧の意を込めてディアンタスの魔騎士が吠ほえる。




「我々ディアンタスは……センタリアに対して『神闘』を行うと宣言するッ!!」





　◇






　城壁の見張りからディアンタスの連隊来訪、並びに『神闘』を行う宣言を聞き、会議室には多くの人間が集まっていた。

　王族であるクライドとフィリーネ、御意見番であるガイスト、『騎士祭典ヘクサフエステイバル』で挨拶を行った近衛このえ騎士総長のジェラルド、そしてアルフを含めた数名余の近衛魔騎士たちに……赤色の甲冑に身を包んだディアンタスの魔騎士たち。

　珍しく笑みを歪ゆがめているクライドは、書状を机に置いて対面へと座っている老齢の国王へと言葉を掛ける。

「いやぁ……これはまたずいぶんと急な話じゃないか。『灰はい盾じゆん』のエドガルド爺じいさん？」

「……『神闘』における十の条文、『事前に相手国へと布告、宣告等をせずに執行できる』というものがある。お主ぬしが主導で決めたものだ、センタリアの若わか僧ぞう」

　真っ白な白髪と髭ひげをたくわえた姿、しわがれた声は年齢こそ感じさせるが、その声こわ音ねからは王たる人間としての重厚さと、相手を押し潰つぶさんとする威圧感が込められている。

「エドガルド爺さんこそ、僕が円卓会議に参加していたことを忘れちゃってるんじゃないのかい？　歳としを取ってボケるってのは嫌いやなものだねぇ」

「相も変わらず口さがない若僧よ。頭の硬い『六連星ゼクスシユテル』の主たちに啖たん呵かを切って見せた時もだが、一国の主に対してそれほどの言葉を吐けるのはお主以外におらんだろうて」

　エドガルドは長い髭ひげを揺らして笑って見せるが、その眼に笑みはない。

　混成国家ディアンタスはその名の通り、あらゆる国籍の人間、種族が混在している。

　かつて戦場で盾剣という特殊な大剣を振るい、『灰はい盾じゆん』の異名となった絶対防御の魔術によって、単身で巨竜すらも下したエドガルド・カレスティア。

　状況によって味方すらも斬きり捨てる残ざん酷こくな側面を持ちながらも、圧倒的な実力によって君主の座につき、階級だけでなく種族の壁すらも取り払う完全な実力主義を掲かかげていることから、種族問わずにその人望は厚い。

　しかし国籍のみならず、人ではない種族、また実力さえあれば他国で罪を犯した人間にすら魔ま騎き士しの称号を与えたことから、一部では『灰色の国』とも揶や揄ゆされている。

　十国戦争時は種族を混成した強大な戦力を率いてセンタリア連合軍に参加し、大国たちを相手にし続けながらも一定の戦力を維持することで戦いに大きく貢こう献けんした。

　だからこそ、クライドたちセンタリアの人間は難色を示している。

『神闘カンフオル』は協定で定められたものの、戦後の四年間で一度も行われていない。

　それは各国が十国戦争で疲ひ弊へいし、軍備のみならず様々な面で自国の立て直しに専心しているというのが大きな理由である。

　つまり今回センタリアとディアンタスで行われるのが初の『神闘』となるが──

「かつて盟友として戦いくさを共にした身だが……既に十国戦争は終わり、盟約も解消された。今は同志ではなく他国という元の関係に戻っておるのだから、我々が貴国に『神闘』を執とり行っても何ら不思議ではなかろうて」

　エドガルドがそんな言葉を口にした途端、フィリーネは珍しく怒りを露あらわにしていた。

「それが……元同志に対する言葉だと言うのですか」

「はいはいリーネ、相手は老いぼれでも王様なんだから落ち着きなって」

「落ち着けるはずがありません！　センタリアの英雄、アーロン・ハーレックは……足並みを崩したディアンタスの兵たちを守るために、その身を挺ていして犠ぎ牲せいとなったのです。だというのに……このような、難なん癖くせにも近い主張を行ってきたのですよ!?」

　我慢ならないと言わんばかりに、フィリーネは羊よう皮ひ紙しを机の上に叩たたきつける。

　そこにはディアンタス側からの要求内容が記されていた。

「センタリアが有する港町ヴィッツの土地、該当する領海、航海許可……海上におけるあらゆる権利の全譲渡だなんて……!!」

「ほう、食えない兄とは違って、ずいぶんと素直な姫だ。あの港町は元々ディアンタスの領土であるにも関わらず、再三の交渉に応じなかったのは貴国だろうて。だからこそ我々ディアンタスは今回の『神闘』に踏み切ったのだよ」

「ヴィッツの港町は元々センタリアの領土で、過去に侵略を行って奪ったのはそちらの国でした。それをお父様とアーロン先生が奪だつ還かんしたというだけの話でしょう!?」

　フィリーネの言葉に熱が帯び始めたのを感じ取り、クライドは溜ため息いきをつきながら近くに待機しているアルフへ声を掛ける。

「アルフくん、そのお姫様をちょっと静かにさせて。君をここに呼んだ理由の一つだから」

「あー……ようやく俺がここにいる理由に納得がいったんで、とりあえず承知しました」

「何を言うのですか、私は至極当然なことを主張してるまで──んむっ!?」

　とりあえずアルフはどうするべきか悩んだ末、再び騒ぎ始めたフィリーネの口を手で覆おおい、無理やり席へと座らせて落ち着かせることにした。

　フィリーネはかつての同盟国が『神闘カンフオル』を申し出たと聞いて会議の参加を希望したのだろうが、普段はともかく他国のいる場で感情的に発言をするのは得策ではない。だからこそ、クライドは顔見知りであるアルフをお守り役として呼んだのだろう。

「この会議は怒りやら不満をぶつけるために開いたんじゃないんだからさ。向こうさんが何を勘違いして元々あの土地は自分の領土だって主張し始めたのかはさておき、『神闘』そのものを取り下げることはできないわけだしね」

　言葉に険けんを含めながら、クライドはフィリーネをなだめる。

『神闘』とは和平協定の一つに定められている、国家間における最終交渉手段である。

　神に誓いを立てて国の誇りをかけて行う闘争であり、そのため条文にも『両国の情勢にかかわらず、一ヶ月以内に必ず執とり行わなくてはならない』と記されている。

「『神闘』を行う際には『要求内容は問わず、内容は等価、もしくは両者が同意する内容でなくてはならない』と条文にも記されておる。こちらが提示した要求はたかが港町一つなのだから、それを鑑みて貴国も我々に等価である要求を提示すればいい」

「たかが港町とは言ってくれるねぇ……ヴィッツはセンタリアの水上貿易の大半を担ってる町だってのにさ」

　クライドとエドガルドが睨にらみ合っていた時……会議室で挙手が上がった。

「あー、ちょっと質問なんですけど。等価でない要求をした場合はどうなるんですかね？」

　緊迫した空気などお構いなしに発言したアルフに全員の注目が集まり、クライドは苦笑いと共に答える。

「そうなった場合は等価になるまで上乗せかな。僕らがヴィッツ以上の土地やそれに値する物を要求したら等価になるまで調整を行う。だけど期限が一ヶ月と定められているから、期限の一週間前になった時点で交渉に出ている内容を対象として『神闘』を行う……こんなところでいいかい？」

「あー、わかりました。お手数掛けて申し訳ないです」

　頭を下げるアルフを見てディアンタスの魔ま騎き士したちは失笑を漏もらし、その場にいるセンタリア側の人間も苦々しい表情を浮かべる。

「とりあえず、要求はちゃんと等価である内容を提示するさ。『神闘』を拒否すれば……和平を掲かかげて協定を結んでおきながらそれを守らない国として、センタリアはおたく以外の国からも非難を浴びることになる。そうなったら四年前と同じ状況に逆戻りだ」

　和平協定が崩れることになれば、再び戦争によって多くの血が流れることになる。

「……ま、それがエドガルド爺じいさんの目的なのかもしれないけどねぇ」

　クライドの言葉に対し、エドガルドは何も答えない。

「自国の専せん守しゆを優先していた上に、同盟に加わったのも遅かったおたくは十国の中で最も被害が少なかった国だ。昔から国籍を問わずに魔ま騎き士しを増やして軍備を整えていたけれど、最近はそれに拍車が掛かってるという話も聞いている。また戦争が始まればどの国よりも有利に事を運べるだろうね」

　十国戦争によって全ての国は甚大な被害をこうむり、センタリアも多くの魔騎士を失い、アーロン・ハーレックという英雄を失った。

　その中で被害の最も少なかったディアンタスはどの国よりも早く態勢を戻し、現在は他国より頭一つ抜き出た形となっている。それを示したものが今回の連隊遠征と言える。

　隣国であるとはいえ『神闘カンフオル』の宣告を行うためだけに、ディアンタスは徒歩で二週間以上掛かる道のりを二千近くの魔騎士に行軍させ、それだけの人間を動かすために膨大な食しよく糧りようなどを消費したことになる。

　それを実行するだけの余力すら持っていると、ディアンタス側はセンタリアだけでなく他国にも示す目的があった。だが、国力をつけていたのはディアンタスだけではない。

　センタリアもクライドの手腕によって戦後四年で驚異的な復興を遂とげ、身分ではなく魔騎士の実力に合わせて昇格を行い、優秀な魔騎士を揃そろえることで軍備を整えた。

　しかし、同時にそれが原因でこのような事態を招く結果ともなった。

「どうせ腹黒いエドガルド爺じいさんのことだから、いずれ協定を覆くつがえす魂こん胆たんだったのかもしれないけど……色々と焦あせっちゃったみたいだね？」

「……これはこれは、センタリアの若わか僧ぞうに絵空事を描く趣味があったとはな」

「おや、事実を述べるのは絵空事とは言わないよ。十国戦争を終えてからわずか四年で、いまだ国家間で行われたことのない『神闘』を仕掛けてきたことが何よりの証拠だ」

　笑みを絶やさないクライドに対して、エドガルドは眉み間けんのシワを深く刻みながら押し黙る。それは言葉にせずとも肯定を意味しているのだろう。

　国家の規模は小さくとも、わずか四年で国を復興しただけでなく、以前と変わらず多くの魔騎士を輩出して態勢を整えつつある騎士国家は他国からも脅威に映ることだろう。

　そして、状況から先を見み据すえたディアンタスは、国力の差がある内に腰を上げた。

　センタリアが『神闘』を受けてディアンタスが勝利すれば、貿易の要を潰つぶしたことにより国力を低下させることができる。そして、センタリアが『神闘』で不穏な動きを見せれば非難し、協定を崩すことで再び戦乱の世が訪れてディアンタスは本ほん懐かいを遂げる。

「本当に面倒なことをしてくれたものだねぇ」

「……話を戻そうではないか。私は『神闘』を行うため、老体に鞭むちを打ってこの場へと参じておるのだよ」

「おやおや、ちょっとした世間話にそんな怒らなくてもいいじゃないか」

　作り物めいた笑みを向けてクライドはエドガルドを煽あおるが、老ろう獪かいな相手はシワを深くするだけで動じることはない。

「さて、それじゃ要求の話に戻そうか。僕らが要求するのは、センタリアとディアンタス国境上にあるバロック鉱山……稀き鉱こう石せきの採掘権などを含んだ全権の譲渡だ。海上貿易の拠点であるヴィッツとは比べるべくもないけど、君たちはそこの利権についてもゴネていたことだし、この際ちょうどいいだろう」

「……ああ、構わんとも。要求としては対等である」

「おや、あっさりとしてるじゃないか。てっきり『あの場所も我々の場所だから、要求として不当』だって駄だ々だをこねるかと思ったのにさ」

「不当だと喚わめき立て、我々が時間を引き延ばしていると口さがない若わか僧ぞうに言い掛かりを付けられるのも煩わずらわしいのでな」

「嫌いやだなぁ、僕はおたくと違ってそんなことは言わないさ」

　言葉の応酬を交わしてから、クライドは会話を次へと移す。

「さて、条文には『試合形式については『神闘カンフオル』を受じゆ諾だくした国が決定する』とあるし、今回は選出した魔ま騎き士し五名による、一対一の勝ち抜き戦とさせてもらおうかな。せっかく二千人も引き連れてきたところ悪いけど、おたくの得意な人海戦術に付き合う気はないしね」

「……いいだろう。次は『宣告側は試合形式に制限を一つ設ける』といったものだが……そういえば、貴国はつい最近『騎士祭典ヘクサフエステイバル』を行って新人の近衛このえ魔騎士を叙任したと噂うわさで聞いておるが」

「……それがどうしたんだい？」

　エドガルドが目を細めたのを見て、クライドは微かすかに眉をひそめる。

「なに、我々が今回行った連隊遠征は、本来新人の魔騎士たちに経験を積ませるのが目的であってな。制限は……一年以内に叙任した近衛魔騎士、というのはどうだね」

「……決定権はそちらにあるんだ。別に異論はないさ」

「ほう、ありがたい言葉だ。新人たちが多い中で、『蒼あおの春風』や『白しろ金がねの剣けん姫き』に出て来られてはあまりにも分が悪いのでな」

「いやはや、騎士国家センタリアを舐なめないで欲しいところなんだけどね。節操無しの君らと違って、うちは新人であっても質を重んじる国だから」

「それは重々承知しておるとも。……まぁ、『神闘』の詳細すら知らない近衛魔騎士がおるところを見ると、その質とやらもたかが知れている」

　そんな言葉と共にエドガルドがアルフに視線を向けたため、腑ふ抜ぬけた笑みを返す。その様子を見てエドガルドは鼻で笑った。

「……『黒の悪魔』が命を賭としてもたらした結果がこれか。世界平和という馬鹿げた理想を掲かかげた末に犬死とは、あの男もずいぶんと哀れよ」

　騎士国家センタリアのみならず、大陸における英雄を侮辱する言葉。

　それは一国の主であるからこそ口にできるものとはいえ、その言葉に対して何も思わぬセンタリアの人間はいない。フィリーネをはじめ、センタリア陣営の近衛魔騎士たちの表情に怒気が混じり始める。

　しかし、クライドはどこまでも愉快そうに笑みを浮かべている。

「アルフくん。リーネは僕が押さえてるから、やってくれたまえ」

「そいつはどうも。手が塞ふさがってると何もできないもんで」

　フィリーネをクライドに受け渡してから、アルフはゆっくりと歩き出し──

　提さげていた短剣を、エドガルドに突きつけた。

　会議室にいる人間に動揺が走り、ディアンタスの魔ま騎き士したちが物々しい鎧よろいの音と共に剣を抜き放つ。だが、短剣を向けられているエドガルドは静かにアルフを見み据すえている。

「……何の真ま似ねだ、小僧」

「何の真似って、そりゃ見ればわかるでしょうよ。戦争が終わって、手の平を返して元同盟国に『神闘カンフオル』を吹っ掛けるだけじゃなく、うちの国の英雄を侮辱する礼儀知らずに剣を向けてるんですよ。……ああ、取り巻きの魔騎士たちが動いたらこのまま突き刺すんで、動かないように」

　あまりにも常じよう軌きを逸いつした光景を前にし、場の空気が凍りつく。

　会合の場で一国の主に対して剣を向ける暴ぼう挙きよ。ディアンタスの人間だけでなく、クライドを除くセンタリア陣営すら何も言えずに唖あ然ぜんとしていた。

「……言動に気を付けたらどうだ、小僧」

　エドガルドが射抜くような眼光を向けるが、アルフは態度を崩さない。

「礼儀知らずに対して礼儀を払えとは、ずいぶんな物言いってもんじゃないか。さすが共に戦い、自国の民を救われながらも、風かざ見み鶏どりのように態度を翻ひるがえす国の言うことは違うってなもんだ。冗談はその鶏にわとりのトサカみたいな色した鎧だけにしてくれよ」

「……その言葉は私がかつて数多あまたの戦場で敵を屠ほふり、国を治める者として数え切れぬほど命の散り様を眺めてきた人間だと知ってか？」

「なんだ、今度は殺しの自慢か？　そんな毛ほどの価値もない誇りを大事にするなんざ、どこぞの犬死にした英雄以上のバカ野郎だな」

　度重なる暴言を吐きながらも、アルフはエドガルドの視線に臆することはない。

　そんなアルフの様子を見て……エドガルドはゆっくりと立ち上がる。

「……いいだろう。このエドガルドを前にそこまで言い切った度胸に敬意を払い、先ほどの要求内容にもう一つ付け加えよう」

　殺意を孕はらんだ瞳でアルフを見据えてから、エドガルドは言い放つ。

「我々が勝利した時には……貴様の首をもらい受けようではないか」

　その言葉が何を意味しているか、理解できない人間はいない。

　言葉による命のやり取り。

　一国の主として戦争を行い、敵味方問わずに人の死を見てきた人間だからこそ、その言葉はどこまでも重い。不敬を働いた人間に対して、死を与えることも辞さない。

　その場の緊迫した雰囲気に、ただ一人を除いて誰もが呑のまれていた。

「俺の首が欲しいならくれてやるよ」

　平然と、アルフはそんなことを言ってのける。

「だが安いもんじゃねぇぞ。なにせ俺は一国の王に認められるほどの狼ろう藉ぜき人だ。俺を殺してやりたいほど憎いってんなら……相応の対価を払えよ、爺じいさん」

　不敵な笑みと共に、アルフはエドガルドに対して一歩たりとて退ひかない。

　そして──

「──かッ！　かはははははははははははッッ!!」

　耳に障さわるしゃがれた笑い声が、けたたましく室内へと響き渡った。

　笑みによって口元を歪ゆがめているエドガルドは、再びアルフへと眼光を向ける。

「ああ……まったく、愉快なことこの上ない。貴様のような下げ劣れつな若わか僧ぞうを見れたというだけで、英雄亡き国に赴おもむいた価値がある」

「そいつはどーも。それで、俺の首に対する要求ってのはしていいのか？」

「よかろう。貴様の口から、自身の命に相応ふさわしいとする要求を述べろ」

　エドガルドの言葉に対し、アルフは面倒そうに頭をかいてから、その要求を告げる。

「んじゃ、色々と面倒だからセンタリアにちょっかい出すのをやめてくれ。ヴィッツやバロック鉱山以外もだけど、今後も難なん癖くせつけられたら一生終わらないだろうしよ」

「承知した。『神闘カンフオル』の要求というだけでなく、ディアンタスを統べるエドガルド・カレスティアの名と誇りにおいて、決して違たがわぬことを誓おう」

　エドガルドが口元に深いシワを刻んだのを見てから、アルフはゆっくりと剣を引く。

「……此こ度たびの『神闘』、楽しみにさせてもらうぞ」

　アルフにそう言葉を残してから、エドガルドは随ずい伴はんさせていたディアンタスの魔ま騎き士したちを引き連れて退室していった。

　会議室の扉が閉まって一瞬静まり返った後……フィリーネはアルフの襟えり首くびを掴つかんだ。

「あなたは……あなたは、何をしているんですかっ!?」

　フィリーネは顔を紅潮させ、瞳の奥に怒りを宿しながらアルフを睨にらみつける。

「自分の命を天てん秤びんに掛けるだなんて……なぜ、そんなバカなことを……ッ」

「いや、そりゃあそこまで好き勝手言われたら腹も立つって話だろ」

「腹が立つとか、そんなことは関係ありません！　負けたら……あなたは、自身の首を差し出すことになるんですよ!?」

　フィリーネから視線を逸そらしながら、アルフは軽薄な笑みと共に口を開く。

「だから、負けなきゃいいだけの話──」

　アルフの言葉は最後まで続かなかった。

　肉を打つ乾いた音と共に、アルフの頬ほおが徐々に熱を帯びていく。

　他人の目がある中だというのに、フィリーネはぽろぽろと涙をこぼす。

「なんで……アルフはそうやって、自分のことを粗末に扱うんですかッ!!」

　アルフに怒りの叫びをぶつけてから、フィリーネは会議室の外へと駆けていく。

　しかし……アルフは呆ぼう然ぜんとしたまま、その後を追い掛けようとしない。

　そんな様子を見かねたクライドが、溜ため息いきと共にアルフへと言葉を掛ける。

「……アルフくん。追いかけてあげたらリーネは喜ぶと思うよ？」

「あー、ちょっと今回は無理ですかね。追いかけて何かを言ったところで、言い訳って感じに受け取られて余計に怒られるでしょう」

「いやはや……幼おさな馴な染じみで相手のことがよくわかるってのも、少し考え物だねぇ」

　クライドは呆あきれたように肩を竦すくめてから、表情を正して向き直る。

「ま、アルフくんが自分の命を賭として僕らの意思を代弁してくれたことだし、『神闘カンフオル』の話に戻ろうか」

　笑みの奥に静かな怒りを湛たたえながら、クライドは城を出て行くディアンタスの一行に鋭い視線を向ける。

「しかしまぁ、どうにもディアンタスの掛けてきた制限が気になるねぇ」

「叙任して一年以内の魔ま騎き士し……と。たしかにキナ臭いもんですね」

「キナ臭いなんてものじゃないよ、ジェラルドくん。試合形式っていう有利が僕らにある以上、ディアンタスの掛ける制限はもっと自国に利点がなきゃいけないものだ」

　試合形式を決めるということは『神闘』で行う内容の枠組みを決めるようなものであり、極めて有利な状況を作り出すこともできる。

　今回で言えば一対一の勝ち抜き戦は少数精鋭であるセンタリアにとって有利に働くもので、なおかつディアンタスが得意とする人海戦術を封じている内容でもある。

　だからこそ、本来なら制限を掛けることによって相手国の有利を削そがなくてはならない。

「あの制限は《神じん器ぎ》を扱える僕やリーネ、我が国における歴戦の近衛このえ魔騎士を封じるって意味はあっても、その程度でしかない。要は両国の新人同士による試合ってだけで、質で勝る僕たちが依然として有利なんだよ」

『神闘』という最終交渉手段を出してきたからには、ディアンタスは勝利するという見通しがあるということに他ならない。

　釈然としない様子でクライドは指で机を叩たたいていたが、ふとアルフへと顔を向ける。

「これは、アルフくんに頑張ってもらうことになりそうだね？」

「あー……やっぱりそうなりますか」

「そりゃそうさ。喧けん嘩かを吹っ掛けた張本人が出てこないんじゃ向こうも納得してくれないだろうしね」

「まぁ、自分の命が要求内容にもあるんで、どちらにせよ出るつもりでしたけどね」

　そんな二人の会話に表情を歪ゆがめたのはジェラルドだった。

「……正気ですか、クライド王。そいつの魔騎士としての腕は本当に下級魔騎士程度といったところで、『騎士祭典ヘクサフエステイバル』もまともな試合は一度たりとてなかったんですよ」

「正気どころか大真面目さ。たしかにアルフくんは剣の腕は並以下だし、魔術も使えないけれど……それ以上に、何をやらかしてくれるかわからない。あの『灰はい盾じゆん』エドガルドに啖たん呵かを切って見せたようにね」

　イタズラを企てるように、クライドは楽しげな笑みを浮かべる。

「『神闘カンフオル』の条文には『条文、試合形式、制限に抵触しない限り全ての行動を許きよ諾だくする』というものもある。今回は後手に回ってしまっただけでなく、『神闘』における相手の思惑が不明瞭である以上、『騎士祭典ヘクサフエステイバル』における規則の穴を掻かい潜くぐって優勝して見せたアルフくんという、不確定要素を入れておいて損はないと思わないかい？」

「……わかりました、クライド王がそこまで言うのならこいつを組み込みましょう。ただし、残り四人の選出に関しては私に一任させてください」

「ああ、頼んだよ。この戦いはセンタリアの今後を左右するものだからね」

　センタリアの未来、大陸の未来だけでなく、今後『神闘』を行う大まかな基準として、他国の大きな参考になることだろう。

「というわけでアルフくん、派手にやってくれることを期待しているよ？」

　クライドの言葉に対して、アルフは面倒そうに頭をかく。

「まぁ……言われなくても。俺は元々そのつもりですよ」

　瞳を濁にごらせながら、不敵な笑みを浮かべる。

『神闘』は間もなく開始される。
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　陽ひが昇り始めてから間もなくして、『神闘』に出場する近衛このえ魔ま騎き士したちは城壁の外へと向かっていた。先日の内にセンタリアの国内にも『神闘』を行う告知が行われている。多くの人間が『神闘』へと赴おもむく近衛魔騎士たちを見送るために駆けつけて言葉を掛けていた。

　そんな中、アルフは誰からも言葉を掛けられない。むしろなぜ実力のない卑ひ怯きよう者ものがこの場にいるのかと、多くの人間が疑念の眼まな差ざしを向けていた。

「ふぁ……ぁ、朝ってのはいつになっても慣れねぇんだよなぁ」

　が、普段と変わらずアルフはノンキに欠伸あくびをしていた。

「……おい、国民の前でだらしない姿を晒さらしてるんじゃない。国を代表して『神闘』に出るということを理解してるのか？」

　隣を歩いていたヴェインがアルフの様子を見み咎とがめてそんな言葉を口にし、会話を聞いていたらしい人間が笑い声を漏もらす。

「別にいいじゃねぇか。笑顔を振りまくのが仕事って思ってる奴やつらよりマシだ」

「お前という奴は本当に……。貿ぼう易えき市いちで会った時から胡う散さん臭くさい奴だと思ってたが、まさかこうして『神闘』を行う場でも顔を合わせることになるとは思ってなかったぞ」

「ま、そこには俺も同意見ってもんだ。とりあえず俺は大事な『神闘』の前に笑う余裕なんてないから、説教も全部終わってからにしてくれ」

「ハッ……俺たちがディアンタスの魔騎士に負けるはずがない。こういう時にこそ毅き然ぜんとした態度で構えるものだろう」

　自信に満ちた瞳と共に、ヴェインは大槍やりを担ぎながら肩を竦すくめて見せる。質で勝るセンタリアの魔ま騎き士しが負けるはずがないとでも言わんばかりだ。

「やれやれ……いつまでそう言ってられるもんかね」

「なんだ、それはどういう──」

　眉を寄せながら男がそう訊きき返そうとした時、見上げるほど大きな城門が物々しい音を立てて開かれた。




　オオオオオオオオオオオアアアアアアッッ────!!




　途端、地を震わすような軍勢の声が響き渡る。

　その迫力に圧倒され、先ほどまで余裕を浮かべていた魔騎士たちは息を呑のみ、気け圧おされたように足を止める。

　草原に立ち並ぶ、総勢二千を超えるディアンタスの連隊。

　想像を超える威圧感。実際に相手をするのは五人の魔騎士であると頭の中では理解していても、二千の兵が打ち鳴らす剣や鎧よろいの音はそれだけで身を竦ませる。深緑の草原は赤色の鎧によって埋め尽くされており、蠢うごめいている赤色は血の海が揺らめくかのようだ。

「……ほれ、だらしない姿は見せないんじゃねぇのか。さっさと行こうぜ」

　背を丸めて欠伸あくびをするアルフが先頭を歩き、他の四人は武者震いか緊張によるものか、微かすかに身体を震わせながら『神闘カンフオル』を行う魔騎士たちが待機するテントをくぐった。

　今回の『神闘』はどちらかの陣営が相手を全員戦闘不能にすることで勝利となる。

　ディアンタス側にも同じようにテントが張られており、その中には同じく国を代表する者として選ばれた五人の魔騎士たちが待機していることだろう。

　誰もが近衛このえ騎士になったばかりで経験が浅い、そのせいかセンタリア側のテントは重苦しい雰囲気に包まれていた。

「……うっし、頑張ろうじゃねぇか！」

　直後、アルフの背後でそんな言葉が聞こえてきた。

「俺たちはたしかに新米だが……相手だって近衛魔騎士になったばかりの連中だ。騎士国家と謳うたわれるセンタリアで近衛魔騎士となった俺たちが負けるはずねぇッ!!」

　不安を拭ぬぐい去るため、そしてこの場にいる人間を鼓こ舞ぶしようと気合いを入れる。

「……あぁ、そうだ！　俺たちは勝つためにここへ来たッ！」

「戦いくさ女神たるフィリーネ様もついておられる、負けることなどありはしないッ！」

　そんな言葉に同調するかのように、他の魔騎士からも声が上がる。

　先ほどまでの緊張は失うせ、強こわ張ばっていた身体も弛し緩かんしていき、センタリア側の空気が緩ゆるんでいくのを感じ取る。

　アルフはただその様子を冷ややかに見つめていた。

「──よしっ！　そんじゃ一番槍行ってくるぜ！」

　名前も知らない同僚が気合いの声と共に列から一歩を踏み出し、相手の待つ草原の中央へと向かって歩み出したのを見て、アルフは隣に立つ男へ声を掛ける。

「おい、ちょっと耳貸せノッポくんよ」

「……おい、だから俺にはちゃんとヴェイン・ラフロイグという名前が──」

「お前の名前はどうでもいい。それより、お前は自分の腕に自信があるか？」

　アルフの言葉に対してヴェインは眉根を寄せた。

「……お前は何を言っているんだ」

「いいから答えろ。相手の魔ま騎き士したちに勝つ自信や策があるのかって訊きいてるんだからよ」

　アルフの真剣な表情と雰囲気に呑のまれ、ヴェインは間を置いてから答える。

「……勝てる見込みはある。いくら俺たちが新米の近衛このえ魔騎士であるとはいえ、相手も同じ立場であることに変わりはない。技術で言えば俺たちが──」

「いや……もう『勝てる見込みはある』とか言ってる状況はとっくに終わってる」

　アルフは口元に手を当て、ヴェインに視線を向けることもなく言葉を続ける。

「今回、ディアンタスは勝つことを前提に事を進めている。『神闘カンフオル』に勝利してセンタリアの土地を奪う、協定を反ほ故ごにして戦争をする……負けることなんて微み塵じんも考えちゃいないし、そんな大それたことをしてるのに何も準備をしていないわけがない」

「……何が言いたい？」

「つまり俺たちがどんな制限を掛けても負けないように、向こうはあらゆる策を考えて仕込みを行ってるってわけだ。人海戦術を得意としてる国だっていうなら、俺たちが参加人数に制限を掛けてくることくらい予想の範囲内だろうよ」

　だからこそ、アルフは一晩中ディアンタス側が掛けてきた『叙任して一年以内の魔騎士』という制限について考えを巡らせていた。

「相手は俺たちに絶対勝つつもりでいる。それなら『叙任して一年以内の魔騎士』という互いの立場を同等、それどころか自分が劣勢にする制限にする意味がない……さて、それならその制限によって確実に勝つことができる方法は──」

　そこまでアルフが口にしたところで、試合の終わりを告げるラッパが鳴り響いた。

　その音色によってディアンタスの魔騎士たちによる歓声が沸き、平原が微かすかに揺れる。

「──相手とこちらに、圧倒的な経験の差を作ればいいってわけだ」

　どこまでも冷ややかな声こわ音ねで告げたアルフに対し、ヴェインは声を荒げる。

「……バカなことを言うな!!　これはただの試合ではなく、国の威い信しんと誇りを掲かかげている『神闘』なんだぞ!?　相手が自ら掛けた制限を反故にするなどあるはずがないッ!!」

　そんな二人の会話は他の魔騎士たちにも聞こえており、皆一様に動揺の色を顔に浮かべている。

「お前こそバカなこと言ってんじゃねぇよ。相手は何一つとして制限に反しちゃいない。適当な理由をつけて熟練の近衛魔騎士を解任して再び叙任する、他国から掻かき集めた実力者を叙任する……これで、経験豊富な『叙任して一年以内の魔騎士』の出来上がりだ」

　多くの魔ま騎き士したちがいる騎士国家センタリアにおいて、近衛このえ魔騎士になるということは確かな実力を持っていることに他ならない。

　仮にこちらが油断していたとしても……相手との実力差がなければ、一分も経たたずして試合が終わるはずもない。

「『神闘カンフオル』は魔騎士同士による神聖な試合なんてものじゃない、相手を出し抜くために穴を作るか見つけるかして、どれだけ下げ劣れつで卑ひ怯きようで姑こ息そくだろうと勝つっていう『闘い』だ」

　表情を改めて、アルフは地べたへと座りながら告げる。

「だから十中八九、お前らじゃ勝ち残ることはできない。だけど食い下がれば疲ひ弊へいさせられる可能性があるし、そうすれば相手を一人か二人くらいは削れるかもしれない。それで可能な限り相手を減らしてくれ」

　そんな言葉と共に、アルフは不敵な笑みを浮かべる。

「残った奴やつらは俺が必ずブッ倒してやる。だから……お前らは安心して負けてこい」

　まるで自分の勝利は揺るがないと言わんばかりに、自身に満ち溢あふれた言葉。

　そんなアルフの様子を眺めていたヴェインは緊張を解すように息を吐き……大槍やりを勢いよく地面へと突き刺した。

「……いいだろう。俺たちでは勝つのが無理だと言うのなら、お前に全てを託してやる」

「正気かヴェイン!?　こいつは『騎士祭典ヘクサフエステイバル』を卑怯な手で勝ち上がった、まともな実力すら持っていない奴なんだぞ!?」

「俺たちで勝てないのなら、こいつがディアンタスの魔騎士に勝てるわけ──」

　別の魔騎士たちがそんな言葉を口にした瞬間……ヴェインは、近くにいた魔騎士の胸倉を掴つかみ上げていた。

「相手の手の内を知っただけで、試合をする前から『勝てない』という言葉を口にする貴様は……そこにいる卑怯な手で勝ち上がった落ちこぼれ以下だッ!!」

　激げき昂こうと共にヴェインは憤ふん怒ぬの形相を浮かべ、その剣けん幕まくに他の魔騎士たちは押し黙る。

　突き放すように胸倉から手を離し、ヴェインはアルフへと向き直る。

「正々堂々……真正面から卑怯な方法で叩たたき潰つぶすと言っていたな、ハーレック」

「おう。なにせ俺は下げ賤せんで卑ひ劣れつ、目的のためなら手段を選ばず、世間から外げ道どうと罵ば倒とうされるような卑ひ怯きよう者ものだ。どんな手を使ってでも、必ず勝って見せようじゃねぇか」

「……とても、魔騎士とは思えない言葉だな」

　アルフの言葉を聞き、ヴェインは軽く笑みを浮かべてみせる。

「俺が相手を全員倒した時は、お前の顔面に拳こぶしを叩き入れてやるからな」

「そいつは怖いが、男同士の約束ってもんだな。違たがえることのないようにしてくれよ」

　一度だけヴェインに苦笑を向けてから、アルフは地面の上に寝転がる。

　何度も、何度もアルフは頭の中で思考を巡らせ続ける。

　周囲の雑音すら入れないように、思考に集中し続ける。

　アルフが思考に没入してから、どれくらいの時間が経ったのかは覚えていない。

　他の魔ま騎き士したちがいつ中央へと向かったのかも覚えていない。

　ラッパも聞いていなかったので、どちらが勝利したのかも覚えていない。

　ただ一つ、確かだったことがある。

「……近衛このえ魔騎士、アルフレッド・ハーレック。間もなく試合が始まります」

　そう名前を呼ばれて顔を上げると、王族として《神じん器ぎ》を身に付け、『神闘カンフオル』を見守っていたフィリーネがテントまでやってきていた。

　その表情は暗く、アルフの名が呼ばれたということは試合結果も決まっている。

「ったく……楽ができると思ってたんだけどな」

　そんな言葉を口にしながら、アルフは立ち上がって身体の調子を確かめる。

「リーネ、相手はあと何人だ」

「……残っている相手は四人です。ヴェイン近衛魔騎士がなんとか一人を倒すことができましたが、その試合で傷を負ったことにより、次の相手に一太刀も浴びせることができずに敗退しました」

「そっか。……約束は破られたけど、根性は見せてくれたじゃねぇか」

　そう口にしたアルフが足を踏み出そうするが……その足が止まる。

　アルフの服の裾をつまんでいる、フィリーネの姿。

「……行かないでください」

　声を震わせながらフィリーネは懇こん願がんする。

　堪こらえ切れずに雫しずくが頬ほおを伝い、地面を濡ぬらしていく。

「ずっと一緒って……約束してくれたじゃないですか」

　遠い昔に交わした幼い頃の約束。

　今まで果たされることのなかった無む茶ちやな約束。

「アーロン先生が亡くなって、アルフまで遠いところに行ってしまったら……私は、誰の背中を追いかければいいんですか……ッ」

　アルフがどこかへ消えてしまわないように、服の裾をぎゅっと握りしめる。

「……本当に、お前はいつまで経たっても泣き虫だな」

　困ったような笑みを作ってから、アルフはフィリーネへと告げる。

「昨日、リーネは『なんで自分を粗末に扱うのか』って言ったよな」

　アルフの言葉を聞き、フィリーネは顔を上げる。

「俺さ、ずっと親父おやじみたいな英雄に憧れてたんだよ」

　笑みを浮かべながら、アルフは自身へ言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

「裏でコソコソしてる卑ひ怯きよう者ものを叩たたき潰つぶしてやりたい、正々堂々と真正面から叩き潰してやりたい……だけど、俺は親父と違ってダメな奴やつだから、親父みたいな英雄にはなれない」

　物心がついた頃から、アルフはどこまでも大きい背中を追い続けていた。

　だというのに、アルフは父親と同じ道を歩めないと知ってしまった。

「だから、俺は親父と同じ道を進まない」

　二刀を抜き放ち、甲高い音が響き渡る。

「誰も憧れない、誰も慕わない、誰も歩こうとしない……だけど俺だけが歩ける、傷だらけの英雄になるっていう道を選んだ」

　二刀を手にしながら、アルフは戦場へと向けて一歩を踏み出す。

「今までリーネを騙だましたり、屁へ理り屈くつばっか言ってたから信用なんて欠片かけらもないけどさ」

　そんな言葉を口にしてから、アルフは振り返る。

　父親が死んでから、浮かべることのなかった表情。

　過去を思い返しながら、アルフはかつて幼おさな馴な染じみに向けていた笑みを作ってみせる。

「あの時の『約束』だけは嘘うそじゃないって、今から証明してきてやる」

　それだけを告げ、アルフは腕章のない右腕を掲かかげてテントを後にした。
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　割れんばかりの歓声が響く草原。

　ディアンタスの陣営は興奮の最中にあった。

　対して、センタリア陣営にいる魔ま騎き士したちは俯うつむいて下を向き、顔を両手で覆おおいながら天を仰ぎ、青ざめた表情で脱力する者もいる。おそらく、最後に出てきたアルフの姿を見た結果によるものだろう。

　最後に残っているのは悪名高い、下げ劣れつで卑ひ怯きような近衛このえ魔騎士。

　そんなセンタリア陣営の空気を悟ってか、ディアンタスの魔騎士たちはここぞとばかりに煽あおり、委縮させようと野や次じを飛ばす。

「……そら見ろ、神聖だなんて言葉がアホらしく見える」

　ディアンタス側の様子にそんな言葉を漏もらしながら、アルフは中央へと向かって歩く。

　対戦相手は既に待ち構えていた。

「お、君が最後の人？　てっきりもっとイカつい人が出てくると思ったんだけど」

　長い髪を後ろで縛り、鎖くさり帷子かたびらを身に着けた青年が、飄ひよう々ひようとした態度で声を掛けてくる。

「そいつは悪かったな。俺みたいなのが最後でよ」

「別に悪くはないけどさぁ……いや、拍子抜けって意味では悪いのかな？」

　小剣をくるくると回すその表情には嘲ちよう笑しようが見て取れた。

「拍子抜けも何もないだろうよ。お前らにとって、新人の魔騎士を相手にするだなんて馬鹿らしくて欠伸あくびが出るだろ？」

　そんなアルフの言葉を聞き、青年は笑みの色を濃くする。

「まぁ、一時的とはいえ降格されたのは癪しやくだったけどね。この『神闘カンフオル』が終われば大隊長の地位がもらえるっていうなら少しくらい我慢するさ」

「もう勝ったつもりってか。まだ試合は始まってすらないぜ？」

「ふぅん。君はこのミシェル・カスタニエ・ベルリオーズの剣を受けるというのかい？　君が今までの人より強いようには見えないけど……というより、君って本当に魔ま騎き士しかい」

　軽薄な笑みを浮かべているミシェルと名乗った青年の言葉は正しい。

　アルフの装備は篭こ手てと脚きやつ甲こう、そして申し訳程度の胸当てに短剣と小こ太だ刀ち、その姿を見て魔騎士であると断言できる人間はそうはいないだろう。

「珍しい武器を使う魔騎士がいたもんだ。傍はたから見たら山賊みたいだけど」

「なら、さしずめお前たちは土地を掠かすめ取ろうとしてるケチ臭い盗賊ってところだな」

「へぇ……さっきの人らと違って、君は面白いじゃん」

「俺はお前の舌を噛かみそうな名前の方が面白いと思うぞ。噛ませ犬にはピッタリだ」

　刀を軽く振っているアルフが挑発した瞬間、ミシェルは軽薄な笑みを消した。

「すぐに終わらせてあげるよ。自慢じゃないけど、風をまとう僕の剣は速いんでね」

「そうかい、ならいいことを教えてやるが……少し前に風をまとわせる魔騎士がいたが、そいつは股間を押さえながら情けない姿を晒さらして負けていったぜ」

　刀を振り回し続けながら土を踏み、アルフはミシェルへと笑みを向ける。

　風を切る刀の音と歓声が響く中──試合開始を告げるラッパが鳴り響いた。

「それじゃ一瞬で、」

　そう口にしながらミシェルが小剣を構えようとした時──




　構える間もなく、ミシェルの体が宙を舞った。




「が──はッ!?」

　突然形容しがたい痛みと衝撃に襲われ、何が起こっているのか分からないといった表情のまま、ミシェルは空中で目を向ける。

「卑ひ怯きよう者ものが構えるまで待つわけねぇっての」

　ミシェルへと笑みを向け、アルフは左拳こぶしを振り抜いた態勢で言い放つ。

　その光景をミシェルは信じることができなかった。

　試合が始まった時、アルフとミシェルの距離は数歩で詰つめられる距離ではなかった。

　いくら全力で駆けたとしても不可能であり、それこそ人間の速度ではあり得ない。

　しかし、そのあり得ないことをアルフはやってみせた

　地面に叩たたきつけられ、何度も地面を転がり続けたミシェルは倒れたまま起き上がらない。

　あまりの事態に、草原は静せい寂じやくに包まれていた。

「──ボサっとしてんじゃねぇぞッ！　さっさとそのやかましいラッパを鳴らせッ!!」

　ディアンタスが引き連れてきた音楽隊へと向けてアルフは怒ど号ごうを放つ。

「この試合……センタリアの勝利だッ!!」

　獰どう猛もうな笑みと共に、アルフは声高々と吼ほえた。
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　草原からやや離れた位置にある高台から三人は『神闘カンフオル』の様子を眺めていた。

　王族であるクライドとフィリーネ、そして護衛として就いているガイストは眼下で行われていた試合を見て、三者三様の表情を浮かべていた。

　フィリーネは驚きよう愕がくと共に席を立ち、ガイストは眉み間けんのシワをより深く刻み、クライドは口端を吊つり上あげて笑っている。

　先ほどまで湧き立っていたディアンタスの陣営すら、今しがた起こった出来事に慌てふためき、一部の人々は理解すらできずに呆ぼう然ぜんとしている。

「ガイストさん……今、アルフは何をしたのですか」

「……フィリーネ様ならば、何が起きたのか見えていたのでは？」

「何が起きたのかは見えていました。だから私は何をしたのかと訊きいたのです」

　常人よりも視力が良いフィリーネやクライドは、アルフがどのようにしてディアンタスの魔ま騎き士しを殴り飛ばしたのかを誰よりも詳細に視認することができた。

「……アルフレッドは開始と共に駆け出し、助走による勢いを利用して思い切り相手を殴り飛ばしました。言葉にすると単純明快な試合内容です」

　問題はアルフが常人では有り得ない速度で駆けたという点であり、観客どころか武術に長たけているはずの相手魔騎士ですら、アルフの動きに反応できていなかった。

　そして、アルフは魔術を扱うことができない。

　他の魔騎士なら剣や防具に風を付加させることで、常人より速く動くことはできる。実際、アルフが今しがた殴り飛ばした魔騎士はその手法によってヴェインを下した。

　だが、アルフが見せた動きは魔術以上に常じよう軌きを逸いつしている。

　ガイストは「おそらくですが」と前置きをしてから、フィリーネの問いに答えた。

「……アルフレッドが行ったのは、自分と相手との距離を縮め、瞬時に移動する『縮地』と呼ばれる歩法です。しかし、それは仙人と呼ばれている存在のみが扱えるもので、実際は東洋では相手に接近を悟らせずに少ない歩数で間合いを詰つめ、死角などに入り込むことで瞬間移動のように相手へと錯覚させる体たい捌さばきのことを指します。アルフが行ったのは後者でしょうが……どちらとも言えません」

「どちらとも言えない、とは？」

「縮地は術によって相手との距離を縮めて瞬時に移動するものであり、それこそ瞬間移動に近いものです。しかし、フィリーネ様の目にはしっかりと地を蹴り移動するアルフレッドの姿を捉えていたのでしょう？」

　ガイストの言葉に対してフィリーネは静かに頷うなずく。

　つまりアルフが行ったのは後者で間違いないのだが、そうなると常人では有り得ない速度で移動を行った説明がつかない。ガイストが断言しなかったのはその点だろう。

　アルフが何かを行っていることは間違いないが、それは前の大会で行ったような道具や物に頼った手法ではない、説明することすらできない現象だ。

　しかし、それを用いることによってアルフは勝利することができた。

「……お願いします」

　祈るように両手を合わせながら呟つぶやくフィリーネの言葉は、鳴り響いた試合開始の合図によって掻かき消された。
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　二人目の相手と対たい峙じしてみて、アルフは目の前の存在が本当に人間なのかどうかを疑いそうになった。

「ぐふっ……こんなチビに負けるなんて、国の面つら汚よごしもいいとこだぁな」

　相手の魔ま騎き士しがシューシューと聞こえてくる呼こ気きと共に発した言葉によって、アルフはようやく目の前の存在が人間であると確信を持てた。

　巨人……というには大げさかもしれないが、目の前で対峙するアルフにとってはそれほどの存在のように感じられた。

　アルフは魔騎士として体格が劣っているだけで、一般男性の平均身長程度はある。

　しかし、目の前に立つ巨岩のような男はアルフの倍近くはあり、得え物ものらしい巨斧は普通の人間では持てるかどうかも怪しい。どちらにせよ、人間として規格外の大きさであることは間違いない。

「ずいぶんでけぇ身体してるじゃねぇか。筋肉ダルマさんよ」

「なんだぁ、お前まいも他の奴やつらみたいに、おでのことをバカにすんのかぁ？　おでからしたらお前らみぃんながチビなだけなのに、まるで変な奴を見つけたような目ぇしやがる」

　巨斧を構えながら、男は殺気と共に口端を限界まで吊つり上あげる。

「速さなんて小手先のもんに頼るからいけねぇんだ。どんな奴だって、力でねじ伏せちまえばなぁんも問題ねぇ」

「どれだけ力があっても当たらなきゃ意味ないと思うぜ」

「あぁん？　そんなもん、お前に当たるまでブン殴り続ければいいだぁろ。お前みたいなチビが、このガストン様をブッ飛ばすなんてできねぇしなぁ！」

　ゲハハハハ、と咆ほう哮こうにも似た笑い声と共にガストンは肩に巨斧を担ぐ。

　最初の魔騎士のように加速の勢いを利用したとしても、巨体に致命的攻撃を与えられるとは思えない。そもそもあれは鎖くさり帷子かたびらであったからこそ打撃が有効だったというだけで、鉄の塊に近い甲かつ冑ちゆうを着けているガストンには無意味に等しい。

　鈍重であるからこそアルフに攻撃も当たりにくい。しかし、『神闘カンフオル』に出てくるほどであるならば、それを補うほどの腕力と体力をガストンは備えているだろう。致命傷を与えられなければ、いずれこちらの体力が尽きて試合は終わる。

「……速さ自慢の次は脳筋体力バカかよ。面倒ったらありゃしねぇ」

　深紅の短剣を片手で器用に回しながら、アルフはどこまでも楽しそうに笑う。

　軽やかな足取りでトントンと地面を叩たたき、右手の中で深紅の短剣をくるくると回し、左手に持つ小こ太だ刀ちによって空を切り、時折二刀を打ち付けて甲高い音を幾いく重えにも響かせる。

　そして、試合開始の合図が鳴った瞬間にアルフは駆けた。

　深く身を落とし、短剣が地面を抉えぐる耳障ざわりな音を奏かなでながら走る。

「おーいおぃ。さっきと違って遅いんじゃないかぁ？　そんなトロトロ逃げてたんじゃ捕まっちまうぞぉ！」

　醜みにくく笑うガストンはアルフを捉えようと巨斧を振り下ろす。

　地面を叩き割るような轟ごう音おんと共に土つち塊くれと砂煙が起こるが、その刃やいばはアルフを捉えない。

　常にガストンとの位置を把握しながら、アルフがその周囲を回ろうとした瞬間──

　先ほどの一撃で生み出されたのであろう土塊がアルフへと目掛けて飛来した。

　反射的にアルフは左手に持つ小太刀によって土塊を斬きり落とす。

「……斧に触れた土塊を相手に飛ばす魔術、ってところか」

　その言葉を証明するかのようにガストンは当たらなくても構わないと言わんばかりに一撃を振り下ろし、巨大な土塊を作ることでアルフへと攻撃を仕掛ける。

　振るわれる歪いびつな刃と飛来する土塊。迫る挟きよう撃げきをアルフは避け続ける。

　跳ちよう躍やくし、身を翻ひるがえし、しかし体勢だけは常に低く沈めながらも走るのを止めず、左手の白はく刃じんを振ることで飛来する土塊を斬り落とす。

　空中で身を踊らせ、舞うように動き回りながら、地面を抉りアルフは駆ける。

「ちょろちょろネズミみてぇに動き回ってないで、そろそろおでに潰つぶされたらどうだぁ!?」

　ガストンの声に焦あせりは一切ない。なにせガストンは一歩も動いていないがアルフは常に動き続けており、どちらの体力が先に尽きるかは明白だ。

　それならば、とアルフは駆けていた足を止めた。

「それじゃ、鬼ごっこは終わりだ。こっちも筋肉ダルマの相手に疲れちまった」

「ゲハハッ！　それじゃ御お望のぞみ通りここで終わらせてやろぉか!!」

　巨斧を空高く掲かかげ、渾こん身しんの力を込めてアルフ目掛けて振り下ろし、ギロチンにも似た斧がアルフの身へと迫る。

「──終わり、って言ったのは俺の方だ。筋肉ダルマ」

　そう口にしながら、アルフが深紅の短剣を思い切り地面へと突き刺した瞬間──

　けたたましい轟音が鳴り響いた。

　しかしその音はガストンが斧を振り下ろしたものではなく、むしろ巨人魔ま騎き士しの姿はアルフの目の前から忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　正確には消えたわけではない。

　ガストンのいた場所に現れた……巨大な石柱。

　地中から地響きと共に石柱が上昇したことで、まるで塔のようにそびえ立つ石柱がガストンを空高く押し上げている。

　あまりにも異常で、異質で、人じん智ちを超えた力によって為なされた光景だった。
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　目の前で起こった光景はあまりにも常識からかけ離れていた。

　しかし、そのあまりにも異常な出来事であったからこそ、フィリーネたちは今度こそアルフが何をやったのか理解することができた。

「あれは……法術、なんでしょうか？」

　理解こそできたが、やはりフィリーネは断言することができなかった。

　人じん智ちを越えた不可思議な力を行こう使しする術、そうでなければ今の現象を説明できない。

　魔術と違い、法術を行使するには複雑な工程、時間、道具などの準備が必要となる。それは大規模なものであるほど膨大なものとなり、今しがたアルフが起こした『石柱を目の前に呼び出す』といった現象は素人目からしても大規模な術に分類されるものだ。

　そんな術を試合の最中に行使することなどできるはずがなく、ましてあれほどの術を行使できる人間は数えるほどしかいない。

　たとえば、それは──

「少し、遅れちゃったみたい」

　背後から突然上がった声に対し、フィリーネは驚きながら振り向いた。

　アーロンやガイスト、そしてクライドから語り聞いていた『法の魔女』と呼ばれる存在。

　不思議な色をした碧へき銀ぎんの髪、そして眠たそうに半ば開かれた同色の眼、そして喪中に着るような漆しつ黒こくのドレス……以前と変わらない、フィリーネが町のパン屋で見かけた姿。

「やぁ、もうアルフくんの試合は始まってるよ。ウィンスレット・ミルディン……それとも、本名より『法の魔女』という方が呼ばれ慣れているかな？」

　まだ和平が結ばれる以前、大規模な法術を用いることで多大な戦果を残し、他国だけでなく自国の人間からも恐れられている人物。

「どっちでもいい。けど、ミルディンって呼んでいいのはアーロンだけ。普段通りウィンって呼んでもらった方がいい」

　かつての戦友に気さくな言葉を掛けるクライドに、ウィンは抑よく揚ようのない声で言葉を返す。

「……しばらくぶりだな、ウィンスレット」

「久しぶり、説教バカさん」

「……その呼び方はやめろ」

「だって、アーロンがいつもそう呼んでた」

　悪びれた様子のないウィンに対して、ガイストは眉み間けんを押さえながら大きく溜ため息いきをつく。

「いやはや、こうして僕らが顔を合わせるのも久しぶりだ」

「どうせだったら、みんな集まれたらよかったのに」

「それは難しい話ってものだよ。フィオナも僕みたいに責任ある立場に就いちゃったし、あとの三人は風の噂うわさくらいは聞くけど、放浪してるから居場所はわからないしねぇ」

「……何も便りがないということは、健やかである証拠でしょう。我々も含めて、殺しても死なないような奴やつらばかりなのですから」

　昔むかし馴な染じみとして会話をする三人の中、やや置いてけぼりとなっていたフィリーネは改めて自分の中にある疑問を口にする。

「あの、なぜ……『法の魔女』がこの場に？」

　失礼な物言いだと思いながらも、フィリーネはそう訊きかずにはいられなかった。

　噂うわさや御お伽とぎ話ばなしとされている、センタリアの勝利に貢こう献けんした『法の魔女』……その人物はたしかに存在していると、フィリーネはクライドから聞かされていた。

　しかし、その容姿や本名は一切明かされず、大戦が終わった後に姿を眩くらませて行方不明になっているとも聞いている。なんにせよ、この場に姿を現した理由が思いつかない。

「弟子が頑張るところを、ちゃんと見ないとって思って」

「……えっと、弟子というのは？」

「アルフのこと。そしてわたしが師匠」

　表情を変えずに自身を指さすウィンに対して、フィリーネは口を開けたまま呆ぼう然ぜんとした。

　そして、アルフが『法の魔女』の弟子という事実を知ったフィリーネは改めて尋たずねる。

「……アルフは、法術を使ったのですか？」

　法術はいくつもの複雑な手順、工程、道具を必要とする術である。自身と武器のみで扱うことができる魔術とは違い、戦闘という場面において使える術ではない。

　そんな言葉に対して「うん」と短く頷うなずいたウィンは、逆にフィリーネへと尋ねる。

「お姫さま、剣舞って知ってる？」

「……剣舞、ですか？」

「そう。儀礼や祭事の前に剣を用いて舞を踊って、供く物もつとして神々に奉納するの」

　淀よどみない調子で言葉を並べながら魔女は説明を加える。

「法術に必要な代だい替たい術……それを、アルフは剣舞っていう形の儀式でやってる」

　試合前にアルフが取っていた動き。短剣を手の中で回し、小こ太だ刀ちによって空を切り、二刀を擦こするように打ち鳴らし、小刻み跳ちよう躍やくするかのように調子を取って足を運ぶ。

「ですが……それで代用することが可能なんですか？」

「うん、できる。代替術はコンマ単位の動作をこなして、その意味がちゃんと適合すればなんだって構わない」

　こんな感じ、と言いながらウィンは指を打ち鳴らし、手の内に炎を生み出す。

「ただ、どの行動がどの意味を持っているのか、それを知ってないと代替術としては使えない。それがわからないから、ほとんどの人は法術が使えないって本に書いてあった」

　だけど、とウィンは言葉を続ける。

「アルフはそれを全部知ってる」

「それは……代替とする行動がどんな意味を持っているか、ということですか？」

「そう。その手順がどんな意味を持っていて、どこに当てはめて、どう組み合わせれば法術として完成されるのか……対価を支払ったアルフは、全部知ってる」

　ウィンが対価という言葉を口にした瞬間、ガイストの表情が変わった。

「対価……対価だと!?　アルフレッドはお前に対価を支払ったのか!?」

　血相を変えるガイストに対して、ウィンは静かに頷うなずく。

「うん、アルフが自分の意思で対価を払うって決めた。だからわたしはアルフに『法術に関する全ての知識』を渡した」

「あいつの意思など関係無い！　なぜ、親子揃そろってバカなことを……ッ！」

　ガイストは呻うめくように吐き捨ててから、それきり押し黙る。

　そんな初めて見るガイストの様子も気になったが、フィリーネは『法術に関する全ての知識』という言葉が引っ掛かった。

「あの、アルフはその知識を手に入れたとして……法術に必要な動作を、寸分違たがわず行っているということですよね？」

「一つでも狂ってたら法術は発動しない。だからアルフはちゃんとできてる」

「そんなことが……可能なんでしょうか」

　失敗が許されないというだけでなく、戦闘の最中で逐ちく次じ相手の動きに合わせて法術に必要な行動を選択し、しかも寸分違わず行ってそれらを構築しなければならない。

　だが、ウィンはそんな疑問に対して事もなげに答える。

「それはアルフがずるいことをしてるだけ」

「ずるいことって……え？」

　驚きよう愕がくするフィリーネに構わず、淡たん々たんとした口調でウィンはアルフの短剣を指さす。

「あの紅あかい短剣……《深血の応剣アンフオート》っていう《神じん器ぎ》でアルフは自分の身体を思い通りに動かしてる」

「自分の身体を動かしているって……」

「言葉通りの意味。《深血の応剣》は人の思考に同調して、使ってる人の思い描いた通りに物体を動かせる。範囲は狭くて限られてるし、本当は目の前の重い物を動かしたりする程度のものだけど……。アルフは『法術に必要な動きを取っている自分』の姿を想像して、操り人形みたいに自分のことを動かしてる」

　頭に思い浮かべた動作を完全に行うことができる《神器》、それは法術を扱うために正確無比な行動を必要とするアルフにとって強大な力となる。

「……待ってください。そもそも、なぜアルフは《神器》を使えているのですか？」

《神器》は人じん智ちを超えた能力を持つとされているが、それには代償が伴う。

　そのような実用に堪たえない代償があるからこそ、《神器》を扱える人間は少数に限られている。フィリーネの持つ王族の加護のように、代償を打ち消すか何らかの対策を施さなければ、とても運用することなどできはしない。

　しかし、ウィンはフィリーネの言葉に対してはっきりと頷いた。

「《深血の応剣》にも代償がある。持ち手の意識を奪って、いずれ身体を乗っ取る」

「それって……このまま戦っていたら、アルフは剣に意識を奪われるということですか？」

　表情を曇くもらせたフィリーネを見て、ウィンは首を横に振る。

「《神じん器ぎ》は昔いた神さまのために造られた物。それで神さまは《神器》を人間たちに悪用されないように、人間だけが持ってる力に反応して代償が発動するようにしたの」

　人間しか持たない、その身体に流れている力の源。

「……魔力、ですか」

「うん。アルフは魔力を持っていない……というより、生み出すことができないから、《神器》による代償が発動することはない」

　その言葉を聞き、フィリーネは違和感と共にあることを思い出した。

　以前森へ出かけた時、アルフはフィリーネが態勢を崩して転んだ時に下敷きとなった。

　本来なら鎧よろいの部位に触れた瞬間、アルフは重量を感じて押し潰つぶされるはずだった。

　だというのに、アルフには怪け我が一つなく平然としていた。

　誰もが世界へ生まれ出た瞬間に持つはずの魔力。

　身体に張り巡らされた、血管という回路を駆けることで生み出される力の源。

　だと言うのに、アルフは生まれた時からその力が一切無く、成長を続けても魔力が身体の内で生み出されることは無かった。

「魔力は人間しか持ってない。魔力は人間の源罪であり、人体の持つ黄金比率から魔力が作られる。だからその比率が少しでも狂っていたら、魔力は生み出されない」

「それは……アルフの身体は、その比率を満たしていないということですか？」

　フィリーネはウィンを真まっ直すぐと見つめていたが、その心中は不安で満ちていた。

　だが、予想に反してウィンは首を横に振った。

「比率はおかしいけど、アルフの身体機能は普通。生まれた瞬間に身体の一部が欠損していたり、両腕が右腕だったりしてるわけじゃないし」

　幼少からの記憶を遡さかのぼっても、記憶の中にいるアルフは普通の人間と何一つ変わらない。

　身体の一部を失ったという話をアーロンから聞いた覚えもなく、この国では珍しい黒髪も父親譲りでしかない。

　見た目からは判断できず、なおかつ生活や健康には異常が起こらない。しかし、どこかしらが狂っている。

　早まっていた自身の鼓動と一緒に聞こえてきたアルフの鼓動。その音がどちらから聞こえてきていたのか。そしてアルフはなぜ事あるごとに右胸を押さえていたのか。

　自身の鼓動を確かめるように、フィリーネは自分の胸に手を当てる。

　脈動し、左胸からその音を響かせている心臓──

「逆に、なっている」

　確信と共に呟つぶやいた言葉を、ウィンは頷うなずいて肯定する。

「心臓だけじゃなくて、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷ、全身を伝う血管……アルフは普通の人間と、それらの左右が逆になってるの」

　ウィンの言葉を聞きながらも、いまだにフィリーネは理解が追い付かない。

「で、ですが……身体の内が全て逆だなんて……」

「普通ならあり得ないけど、アルフは魔力が一切ない。でも身体はなんともないから、骨以外は全て逆ってことになる。わたしも法術でちゃんと確認した」

　アルフは自分の身体が異なっていることに気づいていた。

　そして《神じん器ぎ》がどのような目的で作られ、なぜ代償が存在しているのか、そしてその要因となっている物が魔力であることに辿たどり着くまで思考を続けたからこそ……自身にあった欠点を利点に変えた。

　魔力がないという自分の身を嘆なげくのではなく、そんな現状で何ができるかを極限まで思考し続けた不屈の精神。

「アルフはちゃんと、すごいことができる子」

　ウィンは柔らかい笑みをアルフへと向けながら呟つぶやく。

　だが、たとえ《神器》を扱うことができたとしても、疑問はまだ残されている。

「《神器》によって自分が望む形で体を動かせたとしても……戦闘の最中に攻撃や回避の判別をした上で、手順を違たがえることなく法術を使うことが可能なんでしょうか」

　予測できない相手の動きを常に読み、それに合わせて手順を踏んで法術を発動させる。

　それを行うのがどれほど難しいかを、魔ま騎き士しでもあるフィリーネはよく理解している。

　だが、現に法術を行こう使しして見せたアルフは先ほどの試合の最中、それらを指定するために手順を重ねていたということに他ならない。

　その疑問が解消されることはなく……石柱が崩壊してく轟ごう音おんが草原に響き渡ると同時に、ラッパの音がセンタリアの勝利を告げた。
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「よぉ、これから試合だってのにずいぶん散らかしちまって悪いな」

　アルフと対たい峙じする優男へとそんな言葉を投げ掛ける。

「いえ、お気になさらず。私はディアンタス代表、クロード・ルシアンという者です」

　クロードと名乗った青年は丸メガネを掛けた柔にゆう和わな顔立ちに細身の長身、魔騎士というより執事服でも着ていた方がよく似合いそうな印象である。

　しかし、クロードの手にはそんな考えを払ふつ拭しよくさせるほど凶悪な武器が握られている。

　持ち主の身長よりも長い柄、その先端で鈍にぶく光る小振りの斧……斧槍ハルバード。

　クロードは自身の得え物ものを慣れた手付きで振り回し、アルフを見み据すえる。

「なんか、あんたはあんまり魔騎士って感じがしねぇな」

「はは、それについてはよく言われますよ。元々私はとある貴族の下で、執事兼教育係として生きていた身ですから。今は……没ぼつ落らくして、その家は消えてしまいましたがね」

　眼鏡の奥を妖しく光らせながら、クロードはアルフを観察するように見つめる。

「いやはや、てっきり私まで出番が来ると思っていなかったのですが……どうやら、君はとんでもない隠し玉だったみたいですね」

「悪いが俺はそんな上等なもんじゃないぞ、ヒョロ眼鏡。新米近衛このえ魔ま騎き士しのくせにそっちの国王に喧けん嘩かを売って、負けたら死ぬって状況だから組み込まれただけだ」

「それはまたなんとも言えない理由ですねぇ。……ですが、たしかに先ほどの様子を見る限り、君が問題児というのは間違いなさそうです」

　先ほどの様子、というのはアルフが呼び出した石柱のことを指しているのだろう。

「万能の術である法術……そんなものを、まさか戦闘中に扱うだなんて思いもしませんでしたよ。一体どういった方法で行ったんですか？」

「あんたは奇術師マジシヤンがタネを訊きかれて素直に答えると思うのか？」

「いいえ、まったく。ですがあなたは奇術師ではなく魔騎士なので、もしかしたら素直に訊いたら教えてもらえるかと思いまして」

「俺がそんな素直な性格をしているように見えないだろ」

「そうですね。ですが……そのタネを見破るのも、また一興というものです」

　そうクロードが口にした瞬間、場の雰囲気が張り詰つめたものへと変わる。

　本能的に危険を感じ、アルフは左手に持つ小こ太だ刀ちを振ろうとした瞬間──

　斧槍ハルバードによる、速く正確な刺し突とつが小太刀目掛けて襲い掛かってきた。

　目測以上に長く感じたその一撃をアルフは反射的に小太刀を振るって斧槍を受け流したが、その様子を見ていたクロードは小さく笑みを浮かべていた。

「ふむ。やはりそのカタナが法術を扱う起点といったところでしょうか」

　笑みを崩すことなく、クロードは斧槍を手元へと引き戻す。

「私は相手を観察するのが好きでしてね。先の二試合を見学していた時に、君は何やら妙な動作を行っていました。それがどのような意味を持つのかは分かりませんが……君の動きを阻そ害がいしてしまえば君は法術を行こう使しすることができなくなる、違いますか？」

「……俺は他人を騙だますのが大好きな人間なんでな。そうだと言って、お前は信じるか？」

「ですか。それでは……正しいかどうか、やってみればわかることですね」

　力強い踏み込みと共に、クロードは斧槍による鋭い刺突をアルフの脇腹へと繰り出す。

　止やむを得えずアルフは短剣で受け止め、歯を食いしばりながら小太刀を振ろうとする。

　しかしその挙動を見せた瞬間、斧槍は横薙なぎに振り抜かれた。

　突然の動きに対して反応することはできたものの、斧槍によって弾かれたことで小太刀の動きは止められてしまった。

「私の斧槍は斬きる、突く、叩たたく、裂くと臨機応変に動きを変えられるものでして」

「……そいつは、御丁寧に解説をどうも」

　左手に掛かる重みに耐えきれず、無理やり受け流してから後方へと跳ちよう躍やくしてからアルフはクロードへと苦笑を向ける。

　アルフがどれだけ短剣による防御を行って小太刀を振ろうとしても、多様な動きができる斧槍ハルバードによってそれらは確実に阻はばまれてしまう。

　ならば距離を取ってしまえばいい、と考えたアルフは大きく後方へと跳ちよう躍やくし──

「やはり、距離を取りましたね？」

　笑いながら言うクロードは、アルフを追うことすらせずに斧槍を構えていた。

　それは本来ならば斧槍のリーチであっても届かない距離。

　しかし、クロードは構うことなく渾こん身しんの力を込めて突き出し──アルフの脇腹を抉えぐった。

　思わぬ一撃を受け、アルフは驚きよう愕がくと共に脇腹を押さえる。幸いにも鎧よろいの一部を削そいだだけであったらしく、流血の感触はない。

「私の魔術は《編へん槍そう》……物質を増長させて武器のリーチを伸ばすものでしてね。たとえあなたが距離を取っても、私の斧槍はあなたを貫つらぬくことができます」

　再び構えを取るクロードを見み据すえながら、アルフは内心で舌打ちをする。

　接近戦ではリーチと威力によって負ける。しかし法術のための剣舞を行うために距離を取っても、その攻撃が止まることはない。

「……なるほど、な」

　クロードはアルフの動きを見て警戒の色を強くしたが、その構えを見て眉を寄せた。

　先ほどまで短剣のみを相手へと向けていたアルフであったが……今は二刀を交差させるかのような構えを取りながらクロードと対たい峙じしている。

　怪け訝げんそうな表情を作ったクロードに対して、アルフは笑みを浮かべながら告げる。

「あんたに一つ、いいことを教えてやるよ」

「……ほう。それはどのようなことで？」

「あんたが言った『法術の行こう使しには特定の動きが必要である』ってのは正解だ。そしてこの小こ太だ刀ちは剣舞を完成させるために使っている」

　その言葉によって、今度こそはっきりとクロードの表情が疑心へと変わった。

「……奇術師マジシヤンは自分からタネ明かしをしないのではなかったのですか？」

「俺は奇術師じゃないし、タネ明かしをしちゃいけない道理もないだろ？」

　クロードはアルフの言葉に対して苦笑するが、警戒は一切解かない。

　法術の起点を見抜いた観察眼、そしてそれを阻止する手段を即時構築する、その手腕から見る限り、クロードは先の二人と違って頭を使いながら戦いを行っている。

　だからこそ、クロードは今のアルフの言葉にも考えを巡らせることだろう。

　本当に法術の発動に小太刀を起点としているのか、剣舞を完成させなければ法術を行使できないのか、それらが全て嘘うそである可能性はないと言えるのか。

　手の内をばらさないと言っていた人間が手の平を返したようにそれを相手に教え、挙あげ句く自身のことを詐さ欺ぎ師とまで言う人間の言っていることが、真実であるのかどうか。

「おいおい。ぼーっとしてたら俺は剣舞を完成させちまうぜ？」

　余裕のある笑みを浮かべながら、アルフは突き出した小太刀を振って煽あおる。

　そして、決断したクロードは動くことを決めた。

「……それならば、何か策を講じる暇ひまも失くしてしまえばいい話です！」

　言葉と共に、リーチを活いかした斧槍ハルバードによる刺し突とつをアルフへと放つ。

　突き出した小こ太だ刀ちによって刺突を流すが、斧槍の追撃は終わらない。続け様に振り抜かれる横薙なぎの一撃を小太刀の刃やいばによって受け、斧槍の勢いを利用して回避行動を取る。

　宣言通り、クロードは変幻自在の連撃によってアルフに隙を与えなかった。

　刺突を放ち、刃で斬きり、爪を引っ掛け、柄で殴り、合い間に魔術を用いた伸長の一撃を組み込みアルフへと打ち込み続ける。

　その複数の動作を休む間もなくアルフの動きによって使い分けながら叩たたき込み、アルフはただひたすら攻撃を見極め、防御に徹して斧槍へと小太刀を合わせていた。

　鉄と鉄がぶつかり合い、甲高い音が絶え間なく続いていく。ギィンッと一ひと際きわ激しく甲高い音を響かせながら、アルフは二刀を交差することによって斧槍の刃を受け止める。

　鉄の擦こすれる耳障ざわりな音を響かせながら、アルフはクロードに向かってささやく。

「小太刀の動きが気になって仕方ないみたいだな、ヒョロ眼鏡」

「……法術を使わせるわけにはいきませんから」

「そうかい、なら──お前にくれてやるよ」

　そんな言葉と共に……アルフは小太刀を手放した。

　鍔つば迫ぜり合あいの最中に武器を手放すという予想外の行動を取ったことで、クロードは目を見開いて硬直する。

　そして、落下する小太刀がクロードの身体に触れた瞬間──

　空気が燃焼する音と共に、小太刀から巨大な白炎が生まれた。

「ぐッ、ガああああああああああああああああああッ!?」

　突然の高熱に晒さらされ、生まれた白炎が大蛇のようにクロードの身体を締め上げていく。

「言い忘れたが、俺の小太刀は他人に触られると機嫌が悪くなるんだ。それと──」

　消えることのない炎によって地面をのたうち回るクロードを見下ろしながら、アルフが深紅の短剣を逆手に持った瞬間、周囲の瓦が礫れきが意思を持ったかのように浮かび上がる。

「俺は他人を騙だますのが大好きだって言っただろ？」

　短剣が振り下ろされたのを合図とするかのように、浮遊していた瓦礫が一斉にクロードへと降り注ぎ、わずかに残っていたであろう意識を刈り取っていった。
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　試合が終わった直後、ガイストは額に手を当てながら溜ため息いきをついた。

「……今のは《神じん器ぎ》の代償というやつか」

「うん。《白しら火ひ澄ずみ》っていう、陽炎かげろうで空間を歪ゆがませる《神器》。代償は『魔力が武器へと流れた時、白炎によって周囲を焼き尽くす』っていうもの」

　ウィンが淡たん々たんとアルフの持つ《神器》についてを答えたが、先ほどの試合を見てもフィリーネの疑問は解消されない。

「えっと、でもその直後に法術を使ったということは……アルフはしっかりと手順を構築していたということですよね？」

　首を傾かしげているフィリーネへと、ガイストは苦々しい表情を作りながら語る。

「フィリーネ様は、アルフレッドと判決チェスをやったことがありますか？」

「鍛たん錬れんの後に毎日やっていましたが……結局、アルフに一度も勝てませんでした」

　その言葉を聞き、ガイストはさらに表情を渋くしながら告げた。

「……でしょうな。私もそれこそ、幼少のアルフに判決チェスを教えてから今に至るまで数え切れないほど行ってきましたが……あの男に一度も勝利したことがないのですから」

　ガイストがどれほど判決チェスに強いか。それは、何度も勝負をしたフィリーネ自身、また訓練として行ってきた魔ま騎き士したちも十二分に理解していることだ。

「……僅わずかな時間で状況や配置を全て把握するだけでなく、その間にあの男は一手二手先どころかこちらの十手先まで読み切り、言葉や使える物全てを利用して自分の意のままに誘導して行動を把握してみせます。それが今の試合で行ったことです」

　言葉によって小こ太だ刀ちへと意識を集中させ、アルフが法術を行こう使しするために小太刀を動かそうとすれば、相手は必ず阻止するために行動してくる。

　そうして相手の動きを制限することで動きを読みやすくし、先読みすることで思い通りの手順を踏むことができた。

「……代償を利用した手も同じです。小太刀が重要であると相手が把握しているからこそ、それを手放すことで相手の動きを止め、《神じん器ぎ》が確実に相手へと触れる状況を作り出す。そういった戦術やそれらの細かい構築において、あの男はそれほどの才があるのです」

　十国戦争という苛烈な戦いを経験し、『闘い』をよく知るガイストはそう評価を下す。

「使えるものはちゃんと使わないと意味がないって、わたしがアルフに教えた。わたしの教え方が上う手まかった」

「……そんなお前の教えを受けていたから、ずいぶんな怠なまけ者になったのだろうな」

　ガイストがウィンを睨にらみつける最中、クライドが手を打ち鳴らす音が響く。

「ほらほら、二人とも。今は我が国の命運が懸かかっている『神闘カンフオル』の真っ最中だ。昔話は後にして……試合をちゃんと見届けようじゃないか」

　そんな言葉を掛けながらも、当人は自分の治める国の命運が左右されるというのに誰よりも笑みを深くしている。

「さて……アルフくんは、自分の目指す道を進むことができるかな？」

　誰にでもなく呟つぶやいたクライドの言葉は、草原の中央に佇たたずむアルフには届かない。

　そして、最後の試合が合図と共に開始された。
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　残る相手はあと一人。

　ここまでは調子良く進めることができたとはいえ、アルフの心中に余裕はない。

　アルフは問題児ということもあり、ジェラルドによって最後へと回されたが、こういった勝ち抜き形式の試合では後半に強い人間を固めるのが定石と言える。

　センタリア国側の近衛このえ魔ま騎き士しが負け続けた様子からして、ディアンタスは綿密に人選を行っている。制限のことまで考慮し、手堅く事を運ぼうとしているならば、最後の相手はその定石に則のつとった人間であるのは間違いない。

　間違いないのだが──

「へぇ、三人抜きかぁ……君ってすっごく強いんだね！」

　対戦相手は妙に感心した様子で、アルフを見ながら嬉うれしそうに笑っている。

　その姿はアルフと似て非なるものだった。

　防具らしきものは一切に身に付けておらず……しかし、それ故に得え物ものが目立つ。

　分類するならば大剣であるだろうが、その剣身は異様なほど幅広く、そして剣の鍔つばに当たる部分には同じ幅の盾たてが取り付けられている。

　そして、持ち主の姿を見てアルフは眉根を寄せながら尋たずねる。

「……なぁ、お前本当にその武器で戦うんだよな？」

「む、もしかしてあたしじゃ扱えないとか思ってる？」

　盾剣を手にしている人物は、アルフの言葉を聞いて口を尖とがらせた。

　特徴的な赤い髪を肩ほどの長さで切り揃そろえ、クセのついた髪を指先でいじる少女。

「おっと……もうすぐ試合も始まるし、その前に自己紹介しとこっか。あたしはサリサ・カレスティアって名前だから、気が向いたら覚えといてもらえると嬉しいかな？」

　象ぞう牙げ色のキャスケットを取り、小さく頭を下げて屈託のない笑みを浮かべてから……サリサは軽々しい動作で盾剣を持ち上げた。

　しかし、アルフは身の丈ほどもある得物を持ち上げたことよりも、サリサが名乗った姓を聞いて眉を寄せた。

「カレスティアって……たしか、国王と同じ姓だよな？」

「お、大正解ー！　あたしはこれでもじっちゃんの孫だからさー」

　何がそんなに嬉しいのかわからないが、サリサは手を叩たたきながら屈託のない笑みを作る。

「……なんつーか、とりあえず姫って感じではねぇよな」

「そだねぇ。あたしは血縁って言っても、妾めかけの子のそのまた子。ぶっちゃけ最近までそのことも知らなかったし、王位継承権がちゃんとあるのかも怪しいもん」

　サリサは軽い調子で自身の境きよう遇ぐうを語ってから、アルフへと向き直る。

「でもまぁ……こうしてカレスティアの姓を名乗らせてもらえてるだけでもありがたいし、ここで勝ったら王位継承も実現できるかもしれないしさ。じっちゃんに喧けん嘩か売って生死が懸かかってる君には悪いんだけど……死んでもらえると嬉しいかな？」

「明るく言っても死ぬ気はねぇよ。逆にお前がその継承権ってやつを諦あきらめろ」

「えー、だいじょーぶだから安心してよー。あたしが王様になったら……今みたいな嘘うそまみれの平和をブッ壊して、本当の意味で平和にしてあげるからさ」

　笑いながら言うサリサの瞳の奥に映ったものを、アルフは一瞬だけ垣かい間ま見みる。

「妾めかけだった祖ば母あちゃんは他の血縁に国を追い出されて、生まれた母ちゃんは女だったから継承も期待されなくて……でも、傭よう兵へいだった父ちゃんと結ばれて、あたしを生んでくれて、貧乏だったけど幸せな暮らしだったんだよ」

　そう語った瞬間、作り物めいたサリサの笑みが薄ら寒いものへと変わった。

「おたくの英雄さんが戦争を無くしちゃったせいで、父ちゃんは食くい扶ぶ持ちを稼かせげなくなって……その日の食事に困って餓うえる寸前だった二人は、自分の娘をどうしたと思う？」

　その瞳の奥を覗のぞき込むだけで、多くの人間は悪寒を感じることだろう。

「『パン二つと麦むぎ粥がゆ二杯』……両親があたしに付けた価値はそんなもんだったんだよ。そのくせ、売り飛ばす時には『笑っていればいいことがあるから』なーんて、反へ吐どが出る言葉を残してから、二人は嬉うれしそうに食べ物を抱えて行ったよ」

　くすくすと、壊れた玩具おもちやのようにサリサは笑い声を漏もらす。

「見世物として毎日戦わされて、老若男女種族すらも関係なく、自分が生きるために別の誰かを殺さなくちゃいけなくて……そんな負の掃き溜だめみたいなところで笑えるわけもないし、笑ったところで何一ついいことなんてあるはずないのにねぇ」

　濁にごりを帯び、底の知れない決意を秘めている藍あい色の瞳。

「そんな毎日を過ごしていた時……あたしはじっちゃんに拾われたんだ。自分の身の上なんて今さらどうでもよかったけど、じっちゃんに『お前には価値がある』って言われたことが、ドン底にいたあたしにとっては何よりも救いだったんだよ」

　藍色の瞳に混じる、濁りとして現れる、揺らぐことなく信じる存在。

「あたしはどこまでも底辺にいる存在だけど、そんな自分にもちゃんと存在価値があるってじっちゃんに証明して、認めてもらいたいんだ。そして……あたしをパンと麦粥で売り飛ばした両親を悔しがらせるためだけに、王様ってやつになろうかなーってね」

　戦いの日々と両親への憎しみによって生み出された狂気。

「君には少しだけ親近感が湧くけど……ここは互いに譲れない場面だよね？」

「……似た者同士って言うなら、俺が何を言うかくらいわかってんだろ」

「うんうんっ！　だからわかりやすく、どっちが強いかってので決めよっか！」

　互いに譲れない想おもいを抱く中、アルフは右手の中で短剣を回し、左手に持つ小こ太だ刀ちによって空を切り、時折二刀を打ち付けて甲高い音を幾いく重えにも響かせる。

　そして……試合の開始を告げるラッパが響き渡ると同時、アルフは駆け出した。

　初手は不意打ち、防具をつけていないサリサならばそれで初戦同様に倒せる。

　身体の血が迸ほとばしるような感覚と冴さえ渡った五感の中、アルフがサリサへ短剣を振り下ろそうとした時──アルフの眼前に、巨大な剣身が映り込んだ。

「────ッ!?」

　振り下ろした短剣がサリサに届くことはなく、甲高い鉄音を鳴り響かせてからアルフは後方へと跳ちよう躍やくする。

「んー、大丈夫そうだねっ！　速いから防げるか微妙って思ったけど、よかったよかった」

　調子を確かめるように盾剣を振るサリサを見て、アルフは思考を巡らせる。

　アルフはたしかに、知覚外の速さで駆け抜け、短剣を振り下ろしたはずだった。

　初戦で見たように、たとえ熟練の魔ま騎き士しであったとしても反応できない動きに対して、サリサはどのようにして防いだのか。

「……今のを防いだカラクリが、お前の魔術ってわけか」

「んー……残念、ハズレ！」

　軽快な動作で盾剣を肩に担ぎ、サリサは底知れない笑みを浮かべる。

「ディアンタスってさ、色んな存在がゴチャ混ぜにいるんだよね。他国の人間ってだけじゃなくて……人外である獣人とか魔物、果ては妖精や竜までいるくらいなんだよ」

　盾剣を振り下ろし、サリサは地面を抉えぐる。

「そんな存在たちに混じって、あたしは毎日、毎日毎日毎日、朝から晩まで見世物のために戦い続けて、生き残って、今この場に立ってるんだよ。そんなあたしと君とじゃ……単純に場数が違うんだよ」

　口元を吊つり上あげながらも、サリサの眼は笑っていない。

「君は単純に『速い』ってだけで、挙動とか視線とか、そういった気配とか感覚に関して言えば素人みたいだもん。一度でもその動きを見ておけば、いくら打ち込まれたところで一つも漏もらさず防げる……その程度でしかないんだよ」

「……その程度とは、ずいぶんなことを言ってくれるじゃねぇかッ！」

　余裕の表情を浮かべているサリサを睨にらみながら、アルフは《深血の応剣アンフオート》を手の中で回し、逆手に持ち替えて《白しら火ひ澄ずみ》へと当て打ち鳴らし、サリサへと向かって駆け出した。

　武芸者ですら反応が難しい速度で間合いを詰つめ、短剣による一いつ閃せんを振り抜く。

　しかし、その一撃はあっさりと盾剣によって弾かれ、再び甲高い音を打ち鳴らした。

　アルフは攻撃の手を休めない。防がれた反動を利用して身体を翻ひるがえし、小こ太だ刀ちと短剣を用いた二刀による手数によって突破を試みる。

　何度も、二刀をサリサに目掛けて振るい続ける。

　だというのに、刃やいばは届かない。

「ほら、だからその程度だって言ったでしょ？」

　盾たての陰からサリサの冷ややかな声が聞こえた瞬間──アルフの脇腹から鮮血が舞った。

　痛みを感じたことで、アルフは反射的に飛とび退のいて距離を取る。

「あれ？　今のはたしかに抉ったと思ったんだけどなぁ」

　サリサの楽しげな声とは対照的に、アルフは苦々しい表情を作る。

　鋭利に尖とがった柄つか頭がしらから滴る血。

「あたしの魔術……《翼よく授じゆ》は持ち手に重量を感じさせないっていうすっごい単純なものなんだけどさ。その魔術に合わせて、あらゆる物を粉砕する大剣、防御のための盾たて……そして隙を無くすための工夫が、この剣にはありったけ仕込まれてるんだ」

　それは先ほど戦ったクロードの斧槍ハルバードに近い戦い方と言える。

　大剣で潰つぶし、盾で守り、柄つか頭がしらで刺し、峰みねで削そぎ、鍔つばで抉えぐる。

　過酷な状況下、人以外のあらゆる存在に対応するために考案され、その武器一つでどこまでも戦え抜けるように造られた代しろ物もの。

　そして、それら全てを完璧に使いこなし、相手を仕留めてきた経験。

「さーて、きっと短剣は法術を使うためだとして、その小こ太だ刀ちがあたしの攻撃を避けることができてる要因なんだろうけど……理屈がわからないから対処が難しいなぁ」

　アルフが致命傷を負っていない理由について、サリサはまだ理解していない。

　小太刀、《白しら火ひ澄ずみ》による空間歪わい曲きよく。刀身から生み出す陽炎かげろうによって空間を歪曲させる《神じん器ぎ》であり、不可視の白火を常にまとっている小太刀は鞘さやから抜き放った瞬間、白炎によって持ち主とその周囲を焼き尽くすという凶悪な代償を持つ。

　代償が無いアルフにとって《白火澄》の能力は様々な場面で活用でき、主に相手の目測を狂わせて攻撃を回避するという防御に特化した使い方を取っている。だが、それらを使っても完全に避けることはできない。

「ッ……ったく。本当に強い奴やつってのは、これだから困るんだ……ッ」

　脇腹から起こる痛みにアルフは顔を歪ゆがめて呟つぶやく。幸いにも一つ一つの傷は浅く、動けないほどの傷ではない。

　自己暗示のように、頭の中で何度も言葉を重ねて無理やり痛みを誤ご魔ま化かす。

「ほらほら、まだ元気がある内に頑張らないと負けちゃうよ？」

「……余裕ぶっこいてると、痛い目見ることになるぜ」

「お、その調子その調子！　相手の威勢が良いと……潰し甲が斐いもあるってもんだしさ」

「だったら……そのままヘラヘラ笑ってろッ!!」

　言い放ってから、アルフは駆け出し、サリサの懐ふところへ迫ろうとした時だった。

　アルフの視界が突然下がった。

　不完全な身体強化によって脚を酷使し、休むことなく行動し続けていたことで溜たまった疲労の影響を受け、アルフは膝ひざを落としてしまった。

　それは本当に、常人ならば隙とすら思わない些さ細さいなものであった。

　だが、そんな好機を見逃すほど、目の前に対たい峙じする存在は甘くない。

　隙を見せた瞬間、狩人かりゆうどのように容赦なくその命を刈り取ろうとする。

　後方へと盾剣を大きく引いているサリサの姿。

　いくら身体能力を強化していようとも、不安定な態勢では意味を為なさない。

　動かしている自身の左腕すら、自分の物ではないかのように錯覚する。

　そして、アルフは横薙なぎの軌道を描く盾剣を眺めながら──

「なーんてな」

　口端を吊つり上あげ、笑いながらアルフは小こ太だ刀ちを一文字に振り抜いて虚こ空くうを斬きる。

　しかし、サリサの振るう盾剣は止まらない。空気を抉えぐり取る音が間近で聞こえてくる。

　だが……その振り抜かれた一撃は何物も捉えなかった。

　アルフは態勢を崩して地面を転がるが、盾剣による追撃がくる様子もない。

　それどころか、サリサは大きく踏み込んだ状態から即座に後方へと跳び去っていた。

「どうした、笑ってみせろよ」

　硬直しているサリサに言葉を投げ掛けるが、サリサは苦笑を浮かべながら口を開く。

「……まったく、色んな意味で汚いことするなぁ」

　そんな言葉を呟つぶやきながら、サリサは目元を擦こすり上げる。

　その手に付いている、赤黒く、粘質を帯びた液体。

「汚いことくらい、お前だったら毎日経験してたことだろうがよ。いまさら血で目潰つぶしされたくらいで細かいこと言うなって」

　痛みによって顔を歪ゆがめているアルフの左手に握られた小太刀。

　白銀の刃やいばに沿うかのように、ポタポタと滴り落ちる血。

「俺は卑ひ怯きよう者ものとして名が通ってるんでな。どんな手でも使わせてもらうさ」

「その考えすっごい良いねっ。そっちの方が……あたしもやりやすいよッ!!」

　二刀を振り回しながら跳ちよう躍やくを始めたアルフに対し、サリサは視界を悪くしながらもアルフ目掛けて突っ込んでいく

　依然、サリサはあらゆる点でアルフに勝っている。

　視界を奪ったとしてもそれは一時的なものであり、根本的な打開策ではない。

　速さや力で勝ろうにも、技術と経験に大きな差がある。

　だが、それを埋めることができる力をアルフは持っている。

「盛り上がってきたところ悪いが、これで終わりだ」

　怪け訝げんそうな表情をしたサリサへと向けて、アルフは深紅の短剣を逆手に向け──

「────塞ふさげッ!!」

　右拳こぶしを握り締め、アルフがそう口にした瞬間だった。

「え……あれッ!?」

　サリサが場違いな声を上げただけでなく、その表情が苦痛を帯びたものへと変わり、構えを取ることもできずに硬直した。それだけでは終わらない。

　まるで光を失ったかのように……サリサは首を振って周囲を見渡している。

　その様子を見て、ようやくアルフは安あん堵どの息をついた。

「使えるものは全部使う……俺の師匠から教わった言葉でな」

　アルフの言葉に対して、サリサは何も言葉を返さない。

　目を閉じた状態のまま、サリサは微動だにしない。

「さっきの剣舞は身体強化じゃなくて、さっきお前の視界を潰した血に働き掛けるためのものだ。お前の目元に残ってる血を固着させて、目ま蓋ぶた自体を開けないようにした」

　サリサには今までに培ってきた技術と経験がある。

　しかし、アルフもまた法術という力を持っている。

「これで……終わりだ」

　サリサの前へと近づき、アルフは小こ太だ刀ちの刃やいばを返す。

　あとは小太刀の峰みねをサリサの首元へと振り下ろし、気絶させれば全て終わる。

「楽しい勝負だったぜ」

　そう告げてから、アルフが小太刀を振り下ろそうとした時、嫌いやに乾いた音が響き渡った。

　視界が揺れたと直後、再び何度か乾いた音が鳴り響き、やがて足に込められた力が抜け落ちる感覚と共に膝ひざをつく。

　一瞬、何が起こったのかアルフには理解ができなかった。

　だが、目の前の光景は起こった事実だけを明確に表している。

　目の前にいるサリサは盾剣の切っ先をアルフへと向けている。

　盾剣に本来なら存在するはずの切っ先はなく、空洞となっている穴からは白煙が空へと向かって立ち昇っている。

「……いやー、惜しかったね。ほんとに惜しかったよ」

　アルフが倒れたことで法術が消え、視界の戻ったサリサがゆっくりと近づいてくる。

　そんな動きに合わせて、硝煙の鼻につく香りが漂ってくる。

「視界を奪うってのはいい考えだったね。人ってほとんどの情報を視覚から取り入れてるって話だし、奪われた状態で戦うなんていくらなんでも不可能だもん」

　腹部は異常なほど熱を帯びているのに、手足からは徐々に体温が失われていく。

「だけど、君が喋しやべっちゃったのはダメだったね。たとえ視界が失われても、君の声からある程度の方角、足音の数から距離もわかっちゃうからさ」

　だからこそ、サリサは言葉を発することもなく、また動くこともなかった。

　アルフの声から位置を知り、地面から伝わる微かすかな振動で場所を知り、近づいたことで漂ってきた血の匂いをかいで、サリサはアルフの居場所を特定した。

　いくつもの小さな穴が空いているアルフの腹部。

　盾剣に仕込まれていた銃によって撃たれ、風穴からは止まることなく血が流れ続ける。

「魔ま騎き士し相手なら弓や銃は使い物にならないけど……君には、有効だったみたいだね？」

　それを認識した瞬間、眠気に近い感覚と共に全身の力が抜けていく。

「本当に……楽しい勝負だったよ」

　弾むようなサリサの言葉は、ゆっくりと倒れていくアルフの耳に届かなかった。





　◇






　身体の感覚すら感じられない、何も見えない、何も聞こえない暗闇の中。

　ただひたすらに思考だけが冴さえて鮮明に回り続ける。

　失敗した、しくじった、仕損じた、油断した──

　ただひたすらとそんな言葉が頭の中で浮かんでは消えていく。

　サリサという人間が培ってきた経験というものを見誤っていた。

　ただひたすらに後悔だけがアルフの中を埋め尽くしていく。

　結局、自分では歩くことすらもままならなかった。

　自分で見つけた、自分だけの道だというのに、踏み出すことすら叶かなわなかった。

　勝つために全てを出し尽くしたというのに、負けてしまった。

　以前にも、これに近い後悔を感じたことがあった。

　十国戦争を終えて、父親の訃ふ報ほうが届いた時だった。

　目標としていた存在が死に、ずっと追いかけていた背中が無くなり、ただどうしていいかわからず、ひたすら後悔の念に押し潰つぶされそうになった。

　だから……アルフはその日から、逃げ続けることにした。

　父親の死という現実から逃げ出した。

　自分の無力さを言い訳にして逃げ出した。

　他人の言葉を聞かないようにし、屁へ理り屈くつで誤ご魔ま化かして逃げ出した。

　妹を支えて守るのではなく、依存させるという形で逃げ出した。

　法術を学ぶのをやめ、堕だ落らくしながらも何も言わずにいてくれた師から逃げ出した。

　いつも心配してくれていた幼おさな馴な染じみから逃げ出していた。

　本当に……全てのことから逃げていた。

　逃げ続ければ勝ち負けもないと、自分が傷つかないように生きていた。

　挫折したとしても、立ち上がらずにいれば苦しむこともない。

　それで間違っていないと、アルフは思っていた。

「……カッコ悪いったらありゃしねぇな」

　夢の中だというのに、自分に対してそう呟つぶやかずにはいられなかった。

　逃げ続けることが正しいわけがないと、家を失った日にアルフは気づいた。

　だからこそ、逃げるのをやめた。

『最後に勝つ奴やつってのが、どんな人間か分かるか？』

　遠い昔に言われた、今も胸に刻まれている父親の言葉。

『最後に勝つ奴ってのは誰にも曲げられねぇ、強い想おもいを持った奴だ』

　こうして倒れている自分の想いはその程度だったのか。

『お前が負けてないって思えるなら、それで構わねぇさ』

　このまま倒れ続け、負けを認めてしまうのか。

『お前が正しいと思って選んだ道を歩き続けろ』

　なぜ自分は父親のような英雄になりたいと願ったのか。

　なぜ自分はその道を歩き続けたいと想ったのか。

　なぜ自分は境きよう遇ぐうに絶望しながらも、魔ま騎き士しを辞めることなく続けていたのか。

『その覚悟を決めたのなら、何があってもそれを貫つらぬき通せ』

　そんな覚悟は遠い昔に決めていた。

　たった一つの小さな約束を、絶対に守ってみせるという覚悟。

　だから自分は願い、想おもい、絶望しながらも折れることはなく、心の奥底に秘めながら歩き続け、その覚悟を貫き通してきた。

『それができたとき……お前は絶対に負けない、最高にカッコイイ男になってるからよ』

　だから──





　◇






　気がつけば、視界は暗闇から晴天の空を映し出していた。

「────アルフッ!!」

　どこからかフィリーネの声が聞こえたことで、ようやく意識がはっきりと戻った。

　首だけを動かし、声のした方向へと視線を向ける。

　クライドとガイストに止められているフィリーネが、不安そうな表情と共に身を乗り出してアルフを見つめている。

「ッたく……そんな見られちまってたら、いつまでも寝てられねぇ、だろ……ッ！」

　ぼやきながら、震える両脚で立ち上がる。

　体が妙に軽く感じるのは、血を流しすぎて感覚が麻ま痺ひしているせいだろう。

　血けつ塊かいを口から吐き出し、自身の身体と地面を赤黒く染め、気絶しながらも手放さなかった二刀を握り込む。しかし、その両手にはまともな力が入らない。

「……あは、それで立ち上がってきちゃうんだ」

　ふらつくアルフを眺めながら、サリサは乾いた笑いを漏もらす。

「悪いが……ここで死んだら、また幼おさな馴な染じみに殴られちまうからよ……ッ」

　腹部を貫いた弾丸は幸いにも全て貫通している。

　しかし、それが致命傷であることに変わりはない。

「……うん、君は頑張った。色んな人の相手をして、色んな人を殺してきたあたしが言うんだから、もう十分だよ」

　立ち上がったアルフを見ながら、サリサはどこか憐あわれむかのように告げる。

「君の負けだよ。ここはあたしのいた見世物小屋じゃないし、無為に命を散らす必要だってない。まだ治療すれば命は助かるんだから、もう諦あきらめちゃいなよ」

「まだ……負けちゃ、いねぇだろうがッ！」

　肩で息をしながらも、濁にごりを帯びた瞳の奥には光が絶えない。

「……なんで、そこまでこだわるの？　土地や国の未来が懸かかっているから？　それとも自分自身の命が懸かってるから？」

　諭さとすような口調のまま、サリサはアルフへと問いかける。

「──ここで負けて、折れちまったら、何もかもを否定することになるんだよッ!!」

　雄お叫たけびと共に、子供の頃に交わした約束を思い返す。

「俺は……約束、したんだ」

　幼い時に、幼おさな馴な染じみと交わしてしまった無む茶ちやな約束。

　無茶であるとわかっていても、その約束を嘘うそにしたくなかった。

「もしも親父おやじがいない時に、この国の危機が訪れたら……俺が英雄になって、どんな状況でも救ってやるって……約束をしたんだよ」

　脳裏に焼き付いている、幼い頃の光景。

　屈託のない笑顔と共に交わした、幼馴染との大切な約束。

『二人で一緒に英雄になって……ずっと、一緒にいようね』

　その約束を、ただの一度も忘れたことはない。

　その時に見せた幼馴染の笑顔を、ただの一度も忘れたことはない。

　だが、アルフは父親のような英雄にはなれない。

　魔術を使えず、体格や技術で劣り、法術という人じん智ちを超えた力を使いながらも届かない。

「だから……俺が、俺自身の決めた道の先にある、傷だらけの英雄になるって決めたんだ」

　父親の背中に追いつくのではなく、いつかその隣へと並ぶ道を選んだ。

　今、アルフの前にはそのどちらもが存在している。

　国の危機、そして……英雄へと至るための道。




「自分自身の道を……負けず、折れず、歩み続けるのが俺の英雄としての姿だッ!!」




　咆ほえると同時に、アルフは獰どう猛もうな笑みをサリサへと向ける。

　英雄と謳うたわれた父親と同じように。

　それを見たサリサは……嬉き々きとした笑みを浮かべていた。

「……そういえば、まだ君の名前って訊きいてなかったよね」

　盾剣を構え直したサリサが問う。

「……アルフレッド・ハーレック。お前をブッ倒してこれから英雄になる人間だ」

　短剣と小こ太だ刀ちによる剣舞を行いながら、アルフはそう答えた。

　再び対たい峙じしながら、両者は構えを取る。

　アルフは血を流しすぎたことで、力ですら劣る。足が震えているせいで、速度でも劣る。そして培ってきた経験においても大きく劣る。

　それならば──

「…………ふーん」

　サリサはアルフの構えを見て、表情を変えた。

　左の手足を前に突き出し、右半身を引いた……徒と手しゆ空くう拳けんにおける格闘術の構え。

　先ほどまでとは違う構えを見ながらも、サリサは間合いを詰つめて盾剣を振りかぶる。

　アルフはその一撃を小こ太だ刀ちによって真正面から受け止め──

「お──らァッ!!」

　小太刀へと重ねるように短剣を打ちつけただけでなく……交差した二刀を靴底で勢いよく蹴りつけた。

「…………ッ!?」

　先ほどまで感じなかった重みによって盾剣が揺さぶられ、動揺を浮かべているサリサの表情がその陰から見えた瞬間、アルフはすかさずその顔面に頭突きを叩たたき込む。

「ッ痛いこと、するじゃないさッ!!」

　激げき昂こうの叫びと共に、サリサはアルフの胴目掛けて盾剣を真横に振り抜く。しかしアルフは小太刀を地面へと突き刺して盾剣を受け止め、そのまま刃やいばへと飛び乗った勢いと共にサリサの胸部に靴底をめり込ませる。

　肺の中身を無理やり押し出されるが、盾剣の重みによってその身体は飛ばない。

　ふらついた瞬間を見定め……アルフは靴底をサリサの腹部に叩き込み、そのまま地面へ縫ぬい付けるように踏みしめる。

「笑って見せろよ」

　逆光によって、サリサからアルフの表情を窺うかがうことはできない。

「こういう時にこそ……笑うもんだろうが」

　白い歯を見せ、獣じみた笑みを浮かべながらアルフはサリサを見下ろしている。

　横たわったままサリサは殺気の込もった視線を向けるが、アルフは笑みを崩さない。

　先ほどとはまるで別人のように変わったアルフの動き。

　今までアルフは法術に頼りすぎていたせいか、どこか粗削りで無駄が多かった。だからこそサリサはその挙動や視線などから動きを読み、アルフの攻撃を全て対応して見せた。しかし負傷しているにもかかわらず、アルフの動きに無駄や隙は見られない。

　腹部から血を流しながらも、アルフは不敵な笑みを崩さない。

　まるで、それは別人のようにすら映る。

「俺の親父おやじは……武器が壊れても、どれだけ怪け我がを負っても、どんな状況であろうと……拳こぶし一つでどんな奴やつらだろうと殴り飛ばして戦い続ける戦闘狂だった」

　記憶にある父親の面影を辿たどるように言葉を紡いでいく。

「そんなバカな男の姿が……俺の記憶の中に焼きついてんだよ」

　傷口から血を流し、アルフは地面に血の軌跡を作りながら告げる。

「……どれだけ経験を積んでようが、お前ごときにそんな男の動きが読めるわけがない」

　そこまでアルフが言った瞬間、サリサはアルフが行ったことを理解した。

　アルフの中に刻まれている父親の記憶……英雄としての姿を限りなく鮮明に思い浮かべて《深血の応剣アンフオート》によって動きを再現する。

　本来ならば深手を負っているアルフに《深血の応剣》を扱うことはできず、普段のように身体を操作することはできないはずだった。

「本当に……君って抜け目ないことするなぁ」

　先ほど、アルフが吼ほえるように告げた自身の信条。

　胡乱うろんな様子を見せながらも、アルフは言葉を積み重ねて法術を発動させる条件を構築し、そして最後の言葉を鍵として法術を発動させた。

　憎らしげにサリサはアルフの腹部へと視線を向けると、いまだその腹には風穴が開いているが……流れ出る血は止まっている。

　法術によって無理やり血管を繋つなぎ合わせて止血を行い、《深血の応剣アンフオート》に動ける状態であると誤認させる。その時には《深血の応剣》による補助も無く、もしも法術の発動に失敗していたら命を落とす可能性すらあったはずだ。

　しかし……アルフは一切ためらうことなく、それを行ってみせた。

「自分の目的を果たすためなら……俺は何だってやるって決めたんだ」

　狂人、とアルフは父親のことを称した。

　ならば、その息子も狂人の素質があるということだ。

「────ははっ」

　たまらずと言わんばかりに、サリサは笑みを漏もらす。

　戦いの場に身を置く人間だからこそ、歓喜せずにはいられない。

「だったら……あたしがその英雄を倒せばいいだけの話でしょッ!!」

　叫びと共にアルフの腹部を蹴り上げ、態勢を立て直したサリサは盾剣を振り下ろす。

　痛みによって表情を歪ゆがませながらも、アルフは二刀によって盾剣の一撃を受け止める。

　しかし、サリサの猛攻は止まらない。

　大剣で潰つぶしに掛かり、柄つか頭がしらで刺し抜こうとし、峰みねで肉を削そぎ落そうとし、鍔つばで骨を抉えぐり上げようとする。防御に徹しても、動きが鈍にぶいアルフでは全て捌さばくことができない。

　しかし、アルフも決して動きを止めない。

　刃やいばで受け止め、絡め取るように流し、皮一枚で避け、懐ふところへ飛び込んで太刀の威力を殺してから篭こ手てで防ぎ、合間に掌しよう打だや蹴りを放ち牽けん制せいを行うことでサリサの動きを抑える。

　何度も金属音が響き、砂煙を巻き上げ、地面を抉りながら二人の攻防が続く。

「こ、のッ……！　さっさと潰れてよッッ!!」

　サリサが盾剣を振り上げたが、アルフの動きはそこで止まっていた。

　二刀を防御に回すこともせず、ただ脱力した状態のまま立ち尽くす姿。

　大量の出血によって起こった意識の喪失。

　それを見たことで、サリサは口元に微かすかな笑みを浮かべて盾剣を振り下ろし──

「────ッ!?」

　地面を抉る手応えを受けて、サリサの表情が驚きよう愕がくへと染まった。

「バカを見る、ってな……ッ！」

　目の前で起こった結果に対して、アルフは口端を吊つり上あげて呟つぶやく。

　アルフに主導権を握られて動揺していたとはいえ、サリサはこのような局面で空振りをする人間ではない。

　地面で揺らめいている陽炎かげろう。作り上げた一瞬の隙を、アルフは見逃さない。

　先ほどの脱力した様子など一切ない、左脚でしっかりと地を踏み締めた、速さも威力も申し分ない渾こん身しんの蹴り。

「く……ぁッ!!」

　肋ろつ骨こつが砕ける嫌いやな音と感触をアルフは足先から感じ取り、その手応えを証明するかのようにサリサが苦く悶もんの声を漏もらす。

　しかし、サリサは盾剣を手放すことはなく、その眼から戦意が消える気配はない。

　歯を食いしばりながらも、地に両足を踏みしめている。

「次で──潰つぶしてやるッッ!!」

　気合いの叫びと共に、サリサは盾剣を握る手に力を込め、大きく後ろへ引く。

　だが、サリサは気づかない。

　アルフの狙いはただ蹴りを入れるためだけではない。

　頭の中で思い描いていた盤上で、複雑にちりばめた布石を収束させて勝利へと至る道。

　相手から余裕を奪い、冷静さを欠き、怒りのままにサリサが盾剣を振るために、力強くその足を踏みしめる瞬間。

　アルフは小こ太だ刀ちを手放し、深紅の短剣を逆手に握り締めてサリサの足元を見み据すえる。

　先ほど流したアルフの血によって、赤黒く染められた地面。

「──ッ沈み落ちろ」

　アルフが息を呑のんでから短く放った一言によって、サリサの踏み込んでいた地面が──見えない鎚つちで殴られたかのように陥没した。

　突如足場を失ったことでサリサは態勢を崩してよろめき、一瞬その身体が宙へと浮く。

　本当に僅わずかな時間、宙に浮き無防備になったサリサの身体。

　盾剣による回避も防御もままならない状況。

　しかし、成功すると確信していたアルフは既に間合いを詰つめて動作に入っている。

　跳ぶように駆ける勢いすらも利用し、硬く握りしめた拳こぶしを振り上げる。

　笑みを浮かべ、アルフはサリサへと告げる。

「これで終わり、だ」

　そして、溜ためていた拳を振り抜いた。

　サリサの顔面へと右拳が突き刺さり、肉を打つ音と共にサリサは大きく宙を舞う。

　そして……ついに限界を迎えたアルフはその場で膝ひざを折る。

　血を流しすぎたせいか、急激に視界がぼやけて歪ゆがんでいく。

　霞かすむ視界の先、アルフはサリサの姿を見る。

　遠く離れた場所で、盾剣を手放して地に倒れ伏しているサリサの姿。

　その身体が動かないことを確認して、アルフもその場で大の字になって倒れ込む。

　白へと染まっていく意識の中で、アルフは残っている力を全て込め──




「約束……ちゃんと守ってやったからなッ!!」




　空を仰ぎながら、右腕を天高く突き上げて笑う。

　そしてセンタリアの勝利を告げるラッパが鳴り響き、割れんばかりの歓声が聞こえてきたのを合図に、アルフの意識はゆっくりと沈んでいった。





　◇






　自身の立場も忘れて、フィリーネはアルフの下へと駆け寄っていた。

「──アルフッ！　私がわかりますかッ!?　私の声がちゃんと聞こえていますか!?」

　必死の呼び掛けに対する答えはないものの、その胸元はしっかりと上下に動いている。弾丸によって貫つらぬかれた腹部の傷は酷ひどいが、早急に処置をすれば命に別状はないだろう。

「本当に……アルフは無む茶ちやばかりするんですから」

　目を閉じながらも満足そうに笑っているアルフを見て、フィリーネは目元の涙を拭ぬぐってから口元に笑みを作る。

　そして、アルフの応急処置をするために担架を呼ぼうと立ち上がった時──

　怒ど号ごうが響き渡った。

　それはディアンタス側から発せられたものであり、魔ま騎き士したちが武器を手にしながら草原の中央へと向かって駆け出していた。

「勝てるはずの試合だったのに、たった一人に負けやがって!!」

「てめぇらのせいでディアンタスの領地を奪い返すことができなかったじゃねぇかッ!!」

「何が『神闘カンフオル』だッ!!　俺たちで死に損ない共をブッ殺しちまえッ!!」

　そんな身勝手な言い分を口にしながら、ディアンタスの魔騎士たちはサリサへと向かっていく。その一部は処置を行っているテントにも向かっており、先ほどアルフに倒された魔騎士たちにも危害を加えようとしているのだろう。

　あまりにも卑しく、下げ劣れつで穢けがらわしい……醜しゆう悪あくな悪意に満ちた光景。

　そこには、かつて存在した騎士としての流れを汲くむ者たちの姿はない。

「……何が『神闘』だ、ですか」

　その姿を見て、フィリーネは強く奥歯を噛かみ締めながら──背負う大剣を抜き放つ。

　フィリーネの感情に呼応するかのように、手の内で《蒼天剣ブラウヒメア》が鳴動する。

「互いに全てを出し切り、命すら懸かけていたこの闘いを見ていながら……なぜ、あなた方はそのような言葉を吐くことができるのですか……ッ!!」

　いまだかつてないほど熱く、どこか濁にごりを帯びた黒い感情。

　一片の迷いすらない、どこまでも純然たる……怒りの感情。

「なぜ……誇るべき勇士たる彼らを愚ぐ弄ろうすることができると言うのですかッッ!!」

　感情の赴おもむくままに──フィリーネは《蒼天剣ブラウヒメア》をその地に向かって突き刺した。

　瞬間、千を超える人間が生む怒ど号ごうとは比べ物にならない……空気を燃焼させる轟ごう音おんと共に、戦場が蒼あお白じろい光によって埋め尽くされる。

　陽ひの下で燦さん然ぜんと輝く蒼あおい炎。

　フィリーネの怒りを体現するかのように、異常なほどの熱を帯びた蒼炎の塊は意思を持つ生物の如く蠢うごめき、草原の中央へと向かう者たちの周囲を瞬またたく間に覆おおっていく。

　蒼炎に包まれた軍勢を見み据すえながら、ゆっくりとフィリーネは歩き出す。

　恩師が平和を築き、無為な命を散らさないためにと兄が考案した『神闘カンフオル』という存在。

「『神闘』を愚ぐ弄ろうするあなた方は……『神闘』を戦い抜いた彼らと同じように、死すらも恐れず命を懸かける覚悟があるのでしょう？」

　軽く剣を振るうと同時に、風切り音が蒼炎の焦しよう熱ねつによってかき消される。

「それならば……国を背負って闘い抜いた勇士たちに代わり、このフィリーネ・ヴィルシュタインがあなた方の相手となりましょう」

　背後に蒼炎をまとわせたフィリーネは冷やかに告げ、軍勢に《蒼天剣》を向ける。

「そして……その悪意を塵ちり一つ残さず、蒼炎の劫ごう火かによって焼き尽くしてみせます」

　その瞳には慈じ愛あいも慈じ悲ひもなく、ただ目の前に存在する悪意を怒りのままに焼き尽くすという目的のみが映し出されている。

　誰もがその圧倒的な雰囲気に呑のまれていた。

　美しく、気高く、しかし残ざん酷こくにも映る《白しろ金がねの剣けん姫き》という戦いくさ女神の姿。

　先ほどまでの威勢を失い、この世の物とは思えぬ光景を前にしてディアンタスの魔ま騎き士したちが身動きすらも取れずにいたとき……僅わずかながら、蒼炎の壁が揺らめいた。

「……悪意ある者を焼き尽くす蒼そう天てんの炎か。これほどの炎を見るのは十国戦争の最中、『黒の悪魔』が死んだと聞き、クライドの若わか僧ぞうが怒りの赴くままに軍勢を焼き払った時以来だ」

　静まり返っていた草原に、しわがれた声が響き渡る。

　サリサの持っていた盾剣によく似た、しかし細部や意匠の異なる巨大な剣を携たずさえているエドガルドの姿。だが、その周囲は霧掛かった灰色の薄膜に覆われている。

「……それが噂うわさに聞く《灰はい盾じゆん》という魔術ですか」

「如い何かにも。私が数多あまたの戦場で敵を屠ほふり続け、人のみならず巨竜の類たぐいすらも単身で下してきた力の一端だとも」

　フィリーネは構えを取ったまま、エドガルドに視線を注いでいたが……それを見たエドガルドは口元の髭ひげを揺らした。

「構えずともよい。いかに我が《灰盾》であろうとも、蒼炎の最さ中なかを歩くとなれば無傷で済むはずもない。そこの小僧にも、センタリアの姫に悪意を向けるつもりも毛頭ない」

　その言葉を証明するかのように、揺らめく蒼炎はエドガルドに向かう様子はない。

《蒼天剣》によって生み出された蒼炎は、悪意を抱く存在が触れれば骨を残すことなく燃やし尽くす。エドガルドの言葉に偽りはない。

　サリサのもとへ向かっていくエドガルドを、フィリーネはただ静かに見送る。

　揺らめく蒼炎の明かりによってか、気を失っていたサリサは薄く目を開き、エドガルドへと顔を向けて力なく笑う。

「……ごめんね、じっちゃん。あたし負けちゃったよ」

「元より一片の期待すらしていない。だからこそ、貴様には紛まがい物ものの盾剣を与えたのだ」

　冷徹なエドガルドの言葉にサリサは言葉を失いながらも、サリサは笑みを崩さない。

「四年の歳月を闘技場で過ごし、勝ち続けることが存在意義であった貴様ならば……敗者の辿たどる末路が何か知っているだろう」

「……そだね。今まで勝者として、あたしはそうしてきたわけだし」

　穏やかな表情と共にサリサが瞳を閉じたのを見て……エドガルドは言葉を掛けることもなく、携たずさえていた盾剣を振り下ろした。

　しかし、生まれたのは首の転がる音ではなく……地面を抉えぐる鈍にぶい音だった。

　自分の首を刎はねるはずだった刃やいばが横にあるのを見て、サリサは目を丸くする。

「一片の期待すらしていなかったが……紛い物の盾剣でここまでやれたのならば、期待するには十分な働きと言えるだろう」

　声こわ音ねは冷ややかであるというのに、エドガルドの瞳は穏やかなものだった。

「今後、貴様がカレスティアを名乗るからには……もう負けは許されない。その覚悟を常に抱き、その名を背負い続けることだ」

　エドガルドの言葉を理解した瞬間、サリサは静かに涙を流し始める。

　両手で目を覆おおいながらも涙は止まらず、次第に嗚咽おえつが混じっていく。

　わずかな食べ物と引き換えに売り飛ばされ、見世物小屋で誰からも期待されることもなく、ただ孤独に自分の存在価値を証明したいとの想おもいを胸に抱いて勝ち続けてきた少女。

　そんな否定され続けてきた少女が、初めてその存在を認められた。

「……愚か者が。泣くのではなく、こんな時にこそ笑って見せるものだ」

　サリサは顔を覆いながらエドガルドの言葉に頷うなずくものの、涙と嗚咽は止まらない。

　しかし、その口元は確かな笑みを浮かべていた。

「『黒の悪魔』の言葉を、私が口にするとはな」

　センタリアと同盟を組む際、傲岸不遜な態度で対たい峙じした男は『今からでけぇことをやるってんだから、そんな時こそバカみたいに笑うってもんだ』と口にしていた。

　横たわるアルフに視線を一度向けてから、エドガルドはフィリーネへと向き直る。

「騒がせたな。此こ度たびの暴動、烏う合ごうの衆たちをまとめきれなかったこちらの責任だ。『神闘カンフオル』を汚した不届き者たちが許せぬと言うのならば、その者たちを蒼炎によって包み込んだとしてもこちらは一切言及しないと誓おう」

「……いえ。神聖な闘いを侮辱した罪深き者たちであるとはいえ、慈じ悲ひもなく無益な血を流す必要はありませんので」

　そう答えたフィリーネを見てから、エドガルドは目を伏せて笑う。

「……では、お主ぬしの『甘さ』に感謝しておくことにしよう。暴ぼう挙きよに出た者たちが落ち着いた頃合いに蒼炎を解いてくれ。その後、我々は自国への帰路につかせてもらう」

「──待ってくださいっ！」

　立ち去ろうとするエドガルドを、フィリーネは反射的に呼び止める。

「なぜ……エドガルド陛下は『神闘カンフオル』を行ったのですか？」

　会合の場で語った言葉は今でも腑ふに落ちなかった。条件に出された港町ヴィッツの全権。それだけでなく、ディアンタスはバロック鉱山の利権についても無む茶ちやな主張を行っていた。

　無茶と理解していたからこそ、エドガルドは『神闘』という最終手段に出た。

「……センタリアの姫よ。お主はこの世界が平和だと思うか？」

「何を言っているんですか。アーロン先生の手でこの大陸から戦争は──」

「戦争が消えてからも、私は一度たりとて『平和』だと思ったことはない」

　厳格な声こわ音ねと共に、エドガルドは現状をそう評価する。

「……『黒の悪魔』は平和のために尽じん力りよくし、クライドの若わか僧ぞうによって戦争は消えた。だが、そんな世界となって失った者、生きていくことすら困難になった者も多い」

　サリサに一度目を向けてから、エドガルドは言葉を続ける。

「ディアンタスは国籍を問わず、どのような人間、種族であっても受け入れる。そういった人間は傭よう兵へい、戦場での追おい剥はぎ、武具の調達や売買……それらを稼かせぎとしていた者がほとんどであり、他国では白い目で見られる者たちばかりだ。多くの者は軍籍に置いたが……その人数にも限界があり、路頭に迷った者たちに与える場が必要だったのだ」

　変わってしまった世界の中で、ディアンタスという国はわずか四年で手て詰づまりの状態となり、そこまで追い詰められる結果となってしまった。

「これまで戦いくさに関わってきた人間や職についていた人間は、突然『平和』になってしまったことで生きる術を奪われた。本来ならば国が誰よりも早く、その問題を対処すべきだというのに……どの国も、現状に対応すらできていない始末だ」

　言葉を絞り出すかのように、エドガルドは自身の無力さを嘆なげく。

　ディアンタスが『神闘』を行ったのは、先んじて問題に対応する意味もあったが……それらは失敗に終わってしまった。

「ディアンタスだけではない。連合に与くみしていた他の二国、そして大国とされる『六連星ゼクスシユテル』ですらも、唐突に訪れてしまった『平和』に対して戸惑い、疑い、そして現状を維持しようとしながら十国は緩ゆるやかな破滅へと向かっている。……ただ、一国を除いてな」

　エドガルドの言葉が指す意味を、フィリーネは理解した。

　センタリアは、何もかもが上う手まく行きすぎていると言っていい。

　戦後における軍備縮小とそれに伴う問題、国全体における食しよく糧りよう供給率と生産力、戦争孤児や失業による職業難など……それこそ、ありとあらゆる点においてセンタリアは問題を解決している。いつかのフィリーネのように、平和であることに疑いすら持たない。

　しかし、それらは四年という僅わずかな歳月で解決できるほどの問題ではない。

　この大陸の歴史は戦乱と共にあり、突然の『平和』によって起こった問題を他国は対処しきれていない。ディアンタスに至っては、国が傾かたむくほどに追い詰つめられてしまった。

　クライドはそれを成し遂とげたからこそ賢王として国民の支持を得て、他国からも一目置かれるようになった。

　だが……それがもしも、全て想定された上であったとしたら──

「『黒の悪魔』が目指した完全勝利とやらならば、このような結果にはならなかったかもしれんが……私との約束を律義に守って志半ばで死ぬとは、本当に馬鹿な男だ」

　亡き英雄の姿を語るエドガルドの横顔は、旧友を慈いつくしむようかのように穏やかであった。

　そして、エドガルドは冷徹な視線をフィリーネへと向ける。

「世界は変わり、そして……偽りの平和へと傾いてしまった。半端となったこの世界は、これからも白と黒が入り混じるように濁にごっていくだろうとも」

　言いながら、エドガルドはフィリーネの双そう眸ぼうを見透かして口元に笑みを浮かべる。

「いつか……この世界のように、その蒼あおい瞳も濁ることになるのだろうな」

　喉を鳴らすように笑い、エドガルドは蒼炎の壁を抜けて軍勢の最中へと戻っていく。

　そんなエドガルドの言葉が、どこまでもフィリーネの頭の中で響いていた。






　終章　英雄への道を歩み始めたダメ騎士の末路









　ディアンタスとの『神闘カンフオル』を終えてから二週間。

「あー……幸せだ」

　ベッドの上で本を読みながら、アルフはそう口にする。

　サリサとの試合を終えて気を失い、丸々一週間眠り続けたアルフが目を覚ました時、開口一番医者に言い渡されたのが絶対安静という一言であった。

　大小の裂れつ傷しよう、腹部へと空けられた風穴、法術による無む茶ちやな身体強化によって多大な負荷を掛け続けて酷使したことによる全身重傷。

　長期にわたるベッド生活が確定されたというのに、アルフは上機嫌であった。

　仕事も何もせずに好きなだけ寝ることができて、好きなだけ本が読めるというこの状況が一生続いてくれないかと思うほど、アルフは今の生活を満喫している。

「はぁ……にーさんの介護ができて幸せだなぁ」

「アンリ、さすがにその幸せの感じ方は俺でも間違ってるって思うぞ」

「そう？　将来の夢はにーさんの介護なんだし、間違ってないもん」

　洗濯物をまとめていたアンリは、普段と変わらない調子でアルフへと言葉を返す。

　一人ではまともに体を動かせないため、アンリはメイドとしての仕事を休んで、予想以上に早く復活した兄の介護に勤いそしんでいる。

「……ああ、そういやアンリ。ちょっとこっちに来い」

「どうしたの？　どこかかゆいところでもある？」

　突然呼ばれて首を傾かしげながらも、アンリはアルフの下へと歩み寄る。

　そして、アルフはその小さな頭に手を置き、くしゃりと頭を撫なでる。

「目を覚ました時、忘れてたからさ」

　アルフが目を覚ました時、アンリは大泣きしながらアルフを叱りつけた。

　赤く泣きはらした瞳で「もう二度と無む茶ちやをしないで、ちゃんと笑って帰ってきて」と。

　だからこそ、アルフは苦笑しながら言い忘れた言葉を口にする。

「ただいま、アンリ」

「……おかえり、にーさん」

　羽飾りを握りしめ、アンリは表情を綻ほころばせながら嬉うれしそうに目を細める。

　しばらくそうしていた時、アンリが何かを思い出したかのように顔を上げた。

「あ、そういえばにーさんに渡してくれって、さっき巡回に出てた魔ま騎き士しさんから手紙を受け取ったんだけど……」

「手紙って……俺宛てにか？」

　アンリは懐ふところから一通の封筒を取り出してアルフに手渡す。

『神闘カンフオル』に勝利したアルフではあるが、国民からの評価に大きな変化はない。

　城壁の外で試合が行われたということもあってか、『神闘』を眺めていたのは近衛このえ魔騎士たちのみ、『最低最悪の魔騎士』が行った英雄的活躍を知る者は少ない。

　だからこそ、そんなアルフに対して手紙を送るような人間が思い当たらず、怪け訝げんそうな表情を浮かべながら手紙の封を切って中を見る。

　その手紙を読んだ瞬間、アルフは大きく目を見開いた。

「……にーさん、手紙になんて書いてあったの？」

　アンリが手紙を覗のぞき込もうとしたので、アルフは慌てて手紙を懐へとしまいこむ。

「あー……まぁ気にするな。お前は知らなくていいことだ」

「そう言われると余計に気にな──あ、たしか今日は雲行きが怪しいから、早くにーさんのパンツを取り込みにいかないと！」

「お前は城内でなんてことをしてくれてるんだ」

「大丈夫、ちゃんとすぐ乾くように高いところで干してあるからねっ」

「つまり色んな奴やつから見られる位置に干してるってことだな……」

　溜ため息いきをつくアルフを見てアンリは満足げな表情を浮かべてから、籠かごを抱えて部屋を出て水場へと向かって行った。

　アンリの足音が遠のいてから、アルフは懐に入れた手紙を再び取り出して読む。

　手紙に書かれている文字は一人の手で書かれたものではなかった。

　男らしい乱雑な字、女性特有の丸みを帯びた字、お世辞にも綺き麗れいとは言えない子供の字。

　一文ごとに書いた人間の名が記され、手紙の最後にはパン屋の店名が記されている。

　そんな手紙に書かれていた言葉を見て、アルフは自然と笑みをこぼす。

「……ありがとう、か」

　まだ父親には遠く及ばないかもしれない。

　それでも、どこかに一歩踏み出せたような気はする。

　体が治って気が向いたら少しくらい近衛このえ魔ま騎き士しの仕事を頑張ってみようか、とらしくない事を考えていた時、部屋のドアが控えめにノックされた。

　そして、部屋へと入ってきた人物を見てアルフは思わず怪け訝げんそうな表情を作った。

「アルフ、久しぶり」

「いやまぁ久しぶりだけど……どうしたんだ？」

「たまには、わたしの方から来てみた」

　ウィンはどうだと言わんばかりに、諸もろ手てを上げて見せる。

「そりゃ嬉うれしいことだけど……わざわざ城まで来たことに驚いた」

「うん。ちょっと遠かったから疲れた」

「ああそうかい、帰ったらゆっくり好きなだけ寝るといい」

　漆しつ黒こくのドレスを着ているウィンは碧へき銀ぎんの髪を揺らしながら口元に笑みを浮かべる。

「元気そうでよかった」

「……ま、実際はまだ出歩けないような状態なんだけどな」

「法術をあんなに雑に使ったら当然」

「そうする以外に方法がなかったんだから大目に見てくれ」

「うん、でも……もう、使ったらダメ」

　普段のように表情を変えることなく言うが、ウィンの眼は真剣だった。

「……いや、だけどよ」

「ダメ」

「せめて最後まで言わせてくれ」

「ダメ」

「最後まで言うのもダメなのかよ……」

　溜ため息いきをついてから、アルフはウィンへと向き直る。

「……わかったよ、切羽詰つまった時以外は使わない。それで勘かん弁べんしてくれ」

「できれば使わないでほしいけど……死んじゃうくらいなら使っていいからね」

　ウィンの言葉に苦笑を向けてから、アルフは神妙な面持ちを作る。

「でも、ウィンには本当に感謝してるよ」

「感謝？」

「あの時……手を引いてくれてありがとうって意味だ」

　いつか言いそびれてしまった感謝の言葉を口にする。

「お前が手を引いてくれたから、俺は一人じゃないって気づけたからさ。だから……これからも、俺が間違った時は手を引いて元に戻してくれ」

　ウィンはアルフの言葉を聞き、柔らかい笑みを向ける。

「アーロンみたいに上う手まくはできないけど……頑張ってみる」

　手を握る小さな師匠を見て、アルフも釣られるようにして笑う。

「それじゃ……わたし、そろそろ帰る」

「なんだ、もっとゆっくりしていけばいいじゃないか」

「ずっといたら、あんまりよくない気がするからダメ」

　どこか含みのある言葉を残してから、ウィンは足早に部屋を出て行った。

　ベッドの上で首を傾かしげながらウィンの言葉の意味を考えていた時、再び部屋のドアがノックされた。今日はやけに来客が多い。

「やぁやぁ、アルフくん。体の調子はどうだい？」

　次に部屋へと入ってきたのは、どこか胡う散さん臭くさい笑みを浮かべるクライドであった。

「どうも。調子は見ての通りですよ」

「いやぁ、今回のはなかなか復帰するのに時間が掛かりそうだねぇ。二代目の英雄に僕からも何かしてあげたいんだけど、さすがに怪け我がを治したりとかはできないしね」

「むしろ怪我のおかげで楽な生活ができるんで、しばらくは治さない方向でお願いします」

「君ならやっぱりそう言うよねぇ。まぁ、早く治した方がいいとだけは言っておくよ」

　そんな言葉と共に、クライドは一枚の羊よう皮ひ紙しをアルフに放って寄よ越こす。

『此こ度たびの貴様の要求を受けたのは、英雄からの借りは返すためである。次こそは貴様の首だけを貰もらい受けるためだけに足を運ばせてもらう』

「……エドガルド・カレスティア、と。あの爺じいさん本気で俺の首狙ってるじゃないですか」

「そりゃあれだけ自分の国をバカにする生意気な若わか僧ぞうがいたら、是ぜが非ひでも殺したくなるよねぇ。『神闘カンフオル』は一年以上の期間を空けてからじゃないと、同じ国に対して宣言できないからしばらくは大丈夫だけど、君は今後忙しくなるからゆっくりしてられないよ？」

「今後って……次は何をやらせる気なんですか」

「いやいや、そんなに警戒しなくてもいいじゃないか」

「俺を使ってディアンタスに喧けん嘩かを売ったってのに、警戒しない方が無理な話でしょうよ」

　渋い表情をするアルフとは対照的に、クライドは一層笑みの色を濃くする。

「ディアンタスの動向をあんたが把握していないわけがないし、まして指をくわえて見過ごすわけがない。今回の『神闘』だって、ある程度予想していたんでしょうよ」

「いやはやまったく、本当に君は頭の回転が速いねぇ。どうせ気づかれてるとは思ってたからいいんだけどさ」

　腹の底が知れない笑みと共にクライドは語る。

「いやさ、僕は和平協定に納得していないんだよね」

「…………は？」

　まるで予想していなかった言葉を聞き、アルフは思わず顔を歪ゆがめた。

「ああ、誤解しないでくれよ？　平和な世界、それはもちろん僕も望んでいたことだ。僕が納得していないのは、和平後における世界の在あり方とセンタリアの扱いについてさ」

　クライドの貼りつけたような笑みからは、感情の色が窺うかがえない。

「あのまま戦いくさを続けていれば、僕たちは確実に勝っていた。アーロン先生を失ったことで士気は下がっていたけれど、こちらにはガイストくんと『法の魔女』、そして僕も残っていた。だから……あの戦いは負けていなかったと、僕は考えている」

　しかし、騎士国家センタリアは『戦争を扇せん動どうし、同盟国を含めた十国全てに甚大な被害をもたらした国』という烙らく印いんを押された。

「アーロン先生はいつも言っていたよ。『俺が目指すのは完全勝利だ。それで平和な世界を作って息子たちにいつまでも自慢してやるんだ』って。だけど……和平によって戦が終わると、他国は紙かみ屑くず以下のプライドを守るためにセンタリアを貶おとしめた」

　笑みを浮かべながらも、クライドは微かすかに怒気をはらんでいる。

「ずいぶんとふざけた話だとは思わないかい？　口では英雄の姿に感銘を受けたと言いながら、その裏では自分たちのことしか考えていない。だからこそ……自分たちの手で歪ゆがんだ平和を作り出したということにすら気づいていない」

　歪んだ平和……現状について、クライドはそう表現する。

「僕たちが行おうとしていた完全勝利は……表面上の平和ではなく、真の意味でこのエトルリア大陸に平和をもたらすことだった。十国という垣かき根ねすらを取り払い、あらゆる人間を救済するための行動であったのにもかかわらず、他国は僕たちを戦犯とまで謳うたった」

　和平のために戦った存在を蔑ないがしろにし、あまつさえ大国は受けた被害に対する遺い恨こんをセンタリアへと向けた。

「所詮は小規模な国、英雄亡き後ならば崩すことなど容易たやすい、大国とは名ばかりのそんな浅はかな奴やつらばかりだ。だから……僕は『神闘カンフオル』という存在を作った」

　和平協定の際、クライドが加えた最終交渉手段。

「和平によって戦いが白紙に戻り、今やエトルリア大陸の国々はある意味で同じ立ち位置となっている。ディアンタスはその白紙の状態に対応できず、新たな闘いによって状況を打開しようとした。他の国々も同じように状況を打開しようとするが……その中で、十国戦争時に苦汁を舐なめさせられた国は、雪辱のために忌々しい小国をついでに潰つぶしてやろうと考えるだろうね」

　クライドは自身の目的のために、敗戦国という立場すら利用することを決めていた。

「センタリアを潰すために『神闘』を仕掛けてくる国々を利用し、歪んで不完全となってしまった平和を正す……そして、今度こそアーロン先生の目指した『完全勝利』を達成する。そのために、僕は和平協定に『神闘』という手段を作ったんだよ」

　そんなクライドの狂人じみた言葉を聞きながら、アルフは恐怖と同時に納得していた。

　この人もまた、別の形で父親の狂気を受け継いでいるのだと。

「さて……それじゃ、改めて君にやってもらいたいことを言おうか」

　不敵な笑みを浮かべながらクライドは言う。

「『神闘カンフオル』における十の条文は各国が一文ずつ決めたものでね。他国が自分の有利に働く条文を提案する中、僕はあえてその順番を蹴って最後に『条文、制限に反することがない限り、全ての行動を許きよ諾だくする』という一文を加えた」

　最後にある十番目の条約。

「今からお前ら全員一番下から捲まくってやって、世界を丸ごと塗り替えて『完全勝利』をもぎ取ってやる。そういった想おもいを込めてあるんだ」

　だから、とクライドは微笑と共にアルフへと告げる。

「もう一度言おう、僕たちは負けていない。大国として胡坐あぐらをかいてる間抜け連中に対して『闘い』を挑み……この白紙となった世界を『完全勝利』という色に染め上げて、アーロン先生に捧ささげようじゃないか」

　まるで悪戯いたずらをする子供のような笑みと共に、そんなことを言う。

　アルフは一瞬どう答えるべきか悩んだが……やがて、諦あきらめたように溜ため息いきをついた。

「……一国の王が言うような言葉じゃないですね」

「そりゃそうさ。国王のクライドではなく、君と同じアーロン先生の弟子として言っているわけだからね。それで、君はどうするんだい？」

「同じ弟子だろうと国王であることに変わりはない。だったら断れるわけないでしょう」

「良い返事だ。卑ひ怯きよう者ものとしての君に期待させてもらうよ」

　クライドが普段通りの笑みを浮かべ、アルフはそれに対し苦笑を返す。

「にしても、ディアンタスにいた女の子、強かったねぇ。なんかアルフくん仲良さそうにしてたし、ちょっとセンタリアに来るよう勧誘しておいてくれない？」

「なんで俺がそんなことを……というか、俺があの試合に勝てなかったらどうするつもりだったんですか」

「その時はまた別の手札を切っていたさ。この目標は僕のエゴなわけだし、国民に被害が出るっていうのは僕の本意ではない。そんな事態が起こったら僕自身が身分を捨てて戦いに赴おもむいて、失った全てを取り戻すよ。最終手段にしておくつもりだけどね」

「……あんたは、本当に怖い人だな」

「そうかい？　僕はリーネやアーロン先生みたいにバカ正直な人間の方がよっぽど怖いよ。なにせ理屈や利害を天てん秤びんに掛けることなく、そのまま突っ込んでいくからね」

　苦笑しながらクライドは言うが、その気になればそんな人間すらも御するのが目の前にいる存在だとアルフは思っている。

「ま、アルフくんも今回の『神闘』で何か吹っ切れたようだし、今はまだ悪名のほうが高くても、いずれアーロン先生のような英雄になってくれると期待してるよ」

「そいつはどーも。さすがに親父おやじと同じようにはいかないでしょうけど、俺なりの方法で俺がなりたい英雄像ってやつを目指そうとは思ってますんで」

「そうだねぇ。僕が引退して君に王位を渡すまでには辿たどり着いていてもらいたいな」

　クライドの言葉がアルフの中で引っ掛かり、思わず首を傾かしげる。

「いやいや、王位を渡すって何言ってるんですか」

「うん？　だって君はいずれ英雄となって、リーネと一緒にセンタリアという国を率いてくれるんだろう？」

「いや、リーネの名前が出てさらに分からなくなったんですけど」

　意味が理解できずに怪け訝げんそうな面持ちをするアルフへと、クライドは不思議そうな顔でアルフへと告げた。




「だって君ら、結婚するんじゃないのかい？」




　時が止まった、というよりはアルフの思考が止まったというのが正しいだろうか。

「…………今、なんて？」

　たっぷり時間を掛けてそう訊きき直せば理解できるのではないかと思って、アルフは恐る恐るクライドへと尋たずねる。

「いや、だからアルフくんとリーネの結婚式をやるって話だよ。まぁ婚約って形になるのかもしれないけど」

　僅わずかに残っていた希望を完かん膚ぷ無きまでに打ち砕かれ、アルフは眉み間けんに寄ったシワを伸ばしながら頭を抱えた。

「ちょっと待ってください。どっからそんな話が出てきたんですか」

「なんでと言われても……それは、本人に訊けばいいんじゃない？」

　どこかニヤつきながら言うクライドはドアの方へと指を向ける。

　そこには、ドアの隙間を覗のぞいてこちらの様子を窺うかがっているフィリーネの姿があった。

　その顔は熱があるのではないかと疑うほど真っ赤に染まっている。

「……おい、リーネ。話がさっぱり見えないからさっさとこっちに来て説明してくれ」

「だ、だだ、だって！　私はアルフに言ったじゃないですかっ!!」

　覗いていたことがバレたこともあってか、開き直ったフィリーネはドアを勢いよく開け放ってアルフへと叫ぶ。

「子供の頃……『俺が英雄になってどんな時でも救ってやる』って言われた時、私は『それじゃ私も英雄になって、ずっとアルフの隣にいてあげる』って言っちゃったんですよぉ!!」

　当時のことを思い出したのか、フィリーネは顔を真っ赤にしながら叫ぶ。

「ずっと隣にいてあげるってことは、その……お、およ、お嫁さんになるってことですし！　私は姫であると同時に一人の騎士なので、自分の言った言葉にはちゃんと責任を持ちますから！　それを違たがえるつもりもありませんからっ!!」

　姿勢を正してそう宣言するフィリーネを見つめながら、アルフは頭の中にある記憶の中から必死その出来事について思い返そうとしてみる。

　だが……まったく思い出せない。

　というより、自分がフィリーネに向かって約束をした時、おそらく幼少時の自分は緊張していたということもあって、その後の言葉は右から左へ流していた可能性が高い。

　しかし真面目なフィリーネのことだから、その言葉がウソであるということもない。

「ッ……ああ、ちなみに僕は政略結婚なんかにリーネを使う気はないし、恋愛は個人の自由にしてもらうつもりだけど……アルフくんはリーネに対してどう答えるんだい？」

　半笑いでクライドはアルフへと決断を迫ってくる。一瞬言葉に詰つまったのは確実に笑いを堪こらえているせいだろう。

　どう答えるも何も、アルフに言えることは一つしかない。

　溜ため息いきをついてからアルフはフィリーネへと顔を向けた。

「…………リーネ」

「は、ははははいっ！　な、なんですか!?」

「とりあえず落ち着け。まずその約束ってのはいつの話だ」

「えっと……十年前、紅玉月オービンの十七日です」

「しっかりと月日まで覚えてるあたりお前らしいな……。だけど、十年前ってことはまだ互いに物心やら恋愛感情なんてなかった時期なわけだ」

　そう前置きをしてから、アルフはフィリーネへと告げる。

「だったら、その約束は無かったことにしてもいいんじゃないか」












　部屋の空気が凍りついた瞬間だった。

　アルフはそんな空気に気づかないまま言葉を続ける。

「さすがにそれは子供同士の他た愛あいのない約束ってもんだし、十年以上経たって俺はこれだけ堕だ落らくしてるんだから、お前からそんな感情も無くなってるだろ。一国の姫ってだけで身分に差があるのに、魔ま騎き士しなのかすら怪しい奴やつなんかと昔の約束してたってだけで無理やり結婚、なんて話に繋つなげるわけにもいかないだろうしよ」

　そのあたりでクライドが限界に達したようで思い切り噴き出し、フィリーネは俯うつむきながらわなわなと体を震わせている。

　しかしアルフはその様子に気づかない。

「つまりその約束は現実的な話じゃないってことで、なしだ。あぁ、現実的な話で思い出したけど、早く家を再建して城から出て行きたいんだよなぁ……家さえ建て直せば近衛このえ魔騎士でいる必要もないし、また下級魔騎士に戻って自由気ままな生活を──」

　アルフの言葉は先に続くことはなく、異様な気配を感じてそちらへと首を向ける。

　視界に映る、分厚く重たそうな本を手にとって振り被っているフィリーネの姿。

「あなたは……なんでいつもそうなんですかあああああああああッ!!」

　容赦ない投とう擲てきは鈍にぶい音を立てて見事アルフの顔面へと直撃し、室内にクライドが腹を抱えて笑う声が響き渡る。

「いやぁ……君たちは本当にお似合いというか、見ていて飽きないね」

「兄様も笑いすぎですっ！　もう、アルフがそこまで言うなら私だって知りませんっ」

　フィリーネはぷいとそっぽを向いたのを見て、クライドはどうしたものかと肩を竦すくめて見せる。その前に本をぶつけられて瀕ひん死しになっている人間を心配して欲しい。

「いやはや、お似合いだと思ったからこそ僕も本気にしてたっていうか、少しくらい兄らしいことをしてあげようって思ってたんだけどねぇ……」

「……もういいです。何かの間違いだったということで、この話は終わりに──」

「いやさーなんというか、ちょっとそういうわけにもいかない事情っていうか、もう予定組んじゃってるっていうべきか」

　唸うなり声ごえを上げるクライドに対して、二人が首を傾かしげながら視線を向ける。

　そして、言い難にくそうにクライドは口を開いた。

「君たちさ、新婚旅行とかに行く気はない？」

　クライドの言葉を聞いてから、アルフたちは顔を見合わせ……そして、たっぷりと時間を掛けてから同時に口を開いた。

「「…………はい？」」

　なんだかんだで息の合っている二人の道は、いまだ続くらしい。






　あとがき






　えー、どうも。藤ふじ木きわしろでございます。

　おそらく多くの方がはじめましてかと思われるので、はじめまして。

　まずは本書を手に取ってくださり、ありがとうございます。

　あとがきから先に読まれている方もいらっしゃると思いますので、内容について触れない、当たり障さわりのない裏話的なことをつらつらと書かせていただきます。
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　人生、気楽に前向きってのが一番だと思います。本当に。
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